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　彼女の朝は早い。

　広い部屋と高価な調ちよう度ど。大きく広い窓から差しこむ光は、彼女のまどろみを優しく禁じ、屋や敷しきの姫ひめの目覚めを促うながすのだ。彼女はしかし低てい血けつ圧あつなので、天てん蓋がい付つきのベッドで惜おしむようにシーツを抱きしめていた。

　やがて五分くらいして、彼女がその身を起こす。その白く妖よう艶えんな肉体を隠かくすものは、絹きぬのように薄く透すけるネグリジェだけ。むしろその美び貌ぼうを誇ほこるかのようなあからさまな露ろ出しゆつだが、彼女本ほん人にんは未いまだ眠そうに眼めをこすっていた。

　ようやくベッドから降りると、彼女はネグリジェをはだけ、均きん整せいのとれた裸ら身しんを豪ごう華かな調度品ひんに見せつけた。そのまま置いてある着替えを手に取るようだが──どうにも動作が遅い。優ゆう雅がな部屋の優ゆう美びな女王は、覚かく醒せいしきってはいないようだった。

　それでも、黒のドレスになんとか着替える。肩と胸をはだけたそれを見ると、どこかの舞ぶ踏とう会かいにでも行くのかと聞きたくなるが、彼女にとってこれは普ふ段だん着ぎ。無む論ろん、汚よごすなどありえないということは、一つ一つ丁てい寧ねいな挙きよ措そを見ていればよくわかる。

　着替えが終われば、次に開くのはアクセサリーボックス。最初に手にするのは、長く美しい髪かみをまとめるバレッタ。次にその肌はだを飾る装そう飾しよく品ひん。多くを身につけるのではなく、厳げん選せんしたペンダントやリングを身につけていく。真の美に物ぶつ量りようはいらない、とでも言いたげだった。

「アンドラス」

　短く呼ぶ、その名前。

　応じて、彼女の背後にそれが現れた。人の形をした闇やみ、とでもいうべきか。

「我わが主あるじ、ここに」

　黒き外がい套とうをまとう、仮か面めんの男。朝日差さし込む寝室だというのに、彼の周りだけが夜になっているようだった。鳥、おそらくは梟ふくろうを模もしたと思われる仮面は、威い圧あつ的なまでに巨きよ大だい。

　東とう南なんアジア辺りを連れん想そうさせる、滑こつ稽けいなほど戯ぎ画が的な梟の顔だった。

「やあ、おはようアンドラス。今日きようは客きやく人じんが来ると聞いているからね、丁てい重ちようにもてなしたまえよ。食事の準備を怠おこたらないよう、小こ波なみにも伝えてくれ」

「我が主、客人とは？」

　彼女の声は響ひびきわたる波のよう。女性特とく有ゆうの包ほう容よう力りよくと強さ、そして冷たさと温かさを両立させたもの。

　対して仮面の声は、戦せん場じようを連れん想そうさせた。血と鉄と理り不ふ尽じんに満ち、それでも剣をもって切り抜けようとする頑がん健けんなる声。

　これだけ違う声せい質しつの二人が、同じ部屋で話をしているということ自体が不ふ思し議ぎだった。それまでの生きてきた経けい過かがあまり違うと、声だけでわかるというのに。

「うむ。羽は堂どうからの紹しよう介かいでね、私に話を聞きたいらしいんだ。今日きようの午後に来ると聞いている」

「我わが剣で斬きり刻んでもよろしいので？」

「やれやれ、君はすぐそうやって血なまぐさい話をしようとする。客きやく人じんだと言っているじゃないか。相手はまだ高校生だよ。君の暗あん殺さつの技は理解しているがね、この平和な国で頻ひん繁ぱんに使う技ぎ能のうじゃないだろう？　剣は大人おとなしくしまっていたまえ」

　彼女はカーテンを開ける。遮しや蔽へい物ぶつが取り去られ、陽光たちは我われ先さきにと部屋の中へと飛びこんだ。絢けん爛らんなる家具はそれを受け、ますますその高こう貴きさを誇ほこる。

　ただ、仮か面めんの男だけは、少しだけ身をひいて光を避けた。日は彼をも照らしているが、それを嫌きらうように外がい套とうで身体からだを隠かくす。灰にはならないようだ。ならば単純に眩まぶしいのか──仮面をつけているのに？

「アンドラス。あの鳥かごは、まだ持っているのかな」

「我が部屋に。ですが」

「わかっている。捨てる気がないのなら、なるべくぞんざいには扱わないでくれよ。あんなものでも、因いん縁ねんというのは厄やつ介かいだ。まったく、捨てろと何度も言っているのに、君は一いつ向こうに聞こうとしないね。君の理り屈くつもわかるつもりだが、もう少し縛しばられるものを減らしてもいいんじゃないかい？」

　カーテンを全て開け、彼女は窓を見る。小高い丘の上にある屋や敷しきからは、一ひと目めで町を見下ろすことができた。そう、君くん臨りんする姫ひめ君ぎみのように。

　遠くから、喧けん騒そうが聞こえた。そういえば、今日は町に彩いろどりが多い。色とりどりの飾り付けがここからでもわかる。

　ああ、と彼女は艶なまめかしく溜ため息いきをついた。この屋敷にいると、どうしても忘れてかけてしまう。ここだけ時間が止まっているかのようだから。

　町を目まぐるしく流れる時の濁だく流りゆうを、感じられないのだ。

「そうだ」

　男なら誰だれでも魅み惑わくされる瞳ひとみで、美び貌ぼうの彫ちよう像ぞうは呟つぶやいた。

「今日から、カーニバルだったのだね──」




　それは、七日間の祝しゆく祭さい。

　肉に謝し、来きたる苦く行ぎようを前にして、人々は食べては騒さわぎ、飲んでは歌う。

　多くの食べ物とともに、巡り踊る人の思おも惑わくも共に吞みこんでいくのだ。
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　教会歴れきには、四し旬じゆん節せつというものがある。

　キリストの苦く難なんと死、それに倣ならって四十日間の苦く行ぎようをするのだ。具体的には卵や肉を断ったり、贅ぜい沢たくをしなかったり。他にも自分の好きなものを止めたりと、様々な方法がある。この四旬節が続くのは復ふつ活かつ祭さいまで。

　そして、四旬節に入る前。これから続く長く厳きびしい四旬節のために、謝肉祭カーニバルが行われる。たくさん飲んで食べて、四旬節に備えておこうということだ。四旬節の前に卵や肉を食べて処しよ分ぶんしてしまう、という意味もあるし、ヨーロッパの土ど着ちやくの祭さい儀ぎが教会に入りこんだともいわれる。

　毎まい年とし変わるカーニバルの日付だが、今年は二月の初しよ旬じゆん。もちろん景けい教きよう大たい国こくの日本でも行われる。この一週間は祝しゆく日じつであり、学校もカーニバルのために休みとなる。国をあげての文化祭さいみたいなものだが、九く罰ばつのように参加しない者にとっては随ずい分ぶんと暇ひまな週間だった。

　ところで──実は、カーニバルには日本独どく特とくの風ふう習しゆうがあった。

「ピーナッツ食べるのー？」

「うん。なんでも『セツブン』ていうものの名残なごりらしくてね、カーニバルの時はピーナッツを食べるのがならわしなんだよ。自分の年ねん齢れいと同じ数だけ」

「え。年の数だけ…………数えるの面めん倒どうだし十五個くらいでいーよね？」

　食卓に載のった皿から適当に取っていくのはアイム。そういえば彼女の年齢はどれくらいなんだろう。有ゆう史し以前なのは多た分ぶん間違いないだろうが、なんて暢のん気きなことを考えてしまった。彼女はぽりぽりと小しよう動物のように、一個ずつピーナッツを食べていた。

　ついでに彼女の使い魔まである蛇へび、バステトもピーナッツを飲みこんでいる。最近は寒いせいか、ストーブの前でとぐろを巻いていることが多かった。冬とう眠みんはしないようで、つくづく常識の埒らち外がいにある蛇である。

　今日きようは、カーニバル初日。町では飾り付けられた中、仮か装そうした多くの人がパレードに参加し、出で店みせも数えきれないほど出る。公園なんかではバザーもやっているだろうし、特とく設せつされたステージでは地元の若者がダンスや歌を披ひ露ろうする。

　テレビでは、首しゆ都と長なが崎さきでやっているカーニバルの様よう子すが流れていた。さすがに長崎は本格的なようである。なにしろカーニバルの企き画かくから準備まで、全て天あま草くさ国こつ教きよう庁ちようが主しゆ導どうするというのだから。日本の政治的にも経済的にも宗教的にも中心地ちなので、当然と言えば当然なのだが。

　画面に映る大がかりな仮装パレードも、一年間かけて準備したらしい。有名タレントが一いち堂どうに会してゴスペルを歌っているのを見ると、もう呆あきれるしかなかった。

「ねーねー、クバツは仮装しないの？」

　アイムの質問に九罰は首をふる。やっぱり、お祭り騒さわぎとはいえ宗教的なものも多分に含まれているのだ。気分が悪くなることはないものの、積極的な参加は遠えん慮りよしたかった。

　そして、それとは別に、九く罰ばつはこの休みに考えていたことがあった。

　一月の戦い、妹や友人や見習いエクソシストを巻きこんだ、町を襲おそう死し霊りようとの戦い。犯人は本当にしつこい、九罰の初めての敵の残りカスだった。けれどそれも終わり。

　アイムとの妙みようなわだかまりも、解とけた。だから彼女は今こうして、目の前で暢のん気きに笑ってくれている。それまでのぎこちない笑えみはもうどこにもなかった。

　怪け我がも、いけ好かない医者のおかげでほとんどが回復した。いまだに残るのは左腕の原因不ふ明めいの痛み。痛みがひどくなるようなことはないが、原因がわからないだけに対たい処しよもできないのが現状だった。

　戦いの最後、親友にして悪あく魔ま使づかいの先せん達だつである羽は堂どうが教えてくれたことがある。

『丘の上に幽ゆう霊れい屋や敷しきがあんだろォがよ？　あそこに住んでる姉あね御ごなァ、もう十年以上も自分の悪魔と一いつ緒しよにいるんだぜェ？　ちょっと話聞きいてみたらどうだ？』

　丘の上の幽霊屋敷には、魔ま女じよが住んでいる。

　九罰らの住む葉は鈴すず町は、周囲を山に囲まれた盆ぼん地ちにある。家から三十分ほど歩き、坂を上ったり下りたりして隣となり町に出るのだが──その中ちゆう途と。

　アスファルトで舗ほ装そうされた道を逸それると、教会や墓ぼ地ち、巨大な時計塔とうを模もした市役所がある。それらも素す通どおりしたさらに奥にあるのが幽霊屋敷。町の子供が肝きも試だめしに入っていくような、そんな場所だ。正しよう直じき魔女が住んでいるなどというのもくだらない噂うわさで、使う者のない廃はい墟きよだと思っていたのだが。

　海外のものをそのまま持って来たような洋よう館かん。洋よう風ふう建けん築ちくは日本にも多数あるが、あの幽霊屋敷はそんな中でも特に大きい──らしい。九罰は行ったことがないので、どんなものかはわからないのだが。

　だから、この休みを利用して訪れようと思っていた。羽堂はすでにそこの主あるじと面めん識しきがあるらしく、事じ前ぜんに話は通しておくと言っていた。

「今日きようはー、例の洋館屋敷にいくんだよねー？」

　ぽりぽりとアイムはピーナッツをかじっている──と思ったら、いつの間にかピーナッツ入りチョコなんて取りだしていた。アイムは触ふれると火傷やけどしそうなほどの体温なのに、チョコは普通に食べているのがどうにも理り不ふ尽じんだった。

「うん、むこうの人も、悪魔と一緒に生活してるらしいからね」

「つまりアタシにソイツぶっ殺せってことよね！　まっかせといてー、七十二魔まの中でもアタシに敵かなう奴やつなんてほんの一ひと握にぎりなのよ！」

「あのね……」

　一気にテンションのあがるアイム。こういう性格なのだ、と呆あきれるしかないと同時に、彼女の言葉が噓うそではないことも思いだす。全力を出したアイムは、羽堂の悪魔も一いち撃げきでノックダウンさせることができたのだ。

「戦うようなことにはならないよ。喧けん嘩かしにいくわけじゃないんだから」

　アイムに同どう行こうをお願いしたのは、幽ゆう霊れい屋や敷しきにいく理由が彼女にあるからだ。張ちよう本ほん人にんであるアイムがいなければ、話になるまい。

　アイムの代だい償しようは、人の命。そのために彼女は放ほう火かをしようとしたり、悪あく魔ま特とく有ゆうの凶きよう暴ぼう性を垣かい間ま見みせることがある。ただ一度だけ、九く罰ばつは自分の命でその代償を支払おうとした。

　それは、噓うそ八はつ百ぴやくの悪魔のおかげで助かったのだが──アイムと一いつ緒しよにいれば、また同じようなことがあるのかもしれない。自分の命か、誰だれかの命か、でなければアイムと永久に別れるか。どれを選んでも最さい悪あくな選択肢しがやがて必ず来るのだ。

　なんとかしたかった。羽は堂どうの申し出は、まさに渡りに船だった。

　けれど、アイムはそれをわかっているのかいないのか。まったくいつもの通りである。代償については彼女にとっても重大なことのはずなのに、それについて彼女は徹てつ底ていしてなにも言わない。

　いつか、彼女がなにも言わずに消えてしまうのではないか──そんな風ふうにすら、思って。

「ちえー、つまんないのー。あ、じゃあさじゃあさ」

　良いこと思いついた、とばかりにアイムが手をあげた。

「どうせ行くの午後からでしょ？　アタシ色々食べたいんだけどー。せっかくお祭りなんだしさ！　町に出ていかないともったいないって！」

「う……」

　唇くちびるにチョコの色を残しながら、そんなことを言うアイム。しかし彼女の言うことも一いち理りあるわけで、町が熱ねつ狂きようするのは、一年のうちでもカーニバルとクリスマスくらいのものだ。イースターはもっと厳げん粛しゆくだし。

「ちょっとなによー、その顔ー」

「いやだってさ、町じゃあ聖せい歌かとかお祈りとかも結けつ構こう」

「アタシ全然平へい気きだもん♪　ね、行こーよぉークバツー。わたあめとかフランクフルトとか食ーべーたーいっ」

　しぶる九罰に対して、子どものように駄だ々だをこねるアイムだった。というか彼女は小こ柄がらなので、遠くから見るとそのまま子どもにしか見えないことがある。

　そんなことをやっていると、玄げん関かんから帰き宅たくを告げる声がした。七な罪つみだった。

「兄にいさーん、ただいまー？　あ、もうピーナッツ食べてるんですね」

　先月は死し霊りようの集団に襲おそわれた七罪だったが──今ではそれが噓うそだったかのような笑顔を見せている。シスターのような修しゆう道どう服ふくに身を包んでいるのは、それが聖歌隊たいの正せい装そうだからだろうか。

　七罪は早くから出掛けていた。聖歌隊として、教会で歌を披ひ露ろうするのだと言っていた。そういえば彼女は上う手まいのだろうか。聖せい歌かは聞いたことがない──というかあえて逃げている九く罰ばつである。

「お土産みやげ買ってきましたよ。はい、アイムのぶんです。これは兄にいさんですね」

　七な罪つみが食卓の上に並べたものを見て、九罰の気分はますます落ちこんだ。用意周しゆう到とうというか、相変わらず抜け目のない妹である。勘かん弁べんしてほしかった。

「なっちゃんなにこれー？　ネコっぽい？」

「仮か面めんですよ。本当は黒い衣い装しようもつけるんですけど、まあ略りやく式しきですね。ネコの仮面はアイムに似に合あうかなと思って。屋や台たいで売ってますけど、気に入らなかったら別のものを」

「いや、全然オッケー！　気に入った！　さすがなっちゃん！」

　仮面は、キラキラした装そう飾しよくのついた派は手でなもの。アイムが早さつ速そくつけているのは、目の部分に穴が開いていて、さらにその上に猫ねこ耳みみのような三角の突とつ起きがあった。最近はこういう仮面もあるのか、と感心してしまう。

　まあ、仮面をつけるということは、やっぱりそういう前ぜん提ていで。

「兄さん！」

「う……なにかな、七罪」

「毎まい年とし毎年ひきこもって！　午後は用事があるからいいですけど、午前中くらいはお祭りを楽しんでもらいますからね！　せっかくのカーニバルなのに！　私もすぐ着替えますから一いつ緒しよに楽しみましょう！　いいですね！」

　予想通どおりのお説せつ教きようだった。カーニバルって強きよう制せいされるものだったけ、とちょっと悲しくなる九罰。

　キラキラした瞳ひとみのアイムと、出かけないなんて認めませんという顔の七罪。面めん倒どう事を避けたい今時の若者である九罰は、それに逆らうような気がわくはずもなく。

　普通のものを縦に割った、顔かお半分を覆おおうような仮面。七罪が買ってきてくれたそれを、九罰は苦く笑しようして身につけるのだった。




　目元を隠かくすだけでも、結けつ構こう誰だれが誰だかわからなくなるものである。

　公園を歩く人ごみの中には、本ほん格かく的な仮か装そうをした人から、九罰のように仮面をつけただけの者まで様々だった。アイムだって目元を隠す猫仮面をつけているせいで、普ふ段だんと全然違ちがう印いん象しようになっている。

「クバツー、次はアレ！　風ふう船せん風船！　風船ほーしーいー！」

　まあ、中なか身みは全然変かわらないわけなのだが。

　通りには黒くろ装しよう束ぞくの仮装をしている人もいるが、アイムは少々薄うす手での白いブラウスを着ていた。七罪も同じような服装なのは、こないだ二人でおそろいのを買いに行っていたからだろう。九罰は二月にふさわしいコート姿すがた。結局いつも通りで、祝しゆく祭さいらしいのは顔を隠す仮面だけだった。

　七な罪つみは七罪で、公園の通りで説せつ教きようをしている神しん父ぷにふらふらと誘さそわれていた。学校でさんざん聞いているはずなのに、と思う。真まん中なかにいる神父様は、よく響ひびく声で『ぶどう園の労働者のたとえ』を説いていた。というか。

　よく見れば、流れる金きん髪ぱつは女性のものだ。神父の格かつ好こうをした女性なんてどんな顔をしているのだ──と顔を見て。

「く、クラーラ先生っ？」

　神父服ふくを着ていたのは、なぜか九罰の学校で神しん学がくを教えている教師だった。名前を、クラーラ・マレンツィオという。仮か装そうの意い図とはないのか、仮面はしていなかった。

「オー、九く罰ばつクンデハナイデスカ！　ヨケレバ聞イテイッテクダサイ、ブドウ園ノ労働者ハソレゾレ働ク時間ハ違イマシタガ同ジ賃ちん金ぎんヲ────」

「いやあんたなにやってんですかそんな恰かつ好こうで」

　どう見たって男の恰好のクラーラに、思わず乱らん暴ぼうな口く調ちようで突っこむ九罰。オタク趣しゆ味みのこの修しゆう道どう女じよに、九罰はいまいち遠えん慮りよというものができない。

「イエイエ、実ハ隣となり町デ教会ガ栽さい培ばいシテイル果か樹じゆ園えんガアリマシテ。ソコデトレタリンゴガ旬しゆんナノデ、ジュースノ屋や台たいヲダシテイルノデス。客きやく引ひキヲシテイタライツノマニカ説教ヲ。イヤイヤ、コレモ職業病びようデスカネ」

「でも似に合あってます、先生」

「オー、七罪サン！　サッキノパレード見テイマシタデスヨ！　聖せい歌か隊たいノ皆サンハヨク練習シテイマシタカラネ！　主しゆモサゾオ喜ビデショウ！」

　七罪もクラーラの奇き抜ばつな恰好を指し摘てきする気はないようだった。やっぱり神父服を着ているのはパレードだからなのだろうか。

　風ふう船せん風船と言っていたアイムもこちらに駆かけ寄ってきた。なかなか後をついてこないから──というわけではおそらくなく、こちらのほうが面白そうだということを嗅かぎつけたのだろう、おそらくは。

「あ、クラーラだ、やほー」

「オー、愛あい夢むサアハウアァッ!?　ソ、ソノ仮面バウータハマタ随ずい分ぶんト可愛かわいラシイ！　猫ねこ耳みみッポイ感ジノ飾リガ実ニグッドデス！　アアアアアコノママ九罰クンカラ奪うばッテシマイタ…………オオット、興こう奮ふんシスギテ鼻はな血ぢガ…………」

　もはやどう見ても変へん態たいなクラーラだったが、七罪は『大だい丈じよう夫ぶですか』とか言ってティッシュを取りだしている。周りの人たちも不ふ謹きん慎しんだとか敬けい虔けんじゃないとかいう声はあがらなかった。

　つっこみ禁止のバリアーでも張っているのだろうか。

「アア、七罪サンスミマセン、オ礼ニリンゴジュースヲドウゾドウゾ。九罰クント愛夢サンノブンモアルデスヨ」

「あ、いいんですか」

「一いつ杯ぱい三百円デス。毎まい度どアリー♪」

　金とるのかよ、と言いたいのをぐっとこらえる。しかもお祭り独どく特とくの物ぶつ価か上昇もあって、妙みように高いのだった。けれどアイムなんかたかだかジュースなのに妙に喜んでいるし、ここで回れ右をするのも気が引ける。

　結局、クラーラの案内で出で店みせまで連れてこられた。おそらくどこかの教会のシスターさん（こちらはごく普通の恰かつ好こうだった）からグラスに入ったジュースを受け取って、アイムと七な罪つみに渡す。

　できるならば座ってゆっくりと飲みたかったが、生憎あいにくと祭りのただ中にそんなスペースは見つけられなかった。仮か装そうした人たちも祭りを楽しんでいるらしく、フランクフルトやジュースを片手に人の海かい流りゆうを作りだしている。自分たちも同じように、立って飲むしかないだろう。

　そう思ったら、すでにアイムがジュースに口をつけていた。

「ぅおー？　美お味いしー！」

「イエース！　実ハイタリアノ実じつ家かガ農園ナノデス！　果か実じつ栽さい培ばいハオ手ノモノナノデスヨ！　ササ、九く罰ばつクンモグイーッ、ト」

　下へ手たしたらアルコールが入っていそうな勧め方をされたが、アイムの様よう子すを見ていると本当に美味しそうだった。邪じや魔まになるので仮か面めんをはずしてから、口に含んでみる。

　意い外がいなほどに優しい酸さん味みが、口の中に広がった。

「兄にいさん、本当に美味しいですよこれ」

　七罪の賞しよう賛さんも当然だった。これなら三百円でも惜おしくない。高級レストランででてくるのはこういうジュースなのかな、と思ってしまう。クラーラが熱心に客きやく引ひきしているのも納なつ得とくである。

　口こう上じようと服装に、若じやつ干かんの問題がある気がしないでもないのだが。

「ソンナニ喜ンデモラエテ光こう栄えいデス！　九罰クン、オ代ワリハイカガデスカ？　私ガ注つイデ差シアゲマスヨ。コッチハサービスデス」

　そう言ってクラーラが持ってきたのは、彼女が抱えるようにもつボトルグラス。中には、なみなみとジュースが注がれていた。出店の裏の冷蔵庫から直接もってきたのだろうか。もちろん美味しかったので、九罰は喜んでグラスに注いでもらう。

「デ、九罰クン？」

「はい？」

　九罰のグラスに、どこかのお店のお姉ねえさんみたいな注ぎ方をしながら、クラーラが言った。

「カーニバルハ男女ノ祝しゆく祭さいノ意味モアルノデスガモウ愛あい夢むサントハスマセテシマッタノデスカ？」

「げほっ!?」

　思いっきり吹きだした。

　すませたって何をだとか、だからアンタは本当に聖せい職しよく者しやなのかとか、言いたいことはたくさんあったが口にでてこない。肺に侵しん入にゆうしたリンゴジュースを追いだすので精せい一いつ杯ぱいだった。咳せきが喉のどにからみつく。

「げっ、げほっ…………ちょ、いきなりなにを」

「チ。ソノ様よう子すデハ進しん展てんナドアリソウモナイデスネー。ヤハリ私ガナントカシナイト…………」

「トラブル以外の展開が想そう像ぞうできないからやめてください絶対！」

　九く罰ばつは思わずクラーラを突き飛ばしてしまった。

　いや、突き飛ばすほど強い力じゃない。軽く肩を押しただけだ。それなのにアーレーとかわざとらしい声とともに、クラーラが持っていたジュースをぶちまけてしまう。いや、絶対、絶対にクラーラはわざとやったようにしか見えないのだが。

　その大量のジュースを浴びたのは、七な罪つみとアイムだったりするわけで。

「……兄にいさん」

　クラーラのボトルグラスに入っていたジュースは、彼女らをびしょ濡ぬれにするには十分な量。

　彼女の今日きようの服装は、白いブラウス。

　一応、軽く上うわ着ぎを羽は織おってはいるものの、二月には薄すぎる服。もちろん貼はりついた布ぬの地じが、七罪の綺き麗れいな肌はだと下着の色を強きよう調ちようしている。下着が黒だなんていつの間にそんな、兄として許した覚えは──いや、そんなことはどうでもいい。

　慌あわてて隣となりを向けば、アイムも同じような状態になっていた。きょとんとした顔つきで九罰のほうを見ている。薄い布がぴったりと彼女の肌はだ色いろを見せつけていた。というかアイムは下着をつけているように見えなかった。
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　最初に反応があったのは、七罪。真まっ赤かな顔で九罰を睨にらみつけている。

「いや、七罪っ。あのさ、今回は本当に僕が悪いんじゃ」

「兄さんの…………兄さんのバカ──────ッ！」

　言いい訳わけも聞かず、七罪は九罰に渾こん身しんの平ひら手てを打ちこむのだった。

　不ふ可か抗こう力りよくだと言う前に、九罰は祭りでにぎわう路上に投げだされる。『もう知りません』という声が聞こえた時には、彼女の姿すがたは雑ざつ踏とうに消えてしまっていた。

「あーらら、大だい丈じよう夫ぶ九罰？」

　どこか呆あきれたような声のアイム。彼女は胸むな元もとを隠かくそうともせずに九罰に手を差しだしてきた。九罰は目のやり場に困りつつも、その手をとった。色いろ々いろ見えそうなのである、先せん端たんとか。

　素す早ばやく自分のコートを脱ぬいでアイムに着せる。ぶかぶかで裾すそをひきずりそうだったが、この際さい仕方なかった。

「あー……もう」

　クラーラに一ひと言こと怒ろうと思ったが、彼女は彼女で同どう僚りようのシスターに叱しかられていた。あのボトルに入っていたジュースを丸ごと無む駄だにしてしまったせいだろう。おかげで文もん句くを言う気もわかなかった。

　久しぶりのカーニバルなのに、こんな終わりではなんだか釈しやく然ぜんとしなかった。七な罪つみがどんな顔をしているのか考えると、家に帰るのもなんだか気が重かった。

　隣となりを見る。袖そでをぶらぶらさせてるアイムが、いかにも彼女らしかった。




　家に帰って着替えると、もう昼時だった。

　七罪は一ひと足あし先さきに帰っていて、昼食を作ってくれていた。もう怒っていないのかとほっとしたのも束つかの間ま、九罰のチャーハンにだけ大量のハバネロソースがかかっていた。それはそれで美お味いしかったものの、まだ舌が痛い。

　そんなこともあったせいで、午後の用事に七罪が付いてきたのは少々意い外がいだった。

「七罪、家で待っていても良かったのに」

「こないだ……はふ、身体からだを鍛きたえろって、言ったのは……はあ、兄にいさんじゃないですか……っ」

　勾こう配ばいの厳きびしい坂を登る。この辺りはまだアスファルトで舗ほ装そうされているが、これがもう少し進むと完全に山やま道みちになってしまう。七罪もアイムもパンツルックなのは、スカートでこの道をいくのがほとんど無む理りだからだ。

　九く罰ばつはまだまだ平気だが、体力のない七な罪つみはもう息があがっていた。

「ちょおっとー、なっちゃん大だい丈じよう夫ぶー？　この先悪あく魔まがいるんだよ？　なんもないと思うけど、家で待ってたほうが……」

「は、あっ……そんな……危ないところにっ……はあ、兄にいさんたちだけで行かせるわけには……。こないだの時も……私は、二人に迷めい惑わくをかけるばかりで…………はふ、なにもできなかったですから…………ふ、うっ」

　一月に起きた一件か。

　こんなところで責任感かんを見せなくても、と思う。七罪は一方的な被ひ害がい者で、なにも悪いわけではないのだから。九罰が同どう行こうを許したのは、危険なことがないと判はん断だんしたからで──なにかあれば、すぐさま七罪は帰すつもりだった。

　それに、ここまで強ごう引いんについてきたのは、アイムのこともあるだろう。七罪だってアイムと一いつ緒しよに暮らしているのだ。アイムが消えてしまうのを良しと思っているはずがない。手がかりを得られるなら自分も行きたい──七罪に直接聞きいたことはないが、彼女がそう考えていてもなにもおかしくはなかった。

　そうだとしたら、嬉うれしい。

　やがて、舗ほ装そうされた道をそれて山やま道みちとなっていく。この辺りは田舎いなかならではだろうか。首しゆ都と圏けんは道路ももっと整せい備びされているのだろうが、九罰は九きゆう州しゆう地方に行った経験はなかった。

　まあ田舎だからこそ、隠いん者じやのごとく潜ひそむ悪あく魔ま使づかいがいるのだろうが。

「クバツ」

　短く呼ぶ声。アイムのその声がどこか硬くて、九罰は思わず身み構がまえた。件くだんの洋よう館かんはもう目の前である。

「アイム？　どうかした？」

「嫌いやな匂においがする────死体と夜よ露つゆ、自殺者の森と、荒い獣けものの息。まだ少し遠いけど、凶きよう暴ぼうな匂い。ねえ、ねえ、クバツ？　危険がないって本当？　ハドーの言うことまるまる信じちゃってない？」

　アイムは焦あせっているようには見えなかった。先ほど自らで言ったとおり。彼女がその気になれば、大たい抵ていの悪魔は敵ではない。

　彼女の心配はいつも自分には向いていない。それより、九罰や七罪を危険にさらすことのほうが、アイムの瞳ひとみに動どう揺ようを生む。

「なに……そんなに、ヤバいやつなの」

「こんな血の匂いが濃こいヤツ、他にいないって……いや、また別の匂いもある？　まだ遠くて断だん言げんできないけど、まず間違いないよ」

　そんなやり取りをしている間にも、歩は進む。さっきまで遅れ気ぎ味みだった七罪が先に進んでいるのは、九く罰ばつがわずかに迷って、速度を緩めたから。

（いや、帰るわけにはいかない。行かなくちゃ）

　アイムの代だい償しようは、大事なことなのだ。なにが待っていても、逃げ帰るつもりはなかった。

　ただ不安なのは七な罪つみだ。彼女まで危険にさらすことはない。引き返すべきか。前を歩く七罪を呼びとめて、一いち度ど戻るか。やはり彼女は置いていくべきだったと、わずかな後こう悔かいを。

「これは、暗あん殺さつの悪あく魔まアンドラス。暗い森の奥おく底そこに潜ひそむ、不ふ和わの侯こう爵しやく。あーやだやだ、こんなヤツがいるなんて思わなかった。ねえ、クバツ、やっぱなっちゃん一いつ緒しよなのはマズいって」

　そんなことを言われては──。

　木々に囲まれた四し方ほうが、張り巡らされたトラップに見えてきてしまう。梢こずえの作る闇やみの奥から、姿すがたの見えない獣けものがこちらをうかがう幻げん視しがある。

「いや、でもさ」

「でも、なに？　アタシは放ほう火かが専せん門もん。拠きよ点てん破は壊かいや施し設せつ損そん壊かいが主な任にん務むだった。もちろんその間で何百人と燃やしたけど、殺さつ戮りくの任務は本当の専門じゃない。いい、クバツ、アタシは破壊魔ブレイカーだけど、ヤツは虐殺魔イーターなんだよ。とにかく殺す、それしかない凶きよう暴ぼうなやつなんだから」

「でも、アイムより強い──ってことは、ないんでしょ？」

　アイムは自信満まん々まんに言っている。こと戦せん闘とうに関して、自分の右にでる悪魔はいないのだと。

　期待を込めたその質問に、しかしアイムは答えなかった。そこにいつもの笑顔はない。妙みような汗あせが、こめかみを濡ぬらした。

「クバツ」

　答える炎ほのおの悪魔。その声はいやに硬くて。

「確かに、ソロモン七十二魔まの中でアタシより強い悪魔は、ほとんどいない。けれど──アタシと同どう格かくのヤツらは、ほんの少しだけどいるんだよ。アンドラスはその中の一人。こと殺した数なら、アイツは七十二魔の中でもナンバーワンなんだから」

　勝てないと、アイムは言わなかった。ただ今までのように、勝利を確かく約やくすることはできないということ。

　九罰は先を急いだ。七罪はやはり帰そう。前を歩く七罪を呼んだが、聞こえなかったのか返事をしない。足あし早ばやに追いつこうとしたが──その前に、終しゆう着ちやく駅えきが見えてきた。

　巨大な鉄てつ柵さくの門もん扉ぴ。その奥に、蔦つたの這はうレンガの洋よう館かんが傲ごう然ぜんとそびえ立つ────否いや、錯さつ覚かくだ。大きな屋や敷しきではあるものの、そこまで圧あつ倒とう的な存在感かんはない。九罰自じ身しんの恐怖がそう見せているだけだ。

　二階建てだろうか。広い横よこ幅はばをもつその屋敷は、中世のヨーロッパからそのまま持ってきたようだった。せりだしたテラスが九罰を見下ろして、哂わらう。

「あ、兄にいさん。やっと来た。あそこですよね、例のお屋敷って」

　微笑ほほえむ七罪だったが、九罰はそれに笑い返す余よ裕ゆうはない。

　まずは、落ち着こう。羽は堂どうの言葉を信じるなら、ここの屋や敷しきの主人は大人おとなしい人ひと柄がらのはず。事じ前ぜんに話をしてあるから問題はないということも言っていた。いくら悪あく魔まが凶きよう悪あくとはいえ、いきなり襲おそいかかってはこないはずだ。

　とりあえず、七な罪つみは帰すべきだ。アイムと九く罰ばつの二人ならば、不ふ測そくの事じ態たいにも対たい処しよできるだろうが──七罪は巻きこみたくないというのが、九罰の偽いつわらざる心しん境きようだった。

「七罪、いったん戻ろう」

「え？　ぅえ？　なに言ってるんですか兄にいさん。ここまで来たのに？」

「ちょっと危ないかもしれないんだ。怪け我がしてほしくないし、七罪だけでも戻って────」

　最後まで言えなかった。

　串くし刺ざして穴あな開あきの肉にく塊かいとする、鋼こう鉄てつの針。例えるならそんな視し線せん。眼がん光こうとはそれだけで精神を射い抜ぬく凶きよう器きになりうるのだと、その瞬しゆん間かんに実感した。思わず七罪を守るように、視線の主ぬしを探す。

　さっきまで誰だれもいなかったはずの門の前に、誰か立っていた。

「我わが聴ちよう覚かくが侵しん入にゆう者を感かん知ちしたと思ったら──堕おちた砂さ漠ばくの女め神がみか。懐なつかしい」

　異い様ような風ふう体ていの男だった。

　初めは、カーニバルの仮か装そうをしているのかと思った。顔を覆おおうのは木製の仮か面めん。不ふ必要なまでに巨大なそれは、呪じゆ術じゆつ的な儀ぎ式しきを連れん想そうさせる。まとっているのは鳥の羽を縫ぬいつけたマント。その下にきらりと光る金属板ばんも見えた──鎧よろいを、着ているのだろうか。

　男とわかったのは、声せい質しつからだった。年は三十代くらいだろうか。

「できれば会いたくなかったわよ、私は。相変わらず耳ざといヤツ。まだ天てん使しだったころ忘れてないの？　雲の上から獲え物ものを探すのはもういいじゃない」

　追いついたアイムが、仮面の男に返答する。そこにあるのはいつにない空気──緊きん張ちようだ。ミスが命いのち取とりになると、彼女の表情から知れた。

「我が意は天使だろうと悪魔だろうと一いつ切さい変わらぬ。再会を喜ぶ言葉も出てこないのは相変わらずだな。そこにいるのは今の貴き様さまの主あるじか？　ふ、ネズミの如ごとく怯おびえる様さまは貴様にお似に合あいだな、アイム」

「騎き士しに固こ執しつするアンタと一いつ緒しよにしないで、アンドラス。アタシは命令されるの好きじゃないの。主だなんて反へ吐どがでるわ」

　反はん駁ばくの間に、アイムが視線をこちらに向けた。素す早ばやく振った手でその意味を理解する。七罪を連れて早く逃げろ。

　下へ手たをすればくずれ落ちそうな足だったが、なんとか動いてくれた。背中を濡ぬらす汗あせが気持ち悪い。いくつか、命をかけて戦ったことのある九罰は、あの仮面の悪魔を見てその意味を理解してしまっていた。

　アイツは、ヤバい。とてつもなく。

「七な罪つみ、帰ろう」

「兄にいさん、汗あせが…………」

　真ま冬ふゆに感じる発はつ汗かんはとても不快だった。刺さすような寒さが汗を取り除いても、あとからあとからでてくる。あのアンドラスという悪あく魔ま、仮か面めんで隠かくしているだけで本当は死しに神がみか何かではないのだろうか。

　九く罰ばつは七罪の手をとって、強ごう引いんに走りだそうと。

「我わが剣が獲え物ものを逃がすことはない」

　だが──アンドラスの方が早かった。

　冷れい徹てつなる鋼はがねの音。外がい套とうを裂さくように彼が取りだしたのは、細い細い剣だった。フェンシングで使うようなものだ。あんなもので人が殺せるのだろうか。そもそもどうやって戦うのだろう。

「クバツっ！」

　アンドラスは飛ぶような速さで疾しつ駆くする。黒い外套から逃げられない、と判はん断だんするのは一いつ瞬しゆんだ。

　七罪の手を離して、ライターを取りだした。

「念のために持ってきてよかったでしょっ！　行くよクバツ！」

　点てん火かと同どう化かは一瞬。仮面の悪魔を迎えうつため、白はく髪はつの幽ゆう鬼きがここに顕けん現げんする。超ちよう高熱のブレードを携たずさえた九罰は、それでアンドラスの剣を受け止めた。鋼こう鉄てつが重なる、高い音。

「くっ！」

『クバツ！　ダメだと思ったら無む茶ちやしないこと！　一対たい一じゃあアンドラスのほうが強い！　そのくらいに思ってないとやられるよ！』

　金属音おんは続けて響ひびく。

　水平に構えた熱ねつ剣けんにぶつかるのは、おそらくアンドラスの細さい剣けんだ。だが──。

「な、はっ──ッ!?」

　鉄てつ琴きんでも奏かなでるような音が、連続して響く。だがそれは優ゆう美びな音楽などではない、殺さつ戮りくのための狂きよう騒そう曲きよく。肉にく質しつを容よう赦しやなく切り刻む剣けん戟げきの楽がく譜ふ。

（噓うそ、だろっ……見えない!?）

　剣けん筋すじが、見えない。

　アンドラスの手の動きさえ、確かく認にんできなかった。細剣が風を切る音が聞こえても──目に映るのは、三み日か月づきに揺れる鋼はがねの残ざん像ぞうのみ。既すでに数すう十じつ手てとなる剣の軌き道どうだが、時間にしてはおそらく三秒もない。

　鋼の残像が、すぐ傍そばを。逃げようとしていた七罪の足元を切り裂いた。たまらず土に倒れる七罪。

「七罪！」

「我が技を前によそ見とは。随ずい分ぶんと余よ裕ゆうだな」

　見えない剣が地を削けずり、木々を傷つける。秒間に襲おそい来る鉄てつ刃じんの嵐あらしは、無む論ろん九く罰ばつの肉も抉えぐっていく。鋭い痛みが走ったと思ったら、すでに指ゆび先さきから血がにじんでいた。

「く、そっ──こんなの反則じゃないか！」

　防ぐことも避けることもできない。

　今までの敵もスピード自じ慢まんの者が多かったが、まだ見えた。同どう化かした際の脅きよう威い的な動どう体たい視し力りよくであれば、視し認にんできたら避けられたのに。アンドラスの剣はあまりに速すぎて、太た刀ち筋すじが全くわからなかった。

　だから、まだ九罰の首がつながっているのは。

（手て加か減げん、しやがって……！　この野や郎ろう……っ！）

　見えない剣であれば、生かすも殺すも自分の勝かつ手て。アンドラスは無む言ごんのうちにそう告げているのだ。防ぐために構えた剣も、敵の攻こう撃げきが見えないのだから意味はない。時とき折おり剣の音が響ひびくのは、アンドラスがわざと当てているだけなのだ。

　──挑ちよう発はつか。嘲ちよう笑しようか。

「く、ああああっ！」

　苦しまぎれになぎ払う一いつ刀とう。

　かすりもしなかった。たった一度の跳ちよう躍やくではるか後ろに下がったアンドラスは、間合いを測るように細い剣を九罰に向ける。

　門を守るように立つアンドラス。門の前は、木々の少ない開けた空間。遮しや蔽へい物ぶつもなく、獲え物ものを狩かるのには丁ちよう度どいいだろう。だからといって周囲の森に逃げこめば、悪い足あし場ばに足元をすくわれる。

　実力も、スタジアムも、完全にアウェイだ。それでも、九罰は血みどろの手でライターを握り締めていた。

「アイム！　あの剣一いつ体たいなに!?」

『見た目はレイピア──刺し突とつのための剣だね。けどアイツ、それで斬きりつけてきた。なんか仕掛けがあるはずだけど…………アタシも実はよく知らないの。そもそもアイツの攻撃、ほとんど見えないし』

　アイムと同どう格かく。その言葉が重く心しん臓ぞうを縛しばりつける。

　圧あつ倒とう的なまでに劣れつ勢せいだ。手加減をしてなお無む傷きずのアンドラスと、コンディションは完かん璧ぺきだというのに血を流している九罰と。いまだ逃げずにいる七な罪つみも、泣きそうな顔でそこに立っていた。

「いや──随ずい分ぶん弱いじゃん。アイムと同じくらい強いって本当？」

　せめて言葉だけでも強気にでる。それが中なか身みがからっぽの虚きよ勢せいだということはよくわかっていた。それでも言わずにはいられなかった。

「我わが力量と貴き様さまの間に大いに差があったのでな。それではあまりに不ふ憫びんと手て心ごころを加えた。余よ計けいな世せ話わだったかね？」

「へえ、本気だと思ってた。お前が手て加か減げんなんかするからさ、僕も思わず手て抜ぬきしちゃったよ」

　アイムの不安そうな思し念ねんが伝わる。口くち先さきばかりの九く罰ばつは、熱ねつ剣けんの柄つかを握り締める手から血を流している。不安な気持ちもわかる。

　それでも──虚きよ勢せいもはれないほど敗北するということは、もう戦えないということ。すぐ後ろで、両手をついて動けない七な罪つみを守るつもりなら、どうにかしてこの場を切り抜けなくては。そう、どんな手を使ってでも。

「よかろう」

　再び感じる、凶きよう器きの視し線せん。仮か面めんの奥から、千の刃やいばが放たれる錯さく視し。それだけで足がすくむ。臓ぞう腑ふが震える。

「我わが全力でお相手しよう。そうだな、アイムほどの相手に手加減など笑しよう止し。一度剣をもてば、いかに脆ぜい弱じやくな敵だろうと全ぜん霊れいで薙なぎ殺すのが騎き士しの礼れい儀ぎよ。いや失しつ敬けいしたアイムの召しよう喚かん者。望み通り、満まん開かいの血けつ肉にくの華はなとしてさしあげよう」

「やってみろ──そのお祭り気分の仮か面めん、引きはがしてあげるよ」

　出現させるもう一本の剣。今日きようのライターは数が少ない。両手に構えただけで終わってしまった。これで防ぎきる。要よう所しよさえ守れば反はん撃げきのチャンスはあると、九罰は見ていた。

『クバツ…………』

　不安そうなアイム。彼女でさえ勝利を確かく約やくできない相手を、正面衝しよう突とつで抜こうというのだから、不安なのは当たり前。

　けれど、やらなきゃいけないのだ。

　アンドラスが地を蹴けった。空を飛んでいるかのように、間合いを一いつ瞬しゆんで詰めてくる。敵の初しよ手てをはずし、急きゆう所しよに刃やいばを突きこむ。九罰は熱ねつ剣けんを構えて敵の攻こう撃げきを────。

「そこまでだ」

　ぴたりと、アンドラスの動きが止まった。

「アンドラス。私は客きやく人じんを迎えろと言ったはずだがね。一体どういう曲きよつ解かいをしたか知らないが、迎えるべき客に刃を向けるとはどういうことだい？　それともそれが地じ獄ごくの作さ法ほうなのかな」

　声は上から。せり出した屋や敷しきのテラスから、広い海洋のような声が降り注そそぐ。

　──そこに、姫ひめ君ぎみが立っていた。

「我が主あるじ……」

　レイピアを一瞬で外がい套とうに収めたアンドラスが、仮面越ごしにその姿すがたを仰あおぎ見る。テラスに凛りんとして立つのは屋敷の姫君。丘の上の魔ま女じよ。

「すまなかったね」

　呆ぼう然ぜんとしていた九く罰ばつに、魔ま女じよが笑いかけてくる。

　そこにあるのは、異い形ぎようの美び貌ぼうだった。この二カ月、九罰は様々な女性を見てきた。聖せいルカや深ふか間ま水み鳥どり、柴しば燐りんと皆それぞれ美人ではあったものの──この姫ひめ君ぎみは、違う。全ぜん然ぜん違う。根こん本ぽんから違う。

　ぞくりと肌はだの粟あわ立だつ美しさ。見ているだけで心しん臓ぞうが痛くなり、足あし元もとが不ふ安定になるほど強きよう烈れつに整った顔立ち。その瞳ひとみは、暗いものをなに一つ映していない。宝石のごとく輝いているから怖くなる。

　それは自然の美び貌ぼうではなかった。むしろアイムに似ている。偶ぐう像ぞうと空想の合間に立ち現れる、人工の煌きらめきだ。

「よく来たね、私の名前は上かみ屋や敷しきイヴ。楽らく園えんの始し祖その名前だ。この名前は気に入っていてね、君たちも気軽にイヴと呼んでくれたまえ」

　そうしてイヴは、その美しさに似に合あわない親しさで微笑ほほえむのだった。




　黒いロングスカートのドレス。裾すそをひきずるその様よう子すは、どう見てもこんな田舎いなかに相応ふさわしくない。中ちゆう世せいのヨーロッパか、でなければアニメのファンタジーだろう。しかしこの広大な屋敷を歩く姿すがたは、とてもよく似合っているのだった。

　髪かみの毛は後ろでまとめているものの、かなりの長さがあるようだった。色は赤あか味みを帯びた黒。しかしその一本一本が、絹きぬ糸いとのように見えてしまった。

　時刻は夕方。早めの夕食を勧められて、九罰たちは食堂へと案内された。とにかく一々豪ごう華かというか、広い廊下を埋めるカーペットは土ど足そくを躊躇ためらうくらい高そうに見えたし、食堂も広いテーブルに軽く十人以上は座れそうだった。

「さあ、かけたまえ」

　イヴの言葉で、戸と惑まどいながらも九罰は席に着く。隣となりにアイムと七な罪つみ。向かいに座るのはイヴだった。いくつもある椅い子すを半分も使っていないのが贅ぜい沢たくというか、もったいないと思わせてくれた。

　テーブルの上には、すでに豪ごう勢せいな食事が並んでいた。食器の一つ一つも高そうなのだが、並んでいる料理もいかにも高級料りよう理り、という雰ふん囲い気きを醸かもしだしている。黒いイクラのようなものが皿に載のっていた。キャビアだと気付くのに少々時間がかかった。

　アンドラスは未いまだにいる──が、席にはつかずイヴの斜め後ろに立っていた。その姿は護ご衛えいという表現がぴたりと当てはまる。さっきから肌はだにびりびりと感じるのは、アンドラスの殺さつ気きだ。抑よく圧あつしてもまだ漏もれてくるのだろう。その殺気と視し線せんに、九罰は辟へき易えきせざるをえない。

「さて、いらっしゃい。待っていたよ。羽は堂どうから話は聞いている。遠とお野の九罰くんと七罪くん、そして放ほう火かの悪あく魔まアイムくんだね。ふふ、まったく、随ずい分ぶんと恐ろしい悪魔を手なずけているものだ」

「……あの、上かみ屋や敷しきさん」

「イヴと呼んでくれ、と言ったはずだがね」

　彼女の口く調ちようは終しゆう始し穏おだやかな調子である。その完全すぎて怖い美び貌ぼうを除けば、その態度から魔ま女じよなんて言葉を連れん想そうするのは難むずかしい。

「それにしてもアンドラス。なぜ刃やいばを交えたりしたんだい。気に入らないことでもあったのかな」

「我わが任は、我が主あるじの守しゆ護ご。来客の一人に白はく髪はつの炎えん魔まを見受けた以上、素す通どおりさせるわけには参まいりませぬ」

「なるほど。君の理り屈くつはよくわかったがね、それでもこの屋敷の主としては客に狼ろう藉ぜきを働いた君を許すわけにはいかないね。今夜は部屋で謹きん慎しんしていたまえ」

　くすくすと笑いながら言うイヴは、明らかに楽しんでいた。一方で、初めて狼ろう狽ばいの様よう子すを見せたのはアンドラスである。仮か面めんで表情はわからないものの、発する声が若じやつ干かん焦あせる。

「我が主。それは──」

「今のご時じ世せい、私のような一いつ般ぱん市民に護ご衛えいも毒どく見み役やくも必要ない。大だい体たい見たまえ、今日きようの客きやく人じんはまだ学生じゃないか。君ほどの騎き士しが本気を出すのは大人おとなげないとしか言いようがない。今夜はもういいよ、部屋にいたまえ」

　明らかに従じゆう者しやの悪あく魔まをからかうイヴと、手て玉だまにとられ反はん論ろんもできないアンドラス。そのやりとりを九く罰ばつは啞あ然ぜんとして見つめるしかなかった。はたして自分がこんな風ふうにアイムをからかったことがあっただろうか、とも思ってしまう。

　結局、アンドラスは出て行ってしまった。部屋を出る瞬しゆん間かん、彼がこちらを見たような気がするが──あまり考えたくなかった。あれほどの剣の使い手に敵てき視しされては、生きた心地ここちがしない。

「すまなかったね。アンドラスは、なんというのかな、前ぜん時代的な悪魔でね」

「アイツは騎士を気取ってるからさー。主しゆ君くんとか誇ほこりとか、そういうの大事にしてんのよねー。おかげでなに考えてるかわかんないのよ、昔っから」

「ふむ、アイムくん──かつての『大たい戦せん』、君とアンドラスは同じ軍の所しよ属ぞくだったと聞いているがね？」

「アタシは陸りく軍ぐんの最さい前ぜん線ぜん。アイツも陸軍所属だったけど、ほらぁ、アイツ単たん独どく行動しかできないでしょ？　兵へい引ひきつれて統とう率そつして──ってのが性しようにあわないのよ。結局アラストル様直ちよく属ぞくの暗あん殺さつ部ぶ隊たいに引き抜かれて、たった一人で敵てき陣じんに潜せん入にゆうして将しようを殺して帰ってきた殺人魔まよ、それも何度もね」

「なるほどね。その性から彼を信しん奉ぽうする邪じや教きよう集団もあると聞くが」

「アイツは自分が認めたヤツにしか仕えないし、命令も聞かない。生なま半はん可かなヤツがアンドラスを召しよう喚かんしても、殺されて終わりじゃない？　ってかイヴ、アイツに認められるなんてなにしたの？」

　イヴとアイムが、自分の知らない世界の会話を繰り広げていた。アイムの過去の話を、九く罰ばつはほとんど聞いていない。こうして見ると自分がいかになにも知らないか、よくわかってしまった。

　自分はアイムと、一いつ緒しよにいたはずなのに。

「あの……イヴさん」

「なんだい？」

「今日きようここに来たのは……その、僕にも羽は堂どうと同じように、悪あく魔まの話を聞かせてほしいからです。貴女あなたが、随ずい分ぶん長い間、悪魔と一緒に過ごしているということも聞きました。どうしてそんなことができるのか、知りたいんです」

　人じん工こう美びの瞳ひとみが、九罰を見る。自分の全てを吸い取られそうなほど底のない瞳なのに、ちゃんと九罰を映していた。不ふ思し議ぎな光景だった。

「まあ、とりあえず食べようじゃないか。それとも空くう腹ふくではないかな？　少々早はやい夕食だが、今はカーニバルだしね。飽きるほど食べて飲めばいい」

　風──のようなものを、感じた。

　いつの間にか、食卓にワイングラスが用意してあった。中なか身みも注つがれているが、さっきまでこんなものはなかったはずだ。ぽかんとしていると、誰だれかが扉とびらを閉めた音がした。一いつ瞬しゆんだけ、部屋を出ていく黒い服が見えた。

「今のはメイドだよ。恥はずかしがり屋でね、動きも素す早ばやいからあまり顔は見られないだろう。いない者と思ってあげたほうが、彼女も安心する。気にしないでくれたまえ」

　素早いどころではなかった気もするが。

　イヴがグラスを手に取ったので、九罰と七な罪つみは慌あわててそれにならった。既すでに食事に手をつけているアイムは気にしないことにした。

　ガラス同士が擦こすれあって、分ぶん不ふ相そう応おうにもほどがある晩ばん餐さんが始まるのだった。




　ワイングラスに注つがれていたのは、ぶどうジュースだった。年ねん齢れいに配はい慮りよしてくれたらしい。味はクラーラのジュースと比べても遜そん色しよくがない。食事もどれも美お味いしかったのだが、食べ慣れていないせいか美味しい以上の感想が出てこなかった。そもそも素材がよくわからない。

　なんの肉か不明なステーキを、ジュースで胃に流しこんだ。

「さて……それで、悪魔に関してということだったか。実は簡単に羽堂から話は聞いていてね。なんでもアイムくんは、自ら九罰くんのところにやってきたとか。そういう事じ例れいもあるのだと感心していたところだよ」

　食事をしながらの会話も、イヴであれば実に鮮あざやか。優ゆう雅がな晩餐の味付けの一つに見えてしまう。ナイフさばきも様さまになっていた。というか彼女の食事量りようは九罰の二倍くらいあるように見えるのだが。

　多くの食事を手早く口に運んでいるのに、まったく高こう貴きさを失っていなかった。

「えっと……珍めずらしい例だって聞いています」

「そう。だから君には、召しよう喚かんについての予よ備び知識もない。アイムくんの代だい償しようが人の命であることも知らなかったというわけだね。ふむふむ、なるほど」

　分ぶ厚あつい肉を切りながら、イヴは面白そうにアイムを見る。事じ態たいをわくわくして見つめる好こう奇き心しん旺おう盛せいな姫ひめ君ぎみか。それとも邪じや術じゆつに興きよう味みを見せる魔ま女じよか。

　アイムは食事に集中していて、話を聞いているのかいないのか。七な罪つみは真ま面じ目めな表情でイヴを見ていた。教会から見ればどう考えても異い端たんであるイヴを、七罪はどんな思いで見ているのだろうか。

「私は──というか、上かみ屋や敷しき家けはこの辺りの大おお地じ主ぬしでね。見ての通り少々の金がある。今は主に不ふ動どう産さんに手を出していてね。羽は堂どうと知り合ったのも、彼が率ひきいている子供らが、私の持つ不動産を根ね城じろにしていたからだったのだが」

　九く罰ばつは思い出す。羽堂は町の不ふ良りようを集めて、カラーギャングとも言うべき集団を形けい成せいしていた。彼らの根城は町の廃はいビル街。そんなつながりがあったのかと驚くと同時に、この豪ごう華かな食事の理由を知った。

　深しん窓そうの令れい嬢じようは、意い外がいと俗ぞく世せのビジネスがお得とく意いらしかった。

「君たちの活躍は聞いているよ。十二月には、学校を巣そう窟くつとしていた悪あく魔まブネを追い払い、一月にはその残ざん滓しを駆く逐ちくした。もっとも一月の戦いには、エクソシストや羽堂も関わっていたようだがね」

「あの、それ…………イヴさんは見てただけ……なんでしょうか？」

　そう七罪が聞いたのが、九罰には意い外がいだった。そしてさらに意外なのが、いきなりイヴが声をあげて笑いだしたこと。広い食卓に、彼女の清せい廉れんな笑えみが反はん響きようする。

「はは……いや、すまないね。私も解決に一いち助じよしたかったのは山々なのだが、なにぶんエクソシストがいたからね。あの長い金きん髪ぱつの……なんといったかな？　コートを着たエクソシストは、私の屋や敷しきのすぐ近くまで来たこともあってね、下へ手たに動くと私たちが討とう伐ばつされそうだった。なんとか許してくれないか」

　その気持ちはよくわかった。なまじ一度ぶつかったからこそ、九罰はエクソシストの強さを知っている。当然だが、ブネやフォラスよりもはるかに強かったのだ。なにしろルカとは引き分け同然。むしろ負けていたと言ってもいいくらいだろう。

「代わりと言ってはなんだが、先月も先せん々せん月げつの事件も私は羽堂の手伝いをしていてね。あの正義漢かんに手伝いなど余よ計けいな世せ話わだったろうが、アンドラスに命じて情報収しゆう集しゆうをやらせたんだ。本当に手伝い程てい度ど、九罰くんはパン屑くずほどの益えきも感じなかっただろう。兄を心配する気持ちも、そのせいで私を非ひ難なんしたくなる気持ちもわかるが、どうか許してくれないかい、七罪くん」

「あ……は、はい。あ、いえ、私はそんな、非ひ難なんだなんて」

　雰ふん囲い気きにのまれていることは、実感していた。ここは上かみ屋や敷しきイヴの独どく壇だん場じようなのだ。慣れない調ちよう度どや食事のせいで、九く罰ばつと七な罪つみは彼女が場の支配者であることを思い知らされる。のまれていないのは、一人美お味いしい美味しいと笑いながら食事を続けているアイムくらいか。

　気づけば、飲み干したはずのワイングラスに再びジュースが注つがれていた。先ほどイヴが言っていた、メイドだろうか。姿すがたはおろか気け配はいさえも感じなかったのに。

「話を戻そうか。君が一番知しりたいこと、それは代だい償しようを払わず悪あく魔まと一いつ緒しよにいる方法だということだが、間違いないね？　私は確かに、アンドラスと十年以い上じようも共にいる。そこに、なにか代償の支払いをキャンセルさせる、特殊な方法があるんじゃないかと、そういう考えをもったわけだ」

　会話の主しゆ導どう権けんは完全にイヴのものだった。先を読まれて進められる言葉からは、彼女が富や美び貌ぼうだけでなく、十分な知ち性せいも持ち合わせていることを示している。というか、この姫ひめが持ってないものなどあるのだろうか。
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　そんなことを思っていたら、アイムが口を開いた。

「ふん。アンドラスは暗あん殺さつの悪魔。四し大だいはエーテル。大たい罪ざいは大たい食しよく。全て食らいつくす完全な殺さつ戮りく者。代償がなにかはしらないけど、適当なものだなんてありえないわ。きっと、イヴからとても重いものもらってるはず────ねえイヴー、この料理お代わりある？」

「そこに置いておきたまえ。目を離せばメイドが追加を持ってくるよ──ふむ。とはいえね、実は私がアンドラスを召しよう喚かんしたわけではないんだ」

　困ったような顔で、グラスを口に含むイヴ。彼女が飲んでいるのは九く罰ばつたちと違って、おそらくワインだろう。かすかなアルコールの匂においが空気を彩いろどる。

「アンドラスを呼びだしたのは私の父なのさ。この町──葉は鈴すず町は、元もと々もと召喚に適した土地らしい。ほら、教会も聖せい人じんが死んだ場所に建てたりするだろう？　同じことで、罪ざい人にんの処しよ刑けい場じようや流りゆう刑けい地ちがあった場所は、悪あく魔まが実じつ体たい化かしやすいんだそうだ。そういう場所に悪魔が集まれば集まるほど、瘴しよう気きが蔓まん延えんして実体化も起こるという話も聞いた」

　この町が処刑場だったなんて話は聞かないが。

　いや、それよりも九罰にとってショックだったのは、この魔ま法ほう使つかい然ぜんとした女性が、実はアンドラスの召喚者ではなかったことで。

「私の父はそれを知って、地元で力を持った上かみ屋や敷しき家けの婿むこ養よう子しに入った。後あと継つぎのいなかった上屋敷家はとても喜んだそうだよ。そうして年月が過ぎ、私が十歳さいちょっとの頃だったかな。父はアンドラスを召喚した──もう、逝いってしまったのだがね」

「…………それは……じゃあ、イヴさんは」

「そう。だから実は私は、アンドラスの代だい償しようを知らない。父は召喚のことなどなにも言わずに逝ったし、たとえ言われても幼かった私には理解できなかったろう。悪魔本ほん人にんならなにか知っているかとも思ったのだが、実は召喚の時に不ふ備びがあったらしくてね。彼の記き憶おくに欠けつ損そんがあるようなんだ。そういう理由でアンドラスの代償はわからない。彼がここにいる以上、私か、でなければ父がなにかを支払っているはずなのだが、まったく自覚がなくてね。知らぬうちになにか大事なものを奪うばわれているんじゃないかと、少々怯おびえているところだよ」

　その割にイヴはどこか楽しそうだった。先ほどからかったことといい、随ずい分ぶんアンドラスを気に入っているように見える。あの性格の悪い仮か面めん男おとこのどこが良いんだろうなんて、九罰は思ってしまった。

「じゃあ、もしかして……代償を支払わずにすむ方法は、ないんですか？」

「正確に言えばあるかないかもわからない、といったところか。もしかしたら父はそういう特別な方法を使ったのかもしれないが、今では判はん断だんする材料もない。肝かん心じんのアンドラスが覚えていないのではお手上げだよ。まったく困ったものだ」

　裏切られたような気になってしまったのは、期待しすぎていたから。

　魔ま女じよのあだ名をもつ女性なのだから、とても詳しいと思っていた。しかし実際は悪魔を召喚したのは別の人間。代償もわからないのであれば、それを回かい避ひする方法など知るはずもない。

　楽らつ観かんしていただけに、拍ひよう子し抜ぬけのような気分にもなってしまった。

「──すまない。だが、やはり悪魔召喚の基本は等とう価か交こう換かんなんだよ。代償の支払いはそれほど絶対的だ。正直、対たい価かを払わなくていい方法など聞いたことがない」

　謝っているくせに追い討うちをかけられて、九く罰ばつはますます落らく胆たんする。思わず口からため息が漏もれてしまった。

「そう落ちこまないでくれ」

「いえ……すみませんでした、イヴさん。わざわざ料理まで用意してもらって、本当にありがとうございます。でも……」

「諦あきらめるのはまだ早いよ」

　いちごのジェラートを舐なめながら、イヴが告げた。

「言っただろう。私の父は悪あく魔ま召しよう喚かんを目指してこの家に入ったほどの狂きよう信しん者だ。この屋や敷しきの離れに、景けい教きよう関係の書物を収めた書しよ庫こがある。悪魔関かん係けいの文ぶん献けんも豊富だがね、よければ行ってみるかい？」

　九罰が否いやというはずもない。

　すぐにでも行きたかったが、イヴは優ゆう雅がにデザートを食していた。仕方ないので九罰もジェラートを舌に載のせてみる。適度な酸さん味みと甘みが心地ここちよかった。

　そんな様よう子すを、屋敷の主あるじは微笑ほほえみながら見ているのだった。




「君は基本的な悪魔学デモノロジイも知らないようだから、おそらくラテン語なんかもさっぱりだろうね。ふふ、いや、そんな顔をしなくていい。羽は堂どうに初めて悪魔召喚を教えた時のことを思い出しただけさ」

「では四し大だいについては？　七つの大たい罪ざいについては？　これらは悪魔の性質を規き定てい、象しよう徴ちようするもので、例えるなら人間の血液型がたや星せい座ざみたいなものだ。もっとも悪魔や神は象徴シンボルの塊かたまりだから、ただの属ぞく性せいではない。その本質すら決定づける、重要な要素だよ」

「四大というのは四大元げん素そのことで、悪魔は出力の方法をこれに依い存ぞんする。火と水と土と風。他にもエーテルというものがあって、これは私の解かい釈しやくでは星せい辰しんを司つかさどる属性だ。光や闇やみもエーテルに分類する見方もあるね」

「七つの大罪は知っているね。人間の忌いむべき大罪、高ごう慢まん、怠たい惰だ、嫉しつ妬と、憤ふん怒ぬ、好こう色しよく、強ごう欲よく、大たい食しよくの七つ。他の全ての罪の大おお本もととなるもの。これは特に同どう化かする者に言えることだが、良い言い方をすると絆きずなだ。召喚者と悪魔がどの感情でつながりを持つか、という抽ちゆう象しよう的な意味をもつ。たとえばアイムくんの大罪は憤イ怒ラだね。君が怒りに身を任せるほど、より深く激はげしくアイムくんと一つになれると──おっと、どうしたんだい七な罪つみくん、顔を赤くして」

「アンドラスの大罪は大食グーラ。食事というのは他のモノの命を食らうこと。単なる大食いを戒いましめているわけじゃないよ。命の簒さん奪だつを咎とがめているのさ。暗あん殺さつの悪魔、その大罪が大食なのは、だから当然だね」

　流れる清水のように、イヴの講こう義ぎは続く。書庫の離れに案内してもらう間、イヴはほとんど話しっぱなしであった。もっとも話が抽象的すぎて、九罰はほとんど理解できていない。ところどころ交じる言葉は何語なのだろうか。逆にアイムにとっては当然のことらしく、悪あく魔まは眠そうにあくびをかみ殺していた。

「地じ獄ごくとは監かん獄ごく。主しゆが『大たい戦せん』で勝利した時に、敗はい走そうした悪魔を閉じ込めた暗あん黒こくの檻おりだ。だから地獄は悪魔の住処すみかであると同時に、拷ごう問もん所じよでもある。悪魔はそれぞれ違う懲ちよう罰ばつ房ぼうで、違う罰を受けているんだよ。召しよう喚かんすればこうして姿すがたを現すが、代だい償しようがなくてはやはり地獄に舞い戻る。見えない鎖くさりでつながれているのだね。私もアンドラスの地獄を一いつ瞬しゆんだけ見たよ。暗い暗い森の中、紐ひもで木につながれて、巨きよ大だいなツグミに内ない臓ぞうを食される、そんな光景だった。あの場所では、私はツグミに供された贄にえでしかなかった」

「地獄の最さい下か層そうには確か、他の悪魔を統すべる七人の幹かん部ぶがいたはずだね。我々は単に七なな大罪の悪魔、と呼んでいるが、君たちはどうなのかなアイムくん」

　話を向けられて、ぼけっとしていたアイムは視し線せんをイヴに移す。さっきから彼女はどこか上うわの空そらだった。なにか気にかかることでもあるのだろうか。

　ただ、話題をふられたアイムは、ちょっと嬉うれしそうだった。

「うん。イヴが言っているの、『獄罪七魔卿セブン・カーデイナル』のことね。アラストル様もそうだけど、あの人たちには関わらないほうがいいよ？　悪魔の中でも本当に別べつ格かく、最上級きゆうだもん」

「無む論ろんそうだろうね。というか人間ごときが呼びだせる存在でもないか。しかしルシファーを筆ひつ頭とうに、神に反はん逆ぎやくした魔ま王おうらだ。話くらいでも聞いておきたいのだが──ああ、この部屋だよ」

　鍵かぎを取りだしたイヴが、重々しい扉とびらを開いた。中に入ると、天てん井じようが半はん球きゆうの形になっていることがよくわかった。既すでに日の落ちた空を、天井のガラス越しに見ることができる。差しこむ月明かりが綺き麗れいだなと思っていると、電でん灯とうがつけられた。埃ほこりの匂においが鼻を刺さす。

　そこは、図書館と言ってもいいくらいの広さだった。大きな本ほん棚だなにぎっしりと本が詰め込まれている。どれもこれも分ぶ厚あつく、その上に日本語以い外がいで書かれているものも多数あるように見える。分ぶん量りよう的にも言げん語ご的にも、はたして九く罰ばつに読めるかどうか心配だった。

　本棚だけでなく、テーブルもおいてある。勉強だろうがお茶会だろうが好き勝かつ手てできそうな気がした。

「さて、ここが父の遺のこしてくれた書しよ庫こだ。実は私もね、アンドラスの代償については調べていた。手がかりらしきものはなかったがね。だから父の本だけでなく、私の収しゆう集しゆうしたものもある。気き兼がねなく読んでくれたまえ。ああ、七な罪つみくんは悪魔の本なんてつまらないだろう。こっちに神しん学がく関係のものがあるから、存ぞん分ぶんに読むと良い」

　手て際ぎわがいいというか抜ぬけ目めのないというか。

「召喚、儀ぎ式しきに関するものはあの辺りだね」

　イヴが指したのは、書庫の中でも一番奥おくの区く画かくだった。それだけで百冊くらいはありそうで、どれから手をつければいいのかわからない。隣となりのアイムは早さつ速そく、横よこ文字の本を手にとっては開いていた。

「あ、見て見てクバツー。アタシのことが書いてあるー♪」

　見せてきたのは（多分）英語の本で、九く罰ばつにはさっぱり読めなかった。一応図ず版はんも載のっていたが、その図は蛇へびにまたがった全ぜん裸らの男で、片手に松明たいまつをもっていた。あまりに戯ぎ画が的で、そこに今のアイムの姿すがたは見出せない。

「これアタシの数千年前まえの召しよう喚かん者よ。あと何年かしたらクバツもこんな風ふうに書かれるのかなあー？」

　迂う闊かつに同どう意いできない質問だった。というか、九罰には他に気になることもあって。

「…………えっと、この人とも、同どう化かしたり一いつ緒しよに戦ったりしたの？」

「あー、どうだったかなぁ。コイツは……最初のうちは良かったんだけど、ちょっと気に入らないことがあってさー。ムカッてきたから下か半身を炭にしてやったわよ。あ、もしかして嫉しつ妬としてるのクバツ？　きゃー♪」

　最後の歓かん声せいが妙みように嬉うれしそうだったが、深ふか入いりするとからかわれそうだった。ああ、認めようじゃないか。これは明確な嫉妬だ。

　だが、今は古こ書しよにしかいない男に嫉妬している場合ではない。

　とりあえず九罰は、棚の中から日本語のものを見つくろって取りだしては、近くのテーブルに置いていった。なにか目ぼしい記き述じゆつだけでも発見できれば、という思いだった。

「一つ、忠ちゆう告こくさせてもらっていいだろうか」

　その様よう子すを見ていたイヴが、口を開いた。どこか困ったような、なんと言えばいいのか迷っているような顔つきで。

「え、えっと……なんですか」

「君は、悪あく魔ま召しよう喚かんが違い法ほうだと自覚しているかい？」

　言われて思いだすくらいだから、自覚など空の彼方かなたの九罰である。

「ま、今いま更さらではあるんだが──この棚にある悪魔関かん連れんの本は、教会から見れば焚ふん書しよの対たい象しようだよ。幸いバレてはいないし、教会も一々所しよ持じ者しやを摘てき発はつするほど暇ひまじゃあないだろうが、君は一度目めをつけられているようだしね。これ以上深入りする覚かく悟ごは、あるのかい？」

　少しの間、九罰は答えられなかった。

　そうだ、さっきイヴがこの棚から七な罪つみを遠ざけたのも、そういうことを意識していたからだろう。見方を変えれば、九罰は凶きよう悪あくな背はい信しん者ということになる。

　教会からの追及がないから、つい忘れがちになるその事実。

「あります」

　アイムのためだから、ではなかった。

　彼女と一緒にいたいという、自分のわがままのせいだから。そのツケを支払うのは自分であるべきなのだ。その責任の根こん本ぽんをアイムに求めたくはない。

　これまでは、半なかば受動的に悪あく魔まと関わってきた。けど──。

「そうか、いいだろう。私は向こうで、七な罪つみくんに神しん学がくの話でもしてこよう。もしわからないことがあったら遠えん慮りよなく呼びたまえ」

「はい、ありがとうございます」

　羽は堂どうもこんな風ふうに、この姫ひめ君ぎみから色々と教えてもらったのだろうか。この気さくな魔ま女じよは結けつ構こう世せ話わ好ずきらしい。

「さて、始めようか。アイムはどうする？　その辺で遊んでても……」

「あっ、ひっどーい。アタシだけ仲間はずれにすんのー？　手伝うわよちゃーんと。多分なんもないと思うけど、でもアタシのためだと思うと嬉うれしいしっ」

　いや、これは僕のわがままだ。その言葉は飲みこんだ。嬉しいと告げるアイムを見ていたら、それを否定することはできなかった。

　積みあげた本を見て、さあやろうと無む言ごんの気き合あいを。

「よぉーしっ、勉強開かい始しぃー」

　意い外がいと理論好ずきな戦せん闘とう悪魔が、そんな風ふうに号ごう令れいするのだった。




　全て目を通すのに、都つ合ごう四時間ほど。

　飛ばし読みですらない、本当にさらりと目を通しただけだ。本のタイトル、大まかなテーマや要よう点てんだけを見るのにこれだけかかったのだから、熟じゆく読どくしていてはとても終わらなかっただろう。なにか特殊な召しよう喚かん法ほう、代だい償しようをキャンセルするやり方でも書いてあれば付ふ箋せんでも貼はりつけようと思ったのだが、そんなことはどの本にも書いていなかった。代償は絶対。これの繰り返しである。

　しかも、これで全てではない。

　これでようやく一つの棚が終わっただけで、両隣どなりには手も触ふれていない書物が本ほん棚だなにぎっしりと埋まっている。どういう順番で並んでいるのかはわからなかったが、おそらく書かれている内容で類るい別べつされているのだろう。言げん語ごや作者名めいでないのは、日本語の本の隣に外国語のそれが並んでいることからわかる。いずれにせよ、一日やそこらで調べられる量ではない。

　正直な話、九く罰ばつは疲れ果てた。普ふ段だんから本を読まないせいか、細かい文字を追うだけで目が痛い。

「いやあ、お疲つかれ様さま。どうだったかな？」

　イヴが片手をあげてこちらにやってくる。今までずっと、七罪を相手に旧きゆう約やくがどうの、カナン入りがどうのという話をしていたイヴだったが、疲れている様よう子すはなかった。悪魔だけかと思いきや、神学についても相そう当とう詳しいようだった。

「いえ……なんもないです」

「こっちもぉー、なぁーしぃー。はうぁー、ねーむーいーよー」

　九く罰ばつはまだいい。アイムには外国語の本を担当してもらったのだが、これが相当にキツかったようだ。

「アタシはエジプト出身なのにぃー……そりゃあラテン語も英語もフランス語も日本語もできるけどさぁ……」

「ふふ、さすがにヒエログリフの本は置いていないからね。いや、しかし大変だっただろう。一応、私はすべて目を通しているがね、やはりそんな特殊な召しよう喚かん法を書いたものは、なかった気がするな」

　どうやらイヴは、そんな本がないことは承しよう知ちの上だったらしい。とはいえ口で言われても九罰は納なつ得とくしなかっただろう。やっぱり本の閲えつ覧らんを願い出ていたような気もする。もっとも、四時間もかけてまだまだ調べきれていないわけだが。

　イヴの豊富な知識には、この書しよ庫この存在があるのかもしれなかった。

「アドバイスをすると……代だい償しようの支払いは無む効こうにできなくとも、支払えるもので支払う、というやり方がないわけではない」

　非常に曖あい昧まいな提てい言げんに、九罰は首をかしげた。薪まきを割るようにはっきりと物を言うイヴにしては、珍めずらしかった。

「なにも、人の魂たましいで支払うことに固こ執しつすべきではない、ということさ。君も今まで戦ってきた中で、必ずしも全ての代償を、人の魂でまかなってきたわけではないはずだ。悪あく魔まの用いる能力、魔ま術じゆつ儀ぎ式しき、それらの用よう途とによっては、君が払えるものでなんとかなるかもしれない。そう言っている」

　そうだ。そういえば、九罰が戦う時はいつもライターを使うし、バステトに大量の服を与えたこともあった。人の魂に限らず、九罰は代償を払っていたのである。言われてから気づくのは、少々間ま抜ぬけだが。

　しかし、アイムは小さく首を振っていた。わずかに下を向いて。

「そう」

　それだけで、イヴは理解したらしい。

「たとえば羽は堂どうといるフォラスくんの代償は、『他の悪魔と戦うこと』だね。おそらくフォラスくんの、他の悪魔に対する劣れつ等とう感かんがその理由なのだろうが──羽堂は全ての代償をこれで支払おうとしている。幸い、この町には悪魔が多いからね。でも、そんなことはアイムくんには無む理りなのだね」

「……ちょっと、できない」

「そう。魔術や戦せん闘とうは他の代償で代だい替たいが可能でも、存在、今ここにいるだけで消費される代償は、人の魂でなくてはダメということか。なに、気に病やむことはないさ。いずれそこの九罰くんがなんとかしてくれる」

　微笑ほほえみ、アイムにささやくイヴ。

　彼女は本当に、どうしてここまでしてくれるのだろうと思った。なにか理由があるのか。これが悪あく魔ま召しよう喚かんならば、なんらかの代だい償しようを払わねばならないのだろうが──イヴが、なにか欲しがるとは思えなかった。

　欲しがるまでもなく、彼女は多くのものをもっているのだから。

「さて、もう日付が変わる。部屋は用意してあるから、泊まっていきたまえ」

「え……そ、それは」

「部屋なら売るほど余っているよ。君たち三人に一部屋ずつ用意してある。今から帰るにしても山やま道みちは危ないだろう。七な罪つみくんを安全に帰したいなら、今日きようは大人おとなしく泊まっていきなさい」

　それは確かにありがたい申し出なのだが──。

　今日が初しよ対たい面めんの女性の家に泊まるというのは、ちょっと、その、大だい丈じよう夫ぶなのかと思ってしまった。あまりに警けい戒かい心しんがなさすぎるのではないだろうか。いや、女性二人と同どう居きよしている九く罰ばつが今いま更さらなにをという感じなのだが。

　そう思っていると。

「アンドラスの斬ざん首しゆ刑けいが怖くないというのなら、私の部屋に夜よ這ばいに来ても構わないよ？」

　くすくすと心しん底そこ楽しそうに笑われてしまった。おまけに『夜這いならアタシのとこにきーてーよー！』と隣となりの悪魔が駄だ々だをこねている。アイムと同じ布ふ団とんで寝ようものなら、次の日焼しよう死しは確定なのでもちろん九罰はなにもしない。というかこないだキスしようとしたら叩たたかれたし。いや、あれは妙みような修しゆう道どう女じよの介かい入にゆうもあったのだが。

　誰だれに対して弁べん解かいしているのか、途と中ちゆうでわからなくなる九罰だった。いや、この心しん中ちゆうの弁べん明めいはさっきから白い眼めを向けてくる七罪へのものか。なんにも悪いことなんてしていないはずなのに、この居い心地ごこちの悪さはなんなのだろう。

　なんにせよ、アンドラスがいるのなら大だい丈じよう夫ぶだろう。色々な意味で。九罰自じ身しん、なにがあっても変な気を起こさないと断だん言げんできた。

「じゃあ、その、お言葉に甘えます」

　うむ、と満足そうに頷うなずいて、イヴが笑う。別の席で熱心に勉強していた七罪も、気け配はいを察したか片付けを始めていた。九罰たちも、積みあげた本を棚に戻す。結局、有ゆう益えきな情報は得られなかった。

「そういえば」

　背中から、イヴの声がかかる。いつ聞いても楽しそうなその声に、九罰は思った。

　もしかしたらこの姫ひめ君ぎみにとって、この世界の大たい半はんは暇ひまつぶしのための娯ご楽らくなのではないか、と。

　なんて思っていたら、いきなり背中から手をまわされた。

「な」

「さっき七な罪つみくんに神しん学がくを教えていて思ったんだが」

　背中にかかる冷たい息。同じように冷たい指ゆび先さきが、九く罰ばつの胸と腹のあたりを撫なでる。ライオンに狙ねらわれたウサギのよう。動けない。七罪とアイムがすごい表情でこちらを見ていた。背中に当たる暖かく柔らかい感かん触しよくはなんだろうと思った。ヘビに似る、けれど熱い抱ほう擁ようにも似て。

　くすぐったい感触が、とてつもなく扇せん情じよう的で。

「君も、教わってみないかい……？」

「え……神しん学がくを、ですか？」

　いいや、と丘の上の魔ま女じよは、九罰に顔を寄せて首を振る。それだけで妙みような想そう像ぞうをしてしまった九罰を責められまい。九罰が、上かみ屋や敷しきイヴを魔女だと思ったのは、後にも先にもこの一度きりだけである。

「──アンドラスに、生なま身み一つで武ぶ術じゆつを教わる気はないか、と言っているのさ。アイムくんとの同どう化かはなしでね」

　数秒、固まる九罰。

　例えるなら、魔女の大おお釜がまに落としこまれたような。

　さわさわと、イヴの細い指が九罰の肋ろつ骨こつの辺りを撫でる。そのくすぐったさが、今では逆に恐怖をあおるのだ。

「ふむ。実に鍛きたえがいのありそうな身体からだだ。君が強くなればアイムくんも強くなる。一いつ石せき二に鳥ちようだと思うのだがね」

　暗に死ねと言われたのかとすら思ったが──どうやらイヴには裏うらも表おもてもなく、本気で言葉どおりに言っているようだった。

　九罰としては、魔ま王おうに立ち向かえと命じられた気分だった。







[image: 幕間　二日目・潜入捜査]
















　エクソシストの聖せいルカは、着き慣なれないドレスと仮か面めんをまとってそこにいた。

　動きにくいベルベットのカクテルドレス。顔にはほぼ全体を隠かくす白しろ塗ぬりの仮面。食事のために口くち元もとが開いているくらいで、他に顔の露ろ出しゆつはない。無む論ろん、カーニバルに相応ふさわしく、いたるところに派は手でな装そう飾しよくがされていた。彼女自じ身しんの金きん髪ぱつもあって、普ふ段だんはない色いろ気けを前面に押し出していた。

　周りを見渡せば、同じような格かつ好こうをしている連れん中ちゆうばかり。人じん種しゆも日本人ばかりではないようで、飛び交う言葉に英語やイタリア語、フランス語が混じっていた。ルカは任にん務むの必要上じよう、外国語にある程てい度ど精せい通つうしている。

　聞き耳をたてれば、反へ吐どのでるような会話ばかり。

「ユダ」

　裏切り者の代だい名めい詞し。不ふ名めい誉よ極まりないその名だが、『Ｊ』のユダ本人には関係がない。今は信頼すべき同どう朋ほうで、ルカと同じ神の下げ僕ぼく。

　名は男のものでも、実際はエメラルドグリーンの簡かん素そなドレスをまとった女だ。仮面はルカが身につけているものと色いろ違ちがいのもの。漆しつ黒こくの仮面に金の装飾も派手だが、それ以上に大だい胆たんに開いた胸むな元もとが印いん象しよう的だった。すれ違う燕えん尾び服ふくの男が淫いん靡びな視し線せんを向けていることに、果たしてユダ本人は気づいているのだろうか。

「油ゆ断だんするなよ」

　無む言ごんで頷うなずく、黒くろ塗ぬりの仮面。エクソシスト内でも例れい外がい的な存在であるユダは、今日きようはやけに無む口くちだった。緊きん張ちようしているのか。まあ無む理りもないと思う。この閉ざされた密みつ室しつでは、ルカとても身体からだを固くするしかなかった。

　天あま草くさ教きよう皇こうの意い図とに以前から疑ぎ念ねんを持っているルカだったが、彼や側そつ近きんに真しん意いを問いただす時間は与えてもらえなかった。すぐさま入った任務に忙ぼう殺さつされていたからだ。ただでさえ人ひと手で不足のエクソシスト、任務は山とある。

　今回の潜せん入にゆう捜そう査さも、本来ならルカ一人で行うはずだった。怪け我がから復ふつ帰きしたユダがいなかったらと思うとぞっとする。なにしろここにいる仮面の来らい賓ひんたちは、皆が皆教きよう会かいの敵であるからだ。

（それにしても……悪あく魔ま憑つきを売買する闇やみオークションね。そんなものを買ってどうするんだか）

　そう、ここはとある企き業ぎようビルの地下である。首しゆ都と長なが崎さきから少し離れた場所にある、ホテルも兼ねたこの広大な地下施し設せつは、このパーティのためだけに作られたものだ。カーニバルの期間中ちゆう、ルカとユダを含めた来賓はこの施設で寝ね泊とまりすることになる。

　首しゆ都と長なが崎さきには及ばないものの、九きゆう州しゆう地方はそれなりに栄えている。たとえば九く罰ばつのいる関かん東とうなどは田舎いなかであり高層ビルなど滅めつ多たにないが、九州ではビル街がむしろあって当然なのだ。

　もちろん、全国で一いち律りつに行われるカーニバルは、ここでも。

　表おもて向むきは、カーニバルの祝いに各地の富ふ豪ごうを招いた七日間のパーティー。しかしその実じつ態たいは、金にあかせて禁きん忌きの品を売買する悪サ魔タ崇ニ拝ス者トたちの道どう楽らくである。仮か面めんで隠かくれているからわからないが、有ゆう力りよく政治家かなども混じっているのではないだろうか。

　もちろんこのパーティーと客自じ体たいが壊かい滅めつさせるべき敵なのであるが、今回は全員の生いけどりを命じられている。どうもこのパーティーを企き画かくしたのが、更さらに大きな異い教きよう徒と組織らしい。ここから糸をたぐり寄せて、その邪じや教きよう集しゆう団だんまで粉ふん砕さいしようという教きよう皇こうの思おも惑わくが見てとれる。それに、長崎の目と鼻の先で行われている邪教儀ぎ式しきを、おいそれと認めるわけにもいくまい。

　しかし、ルカはまだ動けなかった。

（やれやれ、食事を楽しむしかないのか）

　やはりマスクをつけたボーイからワインをもらい、軽く口に含む。一いつ瞬しゆんだけ錆さびた鉄のような味がしたが、錯さつ覚かくだろうか。

　ここは巨大な地下の密みつ室しつである。巨きよ大だいな会場は豪ごう華かな絨じゆう毯たんやシャンデリアなどで上う手まく誤ご魔ま化かしているが、ガラス窓がないから妙みような違い和わ感かんがある。侵しん入にゆうする際、ルカは入口のオートロック式の大がかりなエントランスを見た。おそらく今いま頃ごろ、国こつ教きよう庁ちようのクラッカーが施し設せつのコンピューターに侵入して、エントランスを操そう作さ不能にしているはずだ。

　客を丸ごと地ち下か施設に閉じこめて、まとめて逮たい捕ほする。全員生かしての捕ほ縛ばくだから、死し傷しよう者の懸け念ねんがある大だい胆たんな突とつ入にゆう作戦などはとれない。その結果が、この回りくどい──しかし確実な──潜せん入にゆう捜そう査さとなった。

　だから、聖せいルカとユダはまだ動けないのである。下へ手たに正しよう体たいを明かしても、敵だらけの密室に閉じこめられることになる。カーニバルの最終日──『告マ解ルのデ火イ曜グ日ラ』には、外から来るはずの国教庁の人間と合ごう流りゆうする。

　それまでは、潜入したままオークションの瞬しゆん間かんを待つばかりである。現在は、潜入して二日目の夜。今頃首都長崎では、目も眩くらむばかりの派は手でな祭りが行われていることだろう。

「ユダ」

　短く呼ぶ。あまり大きくない声で。『懲ちよう罰ばつ使し徒と』のユダはエクソシスト以外はほとんど存在を知らない名だが、ここは敵地の真まっただ中なかだ。どんな迂う闊かつな言葉から正体がバレるかわからない。

「なにかわかったことは？」

　ユダは首を振った。彼女の大胆な胸むな元もとは単なるファッションではない。国教庁のエクソシストでは躊躇ためらう色いろ仕じ掛かけも、特とく例れいのユダはなんなくこなしてしまうのだった。

　会場の男たちをたぶらかして情報収しゆう集しゆうをしたのだが、効果はいまいちだったようだ。どうやら客も、今回のオークションの目玉『悪あく魔ま憑つきの少年』については、詳しいことを知らされていないらしかった。

　悪魔憑き。

　一億に一人いるかいないか。世界を数えても三十人もいないという奇き病びよう中の奇病が、その悪魔憑きだ。原因不ふ明めい、治ち療りよう法ほうも不明。その症しよう状じようは実に不ぶ気き味みなもので、母親の胎たい内ないで子どもと悪魔が混ざりあい、奇き形けい児じが生まれてくるのだという。ルカが知っているのはワニの皮ひ膚ふをもった少女や、半はん身しんがヒヒとなった少年である。しかし拒きよ否ひ反応が起きるせいで、ほとんどが長なが生いきはできないという。

　ただ、国こつ教きよう庁ちようの見けん解かいでは、悪魔憑きの子どもは救きゆう済さいすべき対たい象しよう、悪魔に侵おかされた被ひ害がい者である。悪魔召しよう喚かん者しやと違い、見つけ次し第だい滅めつ殺さつするという相手ではない。

　特に日本では悪魔憑きの研究が進んでいる。その第一人者が、エクソシスト内で医者を務める聖せいディオニュシウスである。彼は世界中から悪魔憑きの少年少女を集めて治療法を模も索さくしているのだが、いまだに有効な打だ開かい策さくは発見できていないらしい。

　今回の悪魔憑きも、保ほ護ごし次第ディオニュシウスの病院まで送る手はずとなっている。

（警けい備びは、ザル同どう然ぜん。問題ないだろう）

　なにしろ偽ぎ造ぞうした招しよう待たい状じようでなんなく通過できたのだ。部屋の隅すみに警備員がいるにはいるが、ルカとユダにとっては簡単な相手だった。正せい規きの警備会社に委い託たくしているわけもなく、ヤクザ崩くずれが警備員の格かつ好こうをしているだけだろうから、当然といえば当然なのだが。

　おそらく、オートマチックのエントランスに頼りきっているのだ。あの頑がん丈じような入口からは誰だれも入ってこられないと、そう考えている。確かに壊こわして入るには無む理りのあるエントランスだったが、こうして客のふりをすれば侵しん入にゆうは楽らく勝しようだった。

「智とも音ね」

　か細い声が聞こえた。なにかと思えば、ユダが若い三人の男に囲まれていた。男たちのほうは、考えるまでもなくオークションの参加者。男たちのだらしなく緩んだ口くち元もとを見ればすぐわかる──おそらくはユダが、なにかしらの情報目め当あてで、彼らに声をかけたのだ。

　しかし、見けん当とうはずれだったのだろう。仮か面めんに隠かくれた顔は、小さく首を振ったように見える。この男たちから有ゆう益えきな情報は取り出せないようだから、さっさと遠ざけてくれということか。

　ルカを便利屋やかなにかだと思っているのだろうか。

（だからといって、本ほん名みようを呼ばれるのもな……）

　無む論ろん、ルカなどという聖せい者じやの呼こ称しようをこの場で使われたら、ろくな結果にならないのは目に見えているが。自分の本名はありふれているし、それだけでバレるようなことはあるまい。

　その点ユダは気き楽らくである。裏うら切ぎり者と同じ名前ならば、むしろこの悪サ魔タ崇ニ拝ス者トばかりのパーティーにはさぞ似に合あうはずだ。

　男どもが声をかける気も失せるような、気け高だかく強気な言い回しを頭で考えながら、ルカはユダの隣となりに立つ。並ぶ仮か面めんの男たちが、わずかに一いつ歩ぽ引いたのが目立った。

　不ふ愉ゆ快かいが、増した。取りつく島もないほどあしらってやろうと、決めた。
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　衝しよう撃げき的な深夜の発言。

　その後、九く罰ばつらは上かみ屋や敷しきの家に泊まった。部屋の調ちよう度ども一々豪ごう華かな上に、ベッドの柔らかさが尋じん常じようではなかった。普ふ段だん自分の寝ている環かん境きようとあまりに違うせいか、むしろ九罰は眠りづらかった。

　考えたことは、もちろんイヴのこと。ただの親切から言ってくれたのだと考えてもいいし、事じ実じつ九罰はそう考えているが──もしかしたら裏があるかもしれない、とも思ってしまう。金持ちのイヴのことだから、金きん銭せんを要求されたりはしないだろうが。

　そんな、考えても仕方のないことで頭を埋めて、夜を明かしたのである。




　さて、九罰はてっきり、次の日からイヴの言う武ぶ術じゆつ教きよう授じゆがあると思ったのだが、そうではなかった。

「君も色いろ々いろ準備があるだろう。きっとボロボロにされるだろうから、それでも構わない服に着替えてきたまえ。私もね、君の師し範はんとなることをアンドラスに承しよう諾だくさせなくてはならないから。そうだな、明日あしたの今いま頃ごろ、また来てくれないか。特とつ訓くんはそれから始めようか」

　つまり、特訓開かい始しはカーニバルの三日目に、ということ。九罰は一度帰き宅たくして、今度こそ慣れた我わが家で眠ることができた。もっとも、次の日に待っているものを考えると、安あん眠みんというわけにはいかなかったのだが。

　ボロボロにされるというさりげないセリフを、九罰は恐れないわけにはいかなかった。しかしそんな彼の不安をよそに、七な罪つみもアイムも特訓に賛成していた。

「やっぱさー、いくら同どう化かが強いって言っても、結局クバツの身しん体たい能力に大きく依い存ぞんしちゃうの。同化した時にいくらか向上はするけど、限界は超えられないでしょ？　ならせめて、その限界数すう値ちを引き上げとかないとね」

「兄にいさん？　私に鍛きたえろなんて言っておいて、自分はやらないつもりですか？　そんなのズルいと思いませんか？」

　危ないからやめろなんて一ひと言ことも言ってくれない二人である。




　そんなわけで、九罰はまたも上屋敷へと向かっていた。もちろんアイムも一いつ緒しよである。九罰は汚よごれても良いような黒い服。動きやすいカジュアルな軽けい装そうだった。アイムは対たい照しよう的に、かなり洒落しやれたワンピース姿すがたである。今回、彼女は同化もないということで、見物を決めこむつもりらしい。

　当初の、代だい償しようを払わなくてもいい方法を探すという目的から、微び妙みようにズレていることは自覚していた。まさか訓くん練れんをやるなんて思いもしなかったのである。けれど、あの書しよ庫こはまだまだ見るべきものがありそうだし、急ぐことはないと思った。

　イヴもそんなものは知らないとは言ったものの──やっぱり、九く罰ばつは努力してみたい。なにもせずに別れを待つより、よほどマシなはずだった。

　町は今日きようもカーニバル。昼間からあがる花はな火びの音がここまで聞こえてくる。しかし、初日と特に出し物が変わるわけでもないので、遠とお野の家けはあまりそちらに関心を向けていなかった。イヴとの約束もあったわけだし。

「なっちゃんはー、先に行ったんだっけ？」

「うん。昨日きのうも部屋で熱心に勉強しててさ、イヴさんに聞きたいことができたんだって。朝早く起きて出かけていったよ」

　勉強熱ねつ心しんな妹に感かん心しんすると同時に、怠たい惰だな自分にちょっとだけ嫌いや気けがさした。嫌気がさしても神しん学がくは九罰にとって鬼き門もんで、勉強する気にはとてもなれないわけなのだが。

　むしろ、門にアンドラスがいることが九罰の懸け念ねんである。まさか丸まる腰ごしの七な罪つみに剣を向けたりはしないだろうが──いや、そういえばあの仮か面めん男おとこには前ぜん例れいがあるのだった。けれど、安全装そう置ちとしてのイヴがいる。彼女が目を離したりしなければ、アンドラスだって好き勝かつ手てはできないだろう。多分。

　それより、悪あく魔ま召しよう喚かんのこと。

　まだまだイヴには聞いていないことがたくさんある。彼女にとっては知っていて当たり前のことさえ、九罰は全くわかっていないかもしれない。

　気が進まないながらも屋や敷しきへとやってきたのは、そういう思おも惑わくもあったからだった。

（とりあえず……怪け我がだけは気をつけよう）

　怪我ですめば幸運なのかもしれない、とも思うが。

　やがて屋敷の門が見えてきた。いつ見ても立りつ派ぱというか、圧あつ倒とうされる。門前には出迎えなのか、ひっそりとアンドラスが佇たたずんでいた。姿すがたは確かにそこにあるものの、気け配はいがまったく感じられない。確かにそこに姿が見えているというのに、だ。

「ちょっとー、アンドラス？　クバツに怪我させたら承しよう知ちしないんだからー」

　アイムはいきなり喧けん嘩か腰ごし。対するアンドラスは無む言ごんだった。なにも言わず門の前に佇んでいる。九罰としては、一応アイムが自分のことを心配してくれているのがちょっと嬉うれしかったが。

「怪我させないでガンガン鍛きたえてあげなさい！　アンタの腕の見せ所よ！　どうせ剣けん術じゆつしか取り柄えがないんだからさー。クバツの足あし腰こしがたたなくなるまでやっちゃっていいからね！」

　やはり悪あく魔ま。

　九罰としてはもう少し大人おとなしい訓練をお願いしたかったのだが、それはもう身み内うちの発言を見ても望めないようだった。対するアンドラスは全く答えないが、それはそれでとても彼らしい気がした。

「とりあえずアンドラス、イヴさんに会わせてもらえるかな」

　殺さつ気きが増したような気がした。なぜだろう。呼び捨てに怒ったのかもしれない、とも思ったが──かといって、敬けい称しよう付つけて呼ぶのもなにかおかしい気がした。

「それはできん」

　答える声は、遮さえぎる突とつ風ぷう。言うが早いかレイピアを取りだしたアンドラスは、鋭い切きっ先さきを九く罰ばつのほうに向けた。

「…………え？」

「我わが主あるじはお休みの最さい中ちゆうだ。通すわけにはいかんな」

　九罰は啞あ然ぜんとして、アイムを見た。彼女も意味がわからないという顔だった。

　とはいえ、時計を確かく認にんしても時間を間ま違ちがえている、ということもない。呼ばれたのは確かなのだから、ここで引き返すのもおかしな話だ。

「いや、僕はイヴさんに呼ばれて」

「我が主に会わせられん。今すぐ帰ることだな。それ以上一いつ歩ぽでも進めば、貴き様さまら肉の華はなとなって微み塵じんに散るぞ」

　なにかおかしい。

　だって、アンドラスがイヴの命令に逆らうはずがない。それは昨日きのうの様よう子すを見てもよくわかる。アンドラスは主に絶対服ふく従じゆうのはずだ。ならば。

　アンドラスが言っていること、やっていることは──イヴの意い思しだということになりはしないか。呼びつけておいて帰すなんて無ぶ礼れいを、あの高こう貴きなイヴがやるとは思えない。ならば、なんだ。

　なにか、事情が変わったのだろうか？

「よくわかんないんだけどさ、とりあえず通してもらっていいかな？」

　そう言って、九罰は進む。イヴの事情が変わったというならば、なおさら彼女に会わねばならない。予定を変へん更こうするにしても、アンドラスを通してではなくイヴから直接その旨むねを聞きたい。

　そう思って、何気なく一歩を踏みだし。

「通さぬ、と言ったはずだ」

　眼前二ミリ。わずかな隙すき間まを残して通つう過かする、見えない鋼はがね。

　空を裂さく音でわかった。見えないけれど、今いま確かに九罰は斬きられそうになった。あえてアンドラスが刃やいばをはずしたのは、まだ脅おどしの段階だから。

　この先は脅しではきかないと、言げん外がいに告げられた。

「お前……！」

　ここまでされては。なにか尋じん常じようじゃないことが起きていると、嫌いやでも悟さとる。

「アンドラス。いいわ、アンタがそう言うなら、帰ってもいい」

　口を開いたのはアイムだった。彼女は自分よりも冷れい静せいだ。

「我わが剣の前で、それは賢けん明めいな判はん断だんだ」

「その前に一ついい？」

　そういえば、思いだす。先月も先せん々せん月げつも、狙ねらわれたのは誰だれだった？　九く罰ばつに近い人間で、真まっ先さきに狙われたのは。嫌いやな予よ感かんしかしなかった、むしろ他の可能性がでてくる気がしない。

　危ないのが誰か、すぐにわかってしまった。

　だからこそ、そんな自分に爪つめを突きたてたいほどの嫌けん悪おが。

「なっちゃんはどこ？　一いつ緒しよに帰りたいんだけど」

「我が主あるじは生いけ贄にえを手に入れた。血を浴びて若さと美しさを保った夫人を聞いたことはないか？」

　示し唆さするような言葉に、九罰は一いつ瞬しゆんに浮かぶものがある。

　イヴの壮そう絶ぜつなる美び貌ぼう。こんな森の奥深くにいる理由。七な罪つみが屋や敷しきにいるというのに、九罰らに帰れという理由。そしてアンドラスのこの挙きよ動どう。そういった一連の事じ象しようを考えるのならば。

　イヴは、今まさに七罪を────。

「そこを……そこを、どけよ」

　絞しぼりだす低い声。もうたくさんだ。なんで七罪ばっかりが。

　昨日きのうの、親切だったイヴを思いだす。彼女はお節せつ介かいなほどに九罰らのことを気にかけてくれた。彼女にはなんのメリットもないはずなのに。そこにあった理由はなんだ。あの親切さが、今となってはとても不ふ自然に感じられた。

　狙っていたのだろうか。最初から？

「我が役は門もん番ばん。何なん人ぴとも通さん。たとえこの身を千の剣が刺さし貫つらぬこうと、一歩も動くつもりはない」

「そう。じゃ、クバツ、試してみようよ。灰になっても風に散らないで、門の前に立ってるかどうかさ」

　アイムの言葉が終わる前に、九罰はライターの火をつける。もう後は一瞬だ。一いち陣じんの風が吹き終わる前に、彼の戦せん闘とう準備は完了する。構えた剣に断てぬものなし。どのようなものも必ず溶かし斬きる。超ちよう高熱のファインセラミックス。悪あく魔まの剣。

　だが。

　相手も同じ、悪魔の剣けん士し。その上に技ぎ量りようは及ばない。そもそも、見えない百の刃やいば、いかにして防ぎ避けるか。それすら九罰に算さん段だんはない。

（アンドラスに勝つ必要は、ない……はずだ）

　だから、九罰は最初から勝負する気はなかった。

　剣で勝てなくてもいい。手て数かずで負けていても構わない。どうにかしてアンドラスの動きを封じて、ここを突とつ破ぱすることが最大の目的だ。要するに、九罰は七罪さえ助けられればいいのだから。逆に言えば、この戦いの勝ち負けはそこにある。

　突とつ破ぱできれば九く罰ばつの勝ち。

　防ぎきるならアンドラスの勝ち。

　初しよ手ては九罰から。ブレードを閃ひらめかせ狙ねらうは、アンドラスの肩。腕を落とせばいかな剣けん豪ごうも素人しろうと以下に落ちる。肩の裁さい断だんに躊ちゆう躇ちよはなかった。なにしろ躊躇ためらって勝てる相手ではない。

「我わが双そう眸ぼう閉じていようと、そんな稚ち拙せつな剣は受けられる」

　止められた。半分くらいは予想していたものの。

　しかし細いレイピアで、九罰のブレードを受け止めることはできない。それを可能にしているのはアンドラスの神しん速そく剣けん技ぎ。一ひと太た刀ちに百の剣をうちつければ、止めるのも弾はじくのももはや自じ在ざい。

「くっ！」

　アンドラスの腕の動きが見えない。次の瞬しゆん間かんには、九罰はアンドラスの突きだした蹴けりを鳩尾みぞおちに受け、地面に投げだされていた。腹ふつ腔こうの空気が唾だ液えきとともに空に散る。

　アンドラスは、追つい撃げきをしなかった。バカにしているのかと思ったが、どうやら違う。彼は九罰を見下ろしたまま、一歩もその場を動いていない。彼は門もん番ばんであり続けているのだ。門番は侵しん入にゆう者しやの排はい除じよが目的、門の前を動くことは許されないとでもいうかのように。

「お、前……！」

「我が戦せん歴れき、一対たい一ならば負けはない。去るか、でなければ再び挑いどむか選ぶがいい」

「決まってんだろ、そんなのさぁ！」

　退ひくことなどない。

　九罰は再び、傲ごう然ぜんと立ち塞ふさがるアンドラスへと向かった。今度は左手にも剣を持ち、得とく意いの二に刀とう流りゆうで仮か面めんの騎き士しを撃げき滅めつせんと。

「我が騎士道どうは、ただ一ひと振ふりに全てをかける。手て数かずが多ければ勝ると思ったか」

　次に狙うは首だった。しかし止められる。もう一本の剣でそのまま肩を狙う九罰だが、それも止められた。たった一本、しかし二に刀とうに勝る無む数すうの刃やいばで。見えない壁でもあるかのように、剣をそれ以上押しこめない。

「我が力に敵かなうと思うか、人間」

「う、るさい……っ！」

　全力を込めてもアンドラスに届かない。それでも九罰は耐えた。下へ手たに力を抜けば、すぐに得え物ものが弾き飛ばされそうだった。傲ごう慢まんですらあるアンドラスを前に、九罰は退くことができない。

　こんなところで立ち止まっている場合ではないのだ。この奥の屋や敷しきで、七な罪つみが危ない目にあっているかもしれないというのに。

『クバツ、ダメ。力押おしじゃ……！』

　神しん速そくの刃やいばに、すでに九く罰ばつの身は切り裂さかれていた。ライターを握る手に、無数の傷が走る。痛みにかまっている暇ひまはなかった。

「…………我わが調ちよう練れんを望んでおいて、この程てい度どか。はっきり言おう、期待以い下かだ人間」

「が、あ────ッ!?」

　アンドラスが空あいた手で九罰の喉のどを摑つかむ。それだけで呼吸が止まった。窒ちつ息そく死しの前に頸けい椎ついを粉こな々ごなに砕くだかれると思った。それほどの膂りよ力りよくに、思わず両手の力が抜ける。抵てい抗こうしようとした瞬しゆん間かんに、九罰はアンドラスの片手だけで。

　再び地面に投げ捨てられる。

（ちく、しょう……こんな。こんなさぁ！）

　圧あつ倒とう的なのか。

　ブネと戦った時も、羽は堂どうと戦った時も感じなかった。ここまでの力の差。及ぶと思えない。バカみたいに早い剣のからくりもわからない。横をすり抜けることはおろか、アンドラスを一歩その場から動かすこともできはしない。

『クバツ』

「ごめ、ごめん……アイム……」

　泣きそうだった。なにを謝っているのかもわからなかった。

　情なさけなくて惨みじめな自分。剣を土に突き、立ちあがろうとしても──足に力が入らなかった。怖かった。どうしようもなく怖くて、だから動けなかった。

　未いまだ壁の如ごとく立つアンドラスが、ではない。

　七な罪つみを失うことが。自分のせいで七罪を守れないことが、とてつもなく怖かったのだ。ここで泣なき言ごとを告げてもどうしようもないとわかっていても、それでも足が動かない。

『クバツ、大だい丈じよう夫ぶだよ』

「…………え？」

『上う手まくいくかはわからない……ううん。上手くいかせなきゃいけないのよね。アイツ、二千年前まえと同じように、まだ仮か面めんをしてる。今日きようはめっちゃ晴れてるし、アイツも仮面なしじゃあキツいんでしょ』

　なにを言っているのか、よくわからなかった。というか、そもそもアンドラスの仮面に理由があるなど、思いもしなくて。

　けど、アイムが大丈夫だと言った。

　ならば、絶対にいけると思った。戦いでは誰だれよりも強い、炎ほのおの悪あく魔まの言葉なのだから。

『アタシは元もと々もと神だけど、アンドラスは天てん使し。まあ反はん逆ぎやくしたから堕だ天使だけど。天使だった頃ころはアズラエルの部下で、やっぱり暗あん殺さつをしてた。昔から、そういうヤツなの。それにねクバツ、アイツは梟ふくろうだから仮面をつけてるの。あとは言わなくてもわかるでしょ』

「…………はは、ごめん。僕頭あたま悪わるいのかな。全然わかんないや」

『もー、しょうがないなぁ』

　それでも笑って、アイムは教えてくれた。アンドラスの仮か面めんの理由を。

　聞けば単純なこと。それに、それほど単純ならば出し抜くのもとても容易たやすい。九く罰ばつは持ってきてよかったと、ポケットにいれたままのそれに手を触ふれた。軽く操そう作さをして、準備は完了。最近は、本当に便利になったと思って。

　そうだ。真まっ向こうから戦う必要なんてわずかもない。

　アンドラスの隙すきを作りだせればいいだけ。それだけだ。

「我わが剣の前に、どのような下げ策さくも無む意味」

「…………は、それはさ、どうかな」

　九罰は剣を構えた。今度は一本。左手くらいは自由にしておかないと。

　一いつ足そく飛とびでアンドラスの下へ。見えない剣には対たい抗こうできない。ならば、話は簡単だ──対抗しなければいい。

　狙ねらうはアンドラスの足元。その一歩も動かない両足が、見ているだけで腹立たしい。いいからどけよそこ。七な罪つみが危ないかもしれないんだよ。

「無む駄だ！　だッ！」

　巻き起こる剣の烈れつ風ぷう。嵐あらしのごとき不ふ可か視しの刃やいば。

　剣を構えた。見えない剣けん筋すじが、高熱のブレードに当たって跳ね返る音。そうだ、見えなくても、ある程てい度どは防ぐことができる。もちろん、体中に細かい傷はできるのだが──九罰は、気づいていた。

　一いち撃げき一撃は、それほど高い威い力りよくではない。そして、一いつ瞬しゆんでも敵の攻こう撃げきを防げれば。

「お前さ──とっても、目が良いんだって？」

「なに…………？」

　素す早ばやく左手で取りだしたのは、愛あい用ようの携けい帯たい電話。アンドラスの、バカみたいに大きな仮面に、それを突きつける。

　最近は本当に便利だ。携帯にカメラやムービー──フラッシュライトの機き能のうだって、標ひよう準じゆんで装そう備びされているんだから。

「なっ…………ッ！」

　一瞬の閃せん光こうが、アンドラスを襲おそう。至し近きんのそれは、仮面をつけていてさえ強力な武ぶ器きだ。そう、相手がアンドラスならば。

「くおッ！　貴き様さま、ァッ！」

　アンドラスが自じ慢まんの腕をふるった。秒びよう間かんに無む数すうで切り刻む、千せん切ぎりの神しん速そく剣けん。

　しかし、目をつぶされたアンドラスに、九罰の姿すがたが見えているはずもない。刃やいばが空を切る頃には、九罰はアンドラスの横をすりぬけ、邪じや魔まな鉄てつ門もんを飛び越えて、屋や敷しきの奥へと向かっていたのだった。




　アンドラスは、梟ふくろうの如ごとく目がいい。しかも、それは夜に発はつ揮きされる。

　かつて天てん使しだったアンドラスの視し力りよくは、雲の上から人間の様よう子すをつぶさに観察できるほど敏びん感かんなのだという。悪あく魔まになってもその目は衰おとろえていない。夜でも昼のごとく、昼ならば太陽の光が目に痛いほど、その瞳ひとみは鋭えい敏びんな受じゆ光こう器きとなる。

　だから、アンドラスは木き彫ぼりの仮か面めんをつけている。それを透とう過かして世界を見ることで、ようやく普通の視し界かいが得られるのだという。九罰は、仮面をつけても遮さえぎられない視界というものが、よくわからなかったのだが。

『人間だって薄い布ぬの越ごしに、その奥のもの透すけて見たりできるでしょ？　同じ理り屈くつだよ』

　頭の中でアイムが言った。とても同じとは思えなかったのだが、土ど台だい、人間の感かん性せいで悪魔を理解しようというのが難しいのかもしれない。

　いずれにせよ、アンドラスの視力は尋じん常じようではない。仮面をつけてようやく適当な視力となるほどに。だからこそ、強い光に弱いのだ。九く罰ばつの携けい帯たいはカメラ機能が充実しているもので──フラッシュライトも、かなりの光こう量りようを発はつ揮きすることができた。

　人間でさえ、近づけば目が痛くなるような光。それを、仮面越ごしとはいえ、光に弱いアンドラスが至し近きんで受けたのだ。しばらくはなにも見ることができまい。

　たかが携帯でさえ、アンドラス相手には閃せん光こう弾だんとなる。

『あの厄やつ介かいなやつ出し抜いた──なっちゃんの匂においはちゃんとある！　アンドラスが追ってくる前に、なっちゃん見つけるよ！　急いでクバツ！』

　言われるまでもなかった。広い洋よう館かんだが、アイムは七な罪つみの匂いを追って的てき確かくに道みち順じゆんを教えてくれる、迷うことなく廊下を突き進んだ。

　たどりついたのは、一つの扉とびら。なんの部屋かなど思し考こうする余よ裕ゆうは九罰にはなかった。アイムの匂いが間違っているなど考えられないから、この扉の先に七罪がいるのは間違いがない。九罰はすぐさま扉を引いて。

　赤い。

　不ふ自然なほど、赤い浴室だと気付いた。

「七罪ッ！」

　躊躇ためらいなどなかった。扉を一気に開けて、中に踏みこむ。

　赤。

　一面の──赤い、風ふ呂ろ。

　真しん紅くではない。わずかに暗い色の混じった、先の見えない赤。それはそれは気き味みの悪い色で、とてもリアルな血に似て。

　広い浴室。大だい理り石せきを染そめる赤い湯ゆ船ぶね。その中心、湯けむりとともに、血を浴びて立つ忌いまわしき美女がいた。

「…………九く罰ばつくん？」

　紅あかに濡ぬれた肢し体たい。一いつ糸しまとわぬ彫ちよう像ぞうのごとき裸ら体たいを隠かくそうともしない。

　だが、今はそんな魔ま女じよにかまっている暇ひまはなかった。慌あわてて探す。この、ダークレッドの浴室に捧ささげられ、血を流している者が、どこかにいるはずだ。

　イヴの足元だった。

　声にならない声をあげて、駆かけよる。邪じや魔まなイヴを突き飛ばした。力のない彼女はそれだけで、赤い浴室に腰をつく。抵てい抗こうらしい抵抗もなかった。

『なっちゃん────なっちゃん！』

　アイムの慟どう哭こくが耳に痛い。

　浴よく槽そうに倒れこんでいた七な罪つみを、九罰は引き上げる。目は開いていなかった。けど、まだ温かい。なにも身につけていない胸は、ほんのわずかだが上下している。肌はだが上じよう気きしているのは、赤い湯につかっていたからか。

　生きている。

「イヴ、さん────」

　だが、生きているだけだ。

　この血の海の中。平へい然ぜんとそれを浴びていたイヴを、九罰は睨にらみつける。突き飛ばされたイヴは、緩かん慢まんな動どう作さで立ち上がろうとしていた。

「どうして、どうしてこんなこと」

　返答次し第だいでは、四し肢しを落とす。

　イヴの首に剣を突きつければ、アンドラスだって大人おとなしくなるだろう。その上でエクソシストに連れん絡らくをとる。見方によっては凶きよう悪あく極きわまりないことまで、九罰は考えていた。

　信じていたのに。

「なにか……つっ。勘かん違ちがいをしていないかい。九罰くん」

「勘違い？　勘違いって!?　この血の流れている浴室は!?　倒れている七な罪つみは!?　一体、一体なにが勘違いだって！」

「よく見たまえ」

　そういえば。

　イヴは、なんだかこの状況に、とても落ち着いていて。その肢し体たいを隠かくそうともしていないで。ただ、瞳ひとみだけが不安そうに。

「これは、ただのワイン風ぶ呂ろだよ」

「『………………は？』」

　アイムと九罰の、実に間まの抜ぬけた声が重なった。

「屋や敷しきの地下にワインセラーがあってね。たまにやるのさ」

「でも……でも、七罪は倒れててっ！」

「少々刺し激げきが強かったかな？　アルコールが肌はだにしみこむからね。保ほ湿しつ効果や保ほ温おん効果もあるのだが、逆に言えば、それだけのぼせやすいということだよ」

　よくよく見れば。

　湯ゆ船ぶねから引き上げた七な罪つみの体には、傷きず一つない。綺き麗れいな肌をしていた。そうだ、傷がないのにどうして血が流れる？　七罪には胸にも、柔らかそうなお腹なかにも、細い太ももにも、わずかの傷も──。
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『クバツ！　いつまでじろじろ見てんのッ！』

　アイムの叱しつ咤たで我にかえる。思っていない。しばらく見ていないうちに妹が肉体的に成長したなあなんてこれっぽっちも思っていない。

「えっと、つまり」

「七罪くんが朝早く屋敷に来たのを、君はもしかしたら勉強のためと思っていたかもしれないがね、色々と、女にしかできない相談を受けていたのさ。さすがに兄にはできない話も、彼女くらいの年なら当然あるだろうからね。そうしたら話がどんどんズレていって、そんな綺麗になるにはどうしたらいいんですかとか言われてしまってね。いやあ、まったく、臆おく面めんもなく言われるとこちらも照れてしまうね」

　その割には誇ほこらしげだった。

「だからまあ、ワイン風呂を勧めてみたのさ。今日きようはとっておきの年ねん代だい物ものワインも惜おしげもなくぶちこんだよ。そうしたら七な罪つみくんはこの有あり様さまだ。すぐさま出ようとしたところに、白はく髪はつを振り乱す刃は物ものを持った男が闖ちん入にゆうしてきたじゃあないか。これはもう、私は殺されてから犯されると思ったね」

「順序逆ぎやくでしょそれっ！」

　そんなのは死体性せい愛あいの変へん態たいの所しよ業ぎようである。

「ていうか犯しません！　全部アンタんとこのアンドラスのせいですよ！」

「ああ、アンドラスのあだ名は『不ふ和わの侯こう爵しやく』。なにを言ったかは知らないが、丸ごと聞かないほうがいい。誤ご解かいを生み、猜さい疑ぎを煽あおって不和を作りだす。暗あん殺さつしか能がないように見えるが、それこそが彼の狙ねらい、彼の不和。その実、彼は誰だれよりも『人を誤ご解かいさせる』話わ術じゆつに長たけているのさ──まったく、彼にはしっかりと、私は七罪くんとワイン風ぶ呂ろで一ひと息いきつく、と言っておいたはずなのだがね」

　最さい悪あくだった。

　これでは、アンドラスの掌てのひらの上ではないか。せっかく出し抜いたと思っていたのに。結局踊おどらされていたのか。

「さて、妹が中学生になっても一いつ緒しよに風呂に入っていた九く罰ばつくん」

「七罪はそんなことまで話したんですか!?　あと微び妙みように違いますから！」

　正確には小学六年生までだ。いや、そんな一年の差さ異いを指し摘てきしたところで意味はあるまい。

「微妙に違ってもシスコンの誹そしりは免まぬがれないだろうね。さて、君はいつまで婦ふ女じよ子し二人が湯ゆ浴あみしている浴室に居い座すわるつもりだい」

「……あ」

「私とて恥はじはある。今いま更さらこの状況で無ぶ様ざまに隠かくすような真ま似ねはしないけれど、自分の裸ら体たいを見られたら、月の女め神がみのごとく報ほう復ふくにでるつもりだよ。ましてやそこでのぼせている七罪くんの分もあわせて、私は君を成せい敗ばいしなくてはならないんだからね────アンドラス」

　ぱちんと指を鳴らすイヴ。彼女がやると、そんな陳ちん腐ぷな動どう作さも驚くほど様さまになっていて。

　それだけで、九罰の背後にアンドラスが出現した。

「────ッ!?」

「一応、弁べん明めいをしてみたまえ」

　さっき光で目をつぶしたが、やはりそんなもの、この悪あく魔まにとっては一いつ瞬しゆんしか通用しなかったらしい。弁明というから九罰が口を開こうとしたが、どうやらその言葉はアンドラスに向けられていたようだった。

「我わが言げんは少々詩し的てきに過ぎたようで。血とは耶や蘇その血、すなわちワインのこと。ワインの湯は美び容ようと健康、まさに美しさと若さの効用がございます。生いけ贄にえの娘むすめ、というのはすなわち、我が主あるじとともに戯たわむれている娘、ということで」

「そうか、詭き弁べんだね。本当は九罰くんを嵌はめたんだろう。私は君に、訓くん練れんに必要だろうから九罰くんの力を測れと言ったはずだが」

「我わが主あるじの理り知ちには慄おののくばかりでございます。確かに我が意の通り、我が曖あい昧まいな言げんに惑まどわされたそこの小こ僧ぞうは、あっさりと逆ぎやく上じようし向かってまいりました。しかし、まさか光で眩げん惑わくさせた瞬しゆん間かんに横をすり抜けるというような、卑ひ怯きような手を使われるとは思わず」

　言いたい放ほう題だいであった。なにが卑怯だ。お前の言げん動どうのほうがよっぽど卑怯じゃないか。

「では、二人ともあとでお説せつ教きようだ。だがまあその前に、アンドラス」

「は」

「そこの不ふ埒らち者、きちんと処しよ罰ばつしておいてくれたまえよ」

　九く罰ばつは色々と弁べん明めいしたかった。だが不ふ可か抗こう力りよくだということはイヴもよくわかっているようなので、とっさの言いい訳わけがでてこない。彼女は状況をよくわかった上で、さらに九罰へ罰を加えようとしているのだ。

　とっさに思いついたのは、一つだけだった。

「ちょっ、ちょっと待ってイヴさんっ。アンドラスは良いんですかっ！　こいつ堂どう々どうと浴よく槽そうにいますよっ!?」

「彼は君と違って空気を読むさ。今、彼は眼めを閉じているよ。彼ほどの武ぶ術じゆつの達たつ人じんならば、目を閉じていても気け配はいを読んで敵の位置を把は握あくできる。アンドラスは騎き士しだからね、主の裸ら体たいを見るなんて名めい誉よにかかわることはしないさ」

　そうだ。そういえばアンドラスは言っていた。

　目を閉じたって、九罰の剣は防げるのだと。もしそれが本当だとしたら、九罰の放ったフラッシュライトもまったく効果をなさないことになる。アンドラスはやられたフリをしただけで、わざと九罰を通したのか。

　イヴには隠かくすようなことはなにもないのだから、通したって別に構わないわけで。

『うあ…………完全に、やられてた？』

　脳に響ひびくアイムの声も、若じやつ干かん落ちこんでいたようで。

　アンドラスが動いた。彼の速さはもう嫌いやというほどわかっている。せめて抵てい抗こうくらいはしてみようと思ったが、九罰が動く前にアンドラスに首を摑つかまれた。そのまま投げ飛ばされてしまう。

　派は手でな水みず音おととともに、九罰はワインの浴よく槽そうへと沈んだ。間接的ではあるが、高校生にもなって妹と一いつ緒しよの風ふ呂ろに入ったことになるわけで、それがさらに悲しさを増長させてくれた。

　すぐに、彼の意識も沈んでしまうのだった。




　説教に二時間。これはもう、イヴの怒りの発はつ露ろというよりも、彼女が単に説教したいだけのようだった。理り屈くつっぽい上に、自らが優ゆう秀しゆうで誇ほこり高く、更さらに世せ話わ好ずきのイヴのことである。九罰に言いたいことが山ほどあるようで、後半は九罰の生活態たい度どや学校の成績、妹との関わり方にまで口をだしてきた。

　さきほど、イヴの親切に裏があるなんて思ってしまった九く罰ばつだが。

　間違いない。彼女はただ単に、本当に親切心しんから色々と世話を焼いてくれたのだ。そしてそのお節せつ介かいさが裏うら目めにでて、九罰は今こうして正せい座ざして説せつ教きようを聞いている形になる。

　隣となりにもアンドラスがいて、同じように正座しているのがわずかに痛つう快かいだった。もっとも、彼は二時間の正座くらい全然苦くにしていなかったようなのだが。むしろ主あるじの説教なら従じゆう僕ぼくたる自分は甘んじて受けるべき、くらいに考えていたかもしれない。

　なんというか、ご立りつ派ぱだった。

　七な罪つみは少し介かい抱ほうすると、すぐに目を覚ました。軽くのぼせただけなのだから、それも当然なのだが。イヴは七罪に、九罰が風ふ呂ろに侵しん入にゆうした事実は言わなかったようで、それが彼女の最後の慈じ悲ひのように思えた。ワイン風呂で美び肌はだの効果があったかわからないが、七罪の血けつ色しよくはいつもより若じやつ干かん良いように思えた。

　そんなわけで、現在。

　屋や敷しきの外。といっても門の前ではなく、まったく反対方ほう向こうにある中庭だ。屋敷は巨大なコの字型をしており、その内側ということになる。庭園というほど豪ごう勢せいなものではないが、かなり広い芝生しばふの空間。

　そこにアンドラスは立っていた。

「我わが剣けん術じゆつ、貴き様さまごときに教えるなど業ごう腹はらだが。我が主あるじの仰おおせだ、ありがたく受け取るがいい」

　相変わらず傲ごう慢まんな男だった。

　ちなみに、洋よう館かん二階には、門から見上げたものとは別に、中庭へせり出したテラスもある。門の側のテラスは簡かん素そなものだったが、中庭のテラスはテーブルや観かん葉よう植物がそろえられ立派なものだった。アイム、七罪、イヴの三人は、そこから見物ということらしい。

　テーブルには紅茶やスコーンが並べられている。アイムが小さく手を振ってくれた。

「我が教えを請こうている立場のくせに、脇わきを見るか小こ僧ぞう。礼れい儀ぎを知れ」

　仮か面めんの男が低い声で告げる。いけ好かない悪あく魔まではあるものの、言っていることは一いち応おう正せい論ろんだった。

「……で、なにをすればいいのさ」

　九罰が持っているのは、木で作られた模も擬ぎ剣けん。西洋の軍ぐん隊たいで訓くん練れんに使われたものだという。このイヴの屋や敷しきにはなんでもそろっているらしい。

「そうだな。初日だ。我が身体からだに一ひと太た刀ち──と言いたいところだが、それも貴様には荷が重かろう。足でも腕でも、意い図とでも偶ぐう然ぜんでもなんでも構わん。貴様の模擬剣か身体が、我が身体に一いつ瞬しゆんでも触ふれることができたならば、それで今日きようの訓練を終しまいとしよう」

「は？　そんなんで終わりでいいの？」

「ほう。我わが位置から三歩の圏けん内ない、貴き様さまはあっさり入りこめると？　いや大した自信だ。アイムと同どう化かしてさえ一いち撃げきも与えられなかったというのに。貴様にとってアイムはむしろ重石おもしであると言うのか。いや恐れいった」

　この皮ひ肉にくである。こいつ友達いないな、と九く罰ばつは思った。単たん独どく行動が好きとか、アイムも言っていた気がするし。

「…………五分で終わらせてやる」

　受けて立つ、と九罰は言った。

　そもそも、アンドラスが教師というので気は進まなかったものの──身体からだを鍛きたえること、強くなること自体は、九罰にとっては大だい歓かん迎げいだった。アイムや七な罪つみを守れるならば。今はまだ足りない。先月の七罪のように、まだ自分は守れる強さなんてわずかばかりも持っていない。

　だから、ここに立つ。ともすれば瞬しゆん殺さつされそうな性格の悪い悪あく魔まと、相あい対たいしているというのに。

　それが、こうまで舐なめられては。

　アンドラスは、そのあたりに落ちている木の枝を手に取った。いつもの剣ではない。同化しておらず、耐たい久きゆう力りよくの低下している九罰への配はい慮りよだろうか。確かに、同化している時は皮ひ膚ふが裂さける程てい度どの斬ざん撃げきでも、今いま食らってしまえば肉も骨も両りよう断だんされてしまうかもしれない。そういう意味では、木の枝という得え物ものは適当なのかもしれないが。

　だが、模も造ぞう剣けん相あい手てに木の枝。

　九罰はそれを、アンドラスの明確な挑ちよう発はつと受け取った。

「では──我が武ぶ術じゆつの片へん鱗りん、少しでも受け取って帰るがいい、小こ僧ぞう！」




　圧あつ倒とう的。それはもう、他に言葉が見つからないほどに、圧倒的。

　そもそも、先ほどの門もん前ぜんでの戦せん闘とうとは違うのだ。アンドラスは自身に移動の制限を課しておらず、自じ在ざいに動き回ることができる。運動能のう力りよくが人間とは違う悪魔を相手にすることは、それだけで明確なハンデである。どれだけ相手の懐ふところに飛びこもうとしても、一いつ足そく飛とびに距離を稼かせがれてしまう。これでは九罰はアンドラスに追いつこうと、必ひつ死しのマラソンを繰り広げているようなもの。

　もちろん、機き動どう力りよくはそのまま回かい避ひ能力につながる。九罰が模造剣をふるっても、アンドラスに届くことはない。そもそも九罰が遅いのだ。剣の取り回し一つとっても、同化時じのスピードの半分もだせていない。

　では、アンドラスが攻めに転じてはどうか。

　同化していてさえ、アンドラスの攻こう撃げきは見えないほど早い。ならば今はどうかなど問うまでもなく、九罰には残ざん像ぞうすら視し認にんできない。身体を走る鋭い痛みをもってはじめて、九罰は敵の攻撃を知るのである。防ぐとか避けるとか、そういう次元の話では既すでになかった。

　もちろん、アンドラスは手て加か減げんをしている。十二分に。

　たとえば、先ほどは瞬まばたきするくらいの刹せつ那なに十じつ手て打うったはずの刃やいばが、今では五秒に一度。もちろん、その攻こう撃げきですら九く罰ばつは見えないのだが、木の枝を受けてから次の攻撃に対する防ぼう御ぎよを固めようとする時間くらいはある。もっとも、盾たてのつもりで横に構えた模も造ぞう剣けんを避けて、アンドラスは木の枝を打ちつけてくるのだが。

　そしてまた、たかだか木の枝なのに、結けつ構こう痛い。しなる枝がムチのごとく作用するせいだ。木の枝の細い棘とげが引っかかり、細かい傷も作っていく。そうして、数すう十回九罰を打ちつけてから、アンドラスは足あし払ばらいによって九罰を地面に落としこむ。

　これが、一番辛つらい。

　大地は使い方によって十分な凶きよう器きになりうる。要は水平に設置された壁なのだから。細かい石や木の破は片へん、土の凹おう凸とつは強力な武ぶ器きとなる。重じゆう力りよくという吸きゆう引いんがあるせいで逃れることもできずに、九罰は全身のダメージを蓄ちく積せきしていく。屈くつ辱じよくによる精神的痛つう打だも無む論ろん、ある。

　訓くん練れんのはずだというのに、アンドラスはなにも話さない。どこを直せとかそこに隙すきがあるだとか、そういう親切な講こう義ぎはしてくれない。ミスや稚ち拙せつさを露ろ呈ていすると、容よう赦しやなく木の枝で殴なぐられる。言葉で指し摘てきされることもなく、しかし九罰は猛もう攻こうの中、どこが悪かったのか反省する時間も与えられない。

　力りき量りよう差さがあることは、わかっていたつもりだった。

　しかし、触ふれることもできないなんて。アンドラスは九罰を打つのも地面に引きずり落とすのも、全て木の枝によって。アンドラスの指ゆび先さき一つが九罰に触れることもなければ、その逆もあり得ない。

　目の前の仮か面めんの男が、とても遠かった。

　アイムを守るなんて、なんだそれ。そんな大それたセリフを、この程てい度どの力量で告げていたのか、自分は。それを可能とする力もないくせに。

「今いま更さらわかったか」

　初めて。

　アンドラスが口を開く。

「我わが地ち位いと並び称しようされる炎ほのおの悪あく魔ま。貴き様さまが召しよう喚かん者だと？　笑わせる。アイムが、貴様の力量にあわせているに決まっているだろうが」

　見えない枝の攻撃。目で追おうとしてもとても無む理りだ。動どう体たい視し力りよくの落ちている今では、ただ打たれるがまま。

　アンドラスの猛もう攻こうで身体からだが。

　アンドラスの罵ば倒とうで精神が。

　入りこんでくる痛みは、行き場を知らずに積みあがる。何度も地面に引きずり落とされて、足は加か速そく度ど的に重くなっていくのだ。再びよろよろと立ち上がれば、防ぐのもかわすのも難しい連れん撃だが再び九く罰ばつを襲おそう。こちらから仕掛けるとなれば、軽やかにかわすアンドラスを、重い足で追うことになる。

　けれど、何度倒たおされても、九罰は立ち上がった。攻こう撃げきを受けるために立ち上がるようなものだと、わかっていたけれども。

　自分は、アイムにとって足あし手でまといなのだ。

　少しでも、アイムの力になれるように。彼女の負ふ担たんにならないように。この訓くん練れんの意い図となどさっぱり摑つかめなかったけれども、目の前の、鼻もちならない仮か面めんの男に一いち撃げきでも当てれば。

　その時、少しは自分も成長できる気がした。頭上から、爽さわやかな七な罪つみの声せい援えんが聞こえた気がしたが、それを頭で反はん芻すうするような余よ裕ゆうは、九罰にはなかった。




　七罪は、テラスから兄にいさん頑がん張ばってーと声をかけた。しかし集しゆう中ちゆうしていたせいか、九罰はろくな反応もしてくれなかった。息も相当あがっているようだった。

「あの……大だい丈じよう夫ぶでしょうか、兄さん」

「アンドラスは無む茶ちやはしないさ。いや、しているように見えるだろうがね──あれできちんと基き礎そ体力作りと、戦いの基本を教えている。適てき度どに回かい避ひし、距離をとって相手に追わせることで走りこみをさせているしね、言葉にせず木の枝でミスを教えるのは、頭ではなく身体からだに教えこませようということだろう。いわゆる反射を利用しているのさ。そうなると、自分では意識しなくても姿し勢せいや筋きん肉にくの使い方が修しゆう正せいされていく」

　紅茶をすする姿すがたが様さまになっているイヴだった。

　七罪は、訓練といってもスポーツの延長だと思っていた。これではまるで、動物に鞭むちでしつけをしているようだ。アイムはなにか言うかと思ったが、スコーンをかじって見物をきめこんでいる。

「でも、ちょっと」

「七罪くん。アンドラスは人殺しの悪あく魔ま。まっとうな、君が思うような健康的な方法で教えを与えるわけがない。古代のスパルタをあげてもいいし、あるいは単純に兵へい士しの訓練を例にしてもいいが、要はできない者から死んでいく。アンドラスの教きよう授じゆとはそういうものだよ。そして君の兄は、それを承しよう諾だくした。ならば我々は見守ろうじゃないか。なに、帰れなくなるまで痛めつけたりはするな、とは厳げん命めいしておいたからね」

　イヴの言葉に、七罪は頷うなずくしかない。兄にズルいなんて言ってしまった自分を反省してしまった。こんな訓練、もし自分がやる羽は目めになったら、すぐに兄に泣きつくだろう。

　倒されても引きずり落とされても、それでも立ち上がる九罰は、なにを思って。

「あれー、なっちゃん食べないのー？」

　皿にもられたスコーンは、食べてくれる主あるじを孤こ独どくに待つ。それがもったいなかったのか、アイムが横から手を出して口に運んだ。この悪魔が食しよく欲よくをなくしたところを、七罪は見た覚えがない。

「心配かい」

　くすくす、という笑い声。

　イヴはスコーンを小さくちぎって、それをバステトに与えていた。アイムの使い魔ま、白い蛇へびを紹しよう介かいしたのは今さっき。イヴは蛇に臆おくすることもなく、腕に這はわせたりして楽しんでいた。

「あ、は、はい…………兄にいさんが心配なのも、あるんですけど」

　でも、それと同じくらい、疑問に思うことがあって。

　七な罪つみは口に出すべきか、迷ってしまった。いや、意い外がいと気さくなイヴのことだから、構わずに答えてくれるかもしれなかったが。いずれにせよ、都つ合ごうの悪いことを聞かれたからといって、激げつ昂こうするようなタイプではないだろうし。

「イヴさんって、アンドラスさんを召しよう喚かんしたわけではない、んですよね？」

「うむ。召喚の儀ぎ式しきを行ったのは私の死んだ父だよ」

「じゃあ、どうして今も一いつ緒しよに？」

　イヴの父が、なぜアンドラスを呼びだしたのかはわからない。口ぶりから察するに、イヴももしかしたら詳しく知らないのかもしれない。

　七罪が知りたいのはその辺りではなく、今もイヴがアンドラスを傍そばにおいている理由だった。暗あん殺さつの悪あく魔まだということだが、イヴが誰だれかを殺したいほど憎にくむようにも見えない。会ってまだ数日だが、七罪はすでにこの博はく識しきな魔ま女じよに対して、並々ならぬ好こう感かんをもっていた。

　ルカといいイヴといい、最近は尊そん敬けいできる女性ばかりに出会う、と思った。

「…………なるほど？　なぜさっさと地じ獄ごくに還かえさないのか、ということだね」

「っていうかあんな危き険けん悪魔早はやくどっかやっちゃってよー！　まったく面めん倒どうったらありゃしないわ！」

　アイムは本当にアンドラスのことが嫌きらいらしい。悪魔同どう士しの因いん縁ねんなんて七罪は知らないけれど、そんなことを言いながらスコーンをかじっているアイムは、とても彼女らしいと思った。

「ふむ。少し長い話になるが、構わないかな」

「え、長い…………」

「私のね、生き方に関わる話なのさ」

　遠くから、花はな火びの音が聞こえた。町のほうからだろう。昼間から火か薬やくを惜おしみなく使って、カーニバルは今日きようも盛せい況きようだ。

「──生きるとは、どういうことだと思う？」

「えっと…………」

「生きる。生命。死の対たい極きよく、というわけではないね。生の区切り、最後の最さい期ご、その一いつ瞬しゆんが死と呼ばれる。けれどもどうだろう、ただ心しん臓ぞうが動いているだけで、血が巡り呼吸をしているだけで、それは生きているのだろうか？　植物人にん間げんが生きているのか死んでいるのか、そういう議ぎ論ろんもあるね。内ない臓ぞうが動いているだけでは、それだけで生にはなりはしないだろう」

　話のつながりが見えなくて、七な罪つみは戸と惑まどってしまった。呆ぼう然ぜんとしたまま、滑なめらかに流れていくイヴの言葉を追おうとする。

「では、きちんと活動し、話ができればそれは生かい？　例えば誰だれとも会うこともなく、重じゆう厚こうな自室に一日閉とじこもり、親の運ぶ食事を貪むさぼって、毒どくのごとき倦けん怠たいに身を潜ひそめているような人間がいたとしたら？　確かに身体からだは生きているし、思し考こうもしているだろうがね。私には、そんな人間は心が死んでいるようにも見えてしまう。私はね、七罪くん、死にたくないんだよ」

　死にたくない。

　それは、この超ちよう然ぜんとした女性にしては、随ずい分ぶん俗ぞくな言葉に聞こえた。

「死は怖い。もちろん、いつかは死ぬ。病気でも事故でも自じ殺さつでも他た殺さつでも、私はいつか土に還かえる。その覚かく悟ごはできていないけれど、だといっていつか来る死を逃とう避ひしても仕方あるまい？　だから、私は、死が怖いから、死にたくない。生きていたい。誰だれよりも、なによりも、生きているということ、ここで今を生きるという事を達たつ成せいしたいのさ」

　生きることを達成する。

　なんというか、とても新しん鮮せんな言い回しだった。少なくとも、七罪にとっては。

「その実じつ践せんの方法は様々あるが、たとえば三大欲よつ求きゆうなんてあるね。食しよく欲よく、性せい欲よく、睡すい眠みん欲よく。これらの動どう作さから快かい楽らくを得ることができるのは、それが生きることに必要だからだ。三つのうち二つがなければ死んでしまうし、残りの一つがなければ種しゆは存そん続ぞくしない。これらを存分に、濃のう厚こうに、徹てつ底てい的に、積極的に享きよう受じゆすることは、生せいを生きるということに必要なことの一つではないか、と私は思うわけだよ。だから私は美び食しよくを食らい、惰だ眠みんを貪る。奔ほん放ぽうな性は……どうだろうね、こればっかりは相手がいないとどうにもならないことだからね」

「……………………」

「おや、その顔は。大たい食しよくは罪、怠たい惰だは罪、好こう色しよくは罪だと言いたげだね。はは、まあ確かに教会にこんな話をすれば、嫌いやな顔をされるだろうがね。贅ぜい沢たくを禁じ、堕だ落らくを禁じ、性せい愛あいを禁じる。なにも景けい教きように限らないがね、私からすれば、こういう宗しゆう教きようは生きることを否定しているように見えるのさ。もっとも、聖せいと俗ぞくという分類から見るのならば、現げん世せいの生は当然否ひ定ていすべきだろうし──それに、私はなにも好き勝かつ手てやるべきだと言っているわけではないさ。適てき度どな分ふん別べつ、理り知ち、自らへの制限、どれも良く生きる、人間らしく生きるためには必要だろう。ただ、もっと、なんというかね、生物の根こん源げんにあるような生を、私は求めたいんだ」

　上かみ屋や敷しきイヴという女性は。

　とても博はく識しきで、大人おとなびていて、誇ほこり高い。しかしその奥には、隠かくしきれない情じよう熱ねつがあるのかもしれないと、七罪は思った。冷静に見える瞳ひとみの奥に、煮えたぎるような衝しよう動どう。

　そう、衝動だ。

　生へと加か速そくする、弾だん丸がんのごとき衝動だ。

「だから、アンドラスを傍そばに置いている」

「んー？　意味分わかんないよイヴ。死にたいっていうならともかく、生きるのにどうしてアンドラスが必要なの？　あの暗あん殺さつ者に生の匂においがあるわけないじゃん」

「だからこそさ。影があれば光がある。光なくして影はない。使い古されたセリフだが、しかし真実さ。アンドラス、あの剣にどれだけの血を吸わせてきたのだろうね。なんというか、感じるのさ。彼から死を。死がどういうものか、おそらく数えきれないほどに死に触ふれてきたアンドラスを、傍におくだけで、私はそれを実感できる。アンドラスが近くにいるだけで、私が死から遠ざかっている、生きているということが実感できるんだ。ああ、生きている。どうしようもなく生きている。光が濃いほど影も濃くなるように、私の生はアンドラスによってより激はげしいコントラストを生みだすのだよ」

　啞あ然ぜんとした。

　七な罪つみには、理解できない──というか、他人に理解できるようなものではないような気がした。イヴだって別にそれを望まない。彼女にはどうしてもゆずれない彼女の在り方があって、ただそれを貫つらぬいて生活しているだけだ。

　この、丘の上。広大な屋や敷しきにあって。

　贅ぜいをこらして、自らの生を生きていく。

「ま、そんな理由さ。すこし難むずかしかったかな？　教会を見み下くだしているように聞こえたかもしれないが、私もちゃんと日曜には礼れい拝はいに行くよ？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです。ただ、ちょっと、圧あつ倒とうされて。そんな風ふうに考えてると思わなくて」

「深い理由がないのに、悪あく魔まと一いつ緒しよに生活しようなどと考える者はいないさ」

　苦く笑しようの理由は、どこにあるのだろう。

　木の枝が肉を叩たたく音が響ひびいてきた。見下ろせば、土まみれになった九く罰ばつがよろよろと立ちあがるところだった。立つだけで精いっぱいなのか、次の挙きよ動どうに移ろうとはしない。歯を食いしばったまま、動かない。

「君は、どうなのかな？」

「────え？」

「君は、生きる基準というか、自らの法というか、そういうものはあるのだろうか？　私にはもちろん、アイムくんにも悪魔の生き方があるだろう。九罰くんにもぜひ聞いてみたいね、面白い答えが返ってくるかもしれない。では、七罪くんはどうなのかな、と思ってね」

　組んだ指に顎あごを乗せる。イヴのそんな仕し草ぐさが。

　なぜか七罪には、尋じん問もんのようにも思えて。

「えっと…………聖せい書しよと、お祈りと、聖せい歌かと。イヴさんみたいに、自分の基準ではないですが」

「なるほど。いや、景けい教きようも生き方の模も範はんとしては正しいだろう。教きよう義ぎがどのように現れたかは一いち概がいには言えないが、反省と赦ゆるしを主とするそれは生きていくための教きよう義ぎだからね。いや、これが仏ぶつ教きようとなると実に虚きよ無む的なんだが──まあ、それはいい」

　仏教なんて単たん語ごを、久ひさ々びさに聞いた。アジアの主しゆ宗しゆう教きようだが、七な罪つみは風ふう船せんみたいに膨ふくらんだ巨きよ大だいな像ぞうしか思い浮かべることしかできない。イヴは景けい教きようだけでなく、他の宗教にも造ぞう詣けいが深いのか。

「けれど七罪くん、それは本ほん心しんなのかな？」

「イヴ、さん……？」

「本心から思っているのか、と聞いたんだ」

　イヴの浮かべる笑えみは、あくまで優しい。

　だからきっとこの会話に、彼女の悪あく意いはない。いや、そもそも他た愛あいのない女同どう士しのお喋しやべりではないか。悪意などあるはずもないのに。なんで、自分はそんな風ふうに思ってしまって。

　自分に。

　後ろ暗い、ところがあるから？

「君の兄は正直だね。景教はダメ、教会は嫌きらい、お祈りは嫌いやと、普通ならば言えないことを言うし、実じつ践せんしている。体たい質しつね、まさしくそうだろう。けれどそれを言えるか言えないかという違いは、結けつ構こう大きいんじゃないのかな」

「イヴ、さん。あの、話が」

「君は敬けい虔けんだ。もちろん、それ自体は立りつ派ぱだと思うよ。景教に則のつとって、より良く生きようと、自らを律りつして正しくあろうとすること、それはとても立派な行為だ。けれど、勘かん違ちがいだったらそう言ってくれたまえ、私はね、それを、君が脅きよう迫はくされてやっているように見えるんだ。昨日きのう、私が神しん学がくを教えた時もそう。スポンジが水を吸うようにどんどんと飲みこんでいく。まるで、神学という分ぶん野やに関しては苦にが手てなどないかのように」

　それが、おかしいのか。

　なにが悪いのか、どうしてダメなのか。自分はただ、いつもの通りに。

「どれだけ好きでも、広い範はん囲いの中には苦手くらいあるさ。それが君の場合はまんべんなく、なにを教えても滞とどこおりなく。ああいうのは好きでやってる人間の態度じゃない。そうするべきだと、なにかに急せかされている態度じゃないのかい？　兄妹なんだから、君にも兄に似るところがあって当然だろうね。ならば、君が敬虔なのは、敬虔であろうと努めているのは、裏を返せば君きみ自身に」

「イヴ」

　拷ごう問もんを区切ったのは、アイムだった。アイムはつまらなそうにイヴを見ていた。

「それくらいにしてあげてよ」

「…………おや。言いすぎたかな。どうも昔から、舌の潤じゆん滑かつ油ゆが多すぎるようでね」

　言いすぎとか、そういうことではないのだ。

　イヴが間違ったことを言っているわけではない。かといって、七な罪つみの真実を告げているわけでもない。七罪はただ、小さく首を振った。

「ごめんなさい……あの、でも私は、兄にいさんがちゃんとしてないぶん、ちゃんとしないとって」

　答えになっていない。謝った理由も、なんの弁べん明めいなのかも。自分の言葉なのに、なに一つわからない七罪だった。追い詰められた心しん境きようになったのは、きっと気のせいで。

　イヴが申もうし訳わけなさそうな顔をしているのが、その証しよう拠こ。

「いい子だね。まったく、私の妹に欲しいくらいだ。あの……おっと？」

　一ひと際きわ、固い音がした。慌あわててテラスから見下ろすと、九く罰ばつの模も造ぞう剣けんが弾はじき飛ばされていた。アイムがあー、という残念そうな声をあげて。

　模造剣を弾いたのは、もちろんアンドラス。木の枝で受け止めてから蹴けりあげて、九罰のはるか後こう方ほうに吹き飛ばしたのだ。くるくると回転する模造剣は、地面にぶつかって力なく落ちた。

　もはや満まん身しん創そう痍いの九罰が武ぶ器きをなくせば、もう手はない。

　アンドラスが、木の枝で九罰の足をひっかけた。いや、七罪にはアンドラスの動どう作さが見えるわけではない。ただ、足をとられて地面に叩たたきつけられる九罰の様よう子すを見て、そうではないかと推すい測そくしただけにすぎない。

　がふ、という空気を吐き出す音。
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　イヴもアイムも、じっと二人の様よう子すを見ていた。

　そうして倒れこんだ九く罰ばつは、立ちあがる気け配はいはなかった。震える腕がまだ立とうとする意い思しを示しているものの、足は全く動いていない。あるいは、彼の震えが痙けい攣れんのように見えた。

　アンドラスが近づいていく。なにを言ったか、七な罪つみの位置からでは聞こえない。けれど、アンドラスのブーツの爪つま先さきが、九罰の指ゆび先さきに触ふれた。いや、アンドラスが当てたのだ。わざと。

「我わが主あるじ！」

　息も上がっていない。

　よく通る声で、アンドラスが叫んだ。

「ご命めい令れい通り、調ちよう錬れんを終えましてございます！　この小こ僧ぞうの指が、我が身体からだに触ふれました！　いかがでしょうか！」

「ふむ……九罰くんは、どうだろう？　戦せん士しとしての素そ質しつはあるかな？」

　アンドラスが叫ぶ声なのに、イヴの声は囁ささやくよう。それなのに、アンドラスにはきちんと聞こえたようだった。

「我が力の百分の一もございませぬな！　ですが、我が想そう定ていとは少々違い、訓くん練れんにはよく耐えました！　己おのれが耐たい久きゆう力りよくも知らぬ馬ば鹿か者ものということもできますが、しかしそこだけは評ひよう価かしても良いでしょうな！　今から同じ訓練を百も続ければ、少しは使いものになるかと存じますが、いかがでしょう！」

「やるとしても、日をおかなくては。直後だって？　十回もやらないうちに九罰くんが死んでしまうよ」

　アンドラスが木の枝を投げ捨てた。彼にとっては、それは得とく意いの武ぶ器きですらない。本当にそこらへんに捨ててあるものを拾って、使っただけなのである。

　アイムがテラスから出て行った。正直、先を越されたと思った。七罪も慌あわててアイムのあとを追う。九罰のあの様子では、もしかしたら帰ることもできないかもしれない。アイムが触さわると火傷やけどしてしまうし、ならば九罰を連れていくのは自分の役目だ。

「意い外がいともったね。素晴らしい」

　イヴの素そ朴ぼくな呟つぶやきが、七罪の耳に強く押しつけられていた。




　遠とお野の兄妹と、アイムは帰き宅たくした。

　イヴは、二日前と同じように泊まっていけと言ったのだが、それを拒きよ否ひしたのは全身を痛めつけられた遠野九罰だった。休むなら自じ宅たくがいい、と頑かたくなに固こ辞じしたのである。今でこそ打だ撲ぼくと細かい傷での痛みだが、明日あしたになればそこに筋きん肉にく痛つうが上うわ乗のせされる。慣れた自宅で存ぞん分ぶんに休みたいという気持ちもわかった。

　イヴは、テラスに立っていた。昼間に訓練を見て楽しんでいたほうではなく、狭い門の前のテラスである。夜や着ぎは薄うす手での白いネグリジェ。二月の風を受けるにはあまりに無む防ぼう備びだったが、しかしイヴは特別寒さむいなどとは思わなかった。冷ひえ性しようとなるようなこともないし、暑ければ汗あせも存ぞん分ぶんにかく。健康と言えば、確かにイヴは令れい嬢じようという言葉に似つかわしくない、驚くほどの健康体たいだ。

　遠とお野の九く罰ばつは足が痛くて歩けないほどだったが、妹の肩を借りてどうにか丘を下りていった。タクシーでも呼んでやろうかとも思ったが、そもそもこの屋や敷しきまで車が来ることはできない。そんな奥おく地ちだからこそ、今日きようまでエクソシストに発見されずやってくることができたのだ。

　アンドラスは酷こく評ひようしたが、元もと々もと他人を認めることなどしない悪あく魔まだ。彼が訓くん練れんによく耐えたと言っただけで、遠野九罰の忍にん耐たい力りよくは相当なものだと言うことができる。すぐにではないにせよ、またアンドラスには訓練をさせてやってもいいだろうと思った。まあもっとも、その訓練の成果を発はつ揮きするようなことは、ないほうがいいのであるが。

「おや……アンドラス、いるのかい」

　背後の気け配はいを察して、イヴは声をかけた。

　暗くら闇やみに融とけこむような外がい套とう。別に注意したこともないが、そういえばこの悪魔はいつも外套を羽は織おっていた。あるいは服に見えるだけで、これらは彼を象しよう徴ちようするもの、体の一部ようなものなのかもしれない。

　悪魔にとって、象徴、シンボルというのは大事だ。彼ら自身と言ってもいい。

　たとえば、アイムなどが良い例で、炎ほのお、放ほう火か、猫ねこ、蛇へびという意味が抜けては、アイムはアイムとして成り立たない。四し大だい元げん素そや七なな大たい罪ざいもそうだが、彼らにとっての本ほん質しつは、姿すがた形かたちよりも属ぞく性せい、トレードマークのほうにあるのである。

「どうかしたかい。一いつ緒しよに夜よ風かぜでも浴びないかい？　それとも君にとって夜の風なんてものは慣れているものなのかな」

　アンドラスは無む言ごんで、イヴの背後に立った。寄り添そうようにも見えたが、わずかの距離がある。もっと近くによれば良いのに。

　その距離が。

　主あるじと従じゆう者しやの、あるべき距離だと、アンドラスはよくわかっているのだ。

「ああ、小こ波なみはどうしている？　もう眠ったかな」

　メイドの名前を出す。遠野兄妹も、メイドの姿を見ることはできなかったようだ。唯ゆい一いつ気づいていたのはアイムだったようだが、彼女はなにも言わなかった。

　小波の姿を見れば、わざわざ言う気も起きまい。

「いや、久ひさ々びさの来らい客きやくだからね。小波には無む理りをさせた。ふふ、しかし羽は堂どうの友人というだけあって、なかなか芯しんの通った青年じゃないか、九罰くんは」

「………………」

「放火の悪魔アイムか。あんなものを手なずけていては、街がいくつあっても足りないだろうに。なんとかぎりぎりという気はするけれども、それでも御ぎよしているのは驚くべきことだろうね──ん、まあ、それは私にも言えることかもしれないね、アンドラス？」

　騎き士したる従じゆう者しやは答えなかった。元もと々もと口くち数かずの多い方ではないけれども、今宵こよいの寡か黙もくさは少々気きにかかる。もっとなにか言ってくれてもいいだろうに。

　おかしいなと、イヴが思い始めたその時。

「我わが主あるじ」

「ん、どうしたんだいアンドラス」

「いや……もう、我が主ではないな」

　夜や気きを裂さく、冷たい感かん触しよく。首くび筋すじにあたるそれが、イヴの言葉を失わせた。

「アン……ドラス？」

「小こ娘むすめ。貴き様さまにもう用はない」

　剣だ。

　アンドラスのレイピアが、イヴの首にあてがわれている。レイピアは本来、刺し突とつのためのもののはずなのに、イヴを今にも切り裂かんとしているのは刀とう身しんの部分だった。刃やいばのない武ぶ器きのはずなのに。

　薄うす皮かわ一枚。

　氷ひよう刃じんに挟まれる。

「なんの真ま似ねだい、アンドラス」

　ここにあっても、イヴにはまだ余よ裕ゆうがあった。いや、頭の中は十分すぎるほどに混乱を極めているのだが。

　どんな時においても優ゆう雅が。壮そう麗れい。余裕をもち、誇ほこり高く、とり乱すことなどせずに。それが上かみ屋や敷しきイヴ。魔ま女じよにして姫ひめ君ぎみの。

「我が要求は単純だ。この屋敷を我がものとする。小娘、貴様はもう用よう済ずみだ。とっとと消え去り、どこへなりと行くがいい」

「そんなことは聞いていない。私に剣を向ける、その理由を訊たずねているんだがね」

「我が主に、貴様は相応ふさわしくない。もう十分だ、貴様を見み限かぎることにした。すでに準備も整っている。ようやく宿しゆく願がんを果たせそうだということだよ。金しかない貴様など、路ろ傍ぼうで凍るように死ねばよい」

　夜にまぎれ殺す、暗あん殺さつの悪あく魔ま。

　しかし、イヴは知っていた。この悪魔は暗殺が得とく意いといいながら、その実卑ひ怯きようなことを嫌きらう。彼の暗殺は全て、相手にも剣をもたせ、正せい々せい堂どう々どうと真ま正しよう面めんから立ち向かうものだった。観かん衆しゆうがいないだけで、決けつ闘とうと言ってもいい。そんな、条件がイーブンの勝負に、ことごとく勝ち、殺してきたのだ。

　騎き士し道どうに忠ちゆう実じつたる悪魔。無む論ろん、主が相応しくないと思えば、ためらわずに殺す。

「…………悪い犬だ」

　細い鋼はがねに触ふれる。剣けん先さきに指を押し付けた。血がわずかに滲にじむ。

「しつけを間違えたかな。飼い主ぬしに嚙かみつくなんてね」

「我わが眼がん前ぜんから消え去るか、それとも首を落とすか、二つに一つだ、小こ娘むすめが」

「よかろう」

　白いネグリジェが、暗い闇やみに翻ひるがえる。

「アンドラス。なぜ十年以上も私に従い、私を主あるじと呼んだ？」

「我が剣で命を落としたくないなら、とっとと消えろ」

　夜や気きを裂さく、刃やいばの音。アンドラスが剣を振るった音だ。しかしイヴには、アンドラスの手の動きすら見えはしない。

　暗い中、仮か面めんに隠かくれて顔は見えず。

「では、ちょっと散歩に出かけてくるとしよう」

「──────なに」

「ふふ、散歩の間は、屋や敷しきは君に預けようアンドラス。なに、数日で戻ってくるさ。その時、君は今日きようの非ひ礼れいを詫わびたまえ。騎き士しの名にもとる行いを恥はじ、私へその頭を下げることだね」

　イヴはゆっくりと、あくまでもいつもの調子で屋敷を出ていく。

　そう、彼女にとってはあくまで散歩だ。たとえ従じゆう僕ぼくが反はん逆ぎやくしたとしても、それを認めるようなことを、イヴはしない。最後の最後まで、誇ほこりをもち、高こう貴きさを失わずに生きていくと。

　昼間、七な罪つみに語ったばかりなのだから。

　テラスから屋敷へ。そこから廊下を進み、暗い階段を下りていく。一いち連れんの動どう作さに迷いはない。後ろからは、消えることのないアンドラスの気け配はいが。

「そうそう」

「──────────」

　すでに、アンドラスからの回答はない。それでも構わずに、イヴは続けた。

「鳥かごは、大事にしておきたまえよ────」




　肌はだ寒さむい夜の中、薄いネグリジェでイヴは外に出る。

　それは、本当に、主しゆ従じゆうを逆ぎやく転てんされたみじめな貴き婦ふ人じんなどではなく。ただ屋敷を使用人に預けて出かけたような、そんな優ゆう雅がさ。

　そうして、騎士は反逆した。

　ただ一人、丘の上の屋敷に居り、剣を提さげて佇たたずむ。

　カーニバルの喧けん噪そうがしずまる夜、彼の姿すがたは、冷たい闇やみに怖いくらいに融とけこんでいたのだった。
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　カーニバルが開かい催さいされてから四日目め。

『Ｊ』のユダは、オークションの会場を歩いていた。もちろん、顔にはいつも通りの仮か面めん。服装は若わか草くさ色いろのドレス。いくつか持ってきた中の一枚だった。ずっと同じものを着るわけにもいかない。なにしろ、一週間は会場を出られないのだから。着替えは存ぞん分ぶんに用意してある。

　ここはとある企き業ぎようビルの地下。出入り口は外に通じる一つのみ。けれども、その開かい閉へいプログラムはすでに天あま草くさ国こつ教きよう庁ちようが掌しよう握あくしている。

　聖せいルカの話では、『天の国の鍵クオ・ヴアデイス』は正常に機き能のうしたらしい。粗そ悪あくな支し給きゆう品ひんではなく、国教庁のコンピュータを用いた結けつ界かいプログラム。ありとあらゆる扉とびらを施せ錠じようする『天の国の鍵クオ・ヴアデイス』のオリジナルならば、このオークションの参加者たちも丸ごと閉じこめられる。

　もっとも、参加者がそれに気づくのは、オークションの最終日──『告マ解ルのデ火イ曜グ日ラ』だろうが。

　ユダが会場をうろついているのは、気の短いルカが耐えられなくなったから。本来ならば、悪あく魔ま憑つきの子供が商品として取引されるのを待つ手はずだったのだが、四日目になってもその気け配はいはまるでなかった。

　この裏オークションの目め玉だま商品のはずなのに。

　その現場を摘てき発はつし、参加者全ぜん員いんを逮たい捕ほした上で、裏で糸をひいている邪じや教きよう集団まで打だ尽じんにする。それが今回の任にん務むの概がい要ようなのだが、まずは悪魔憑きが取引されないことには話にならない。

　仕方がないので、ユダとルカは手分けしてどこかにいるはずの悪魔憑きを探し出すことにした。なかば実力行こう使しなのだが、潜せん入にゆう捜そう査さまでしておいて肝かん心じんの悪魔憑きはガセでした、ではお話にならないのである。

　ユダは無む言ごんで、会場をうろついていた。広く入り組んだ廊下と、いくつかの部屋で構成されている。どうも行われているのはオークションだけではないらしかった。一つの部屋を覗のぞいてみれば、召しよう喚かん陣じんを囲んで悪魔召喚の儀ぎ式しきが行われている。

　とてもではないが、悪魔が実じつ体たい化かするほど精せい巧こうな儀式だとは、ユダには思えなかったが。

　関係者以い外がい立ち入り禁止のロープがあったが、あっさりとくぐり抜けた。その先がどうなっているのかはよくわからなかったが、厨ちゆう房ぼうにつながっているのではないか、とユダは見けん当とうをつける。漂ただよう肉と脂あぶらの匂においが、そう連れん想そうさせた。

　奥に、一人の黒くろ服ふくが立っているのが見えた。

　警けい備び員いんだろう。本来、客ならば来ない場所に堂どう々どうと入ってきたユダを見て、不ふ審しんそうな顔をしていた。かなり背の高い、しかし引き締まった体をもつ警備員だった。なにか武ぶ術じゆつの一つは心こころ得えていそうだ。

「お客様さま」

　警けい備び員いんの顔を隠かくすのは、黒くろ塗ぬりの仮か面めん。黒いスーツにその仮面は、滑こつ稽けいとも言えたが妙みような威い圧あつ感かんがある。

「こちらは、関係者以い外がい立ち入り禁止です。困りますな、いえ、厨ちゆう房ぼうに興きよう味みがあるのはよくわかるのですがね」

　声は、意い外がいにも幼い。もしかしたらまだ二は十た歳ちくらいの青年かもしれなかった。

「まあ、申もうし訳わけありませんわ。ついつい、ね」

「いや、仕方ありません。競きよう売ばいにかけられるまではずっと厨房の檻おりの中ですからな、あれは。値ね段だんをつける前に品を見ておきたいというのは、当然でしょう」

　ユダは猫ねこなで声で話をあわせる。厨房になにかあるのはもう確実だろう。それが例の悪あく魔ま憑つきの可能性だって十分ある。

　問題は、なぜ厨房なのか、ということだが。

「一応、招しよう待たい状じようを拝はい見けんできますか」

「ええ、構いませんわよ」

　ハンドバッグから取りだす招待状、もちろん偽ぎ造ぞうだが、ただ眼めを通しただけではその真しん贋がんは判定できまい。ルカが部下に命じて作らせたというが、一体どんな技術なのだろうか。

「結けつ構こうです」

　招待状を眺ながめている時間が結構あったので、ユダは不ふ審しんに思う。見み破やぶられたなどということはなさそうだが──。

「しかし、レディ、その招待状のお名前は…………」

「ああ」

　そういうことか、と思う。そういえば、招待状は本ほん名みようを使っているのだった。ユダではなく。

「私、深ふか間ま水み鳥どりと申しますわ」

「やはり！　関かん東とうの田舎いなかで悪魔ブネを召しよう喚かんしたという！　いや、しかし確か深間水鳥さまは、憎にくきエクソシストどもに拘こう留りゆうされてしまったと……」

　そんなことまで知っているのか。ユダ──いや、水鳥は内ない心しんで呆あきれてしまう。あの一件は情報秘ひ匿とくが行われて、一般人には悪魔召喚があったことすら伝わっていないはずなのに。新聞ですら報道しないことを、この警備員は一体どうやって知りえたのか。

　悪サ魔タ崇ニ拝ス者ト同どう士しで通用する情報網もうがあるとしか、思えなかった。

「実は先月に脱だつ走そうしましたのよ」

「ほう！　国こつ教きよう庁ちようの監かん獄ごくから抜けだしたと！　いや、なるほど。確かに悪魔召喚に造ぞう詣けいが深ければ、今回のオークションも興きよう味みがおありでしょうな！」

　警備員が近づいてきた。なにかと思えば、腰に手をまわしてきた。

　扱いやすい、と思う。どさくさにまぎれて肌はだに触ふれようという魂こん胆たんか。水み鳥どりは顔を隠かくす無ぶ粋すいな仮か面めんを取り外した。水鳥の素す顔がおを見られた警けい備び員いんの歓かん喜きが伝わってくる。

「ところで、レディ。オークションのメインはまだまだ。日にちも存ぞん分ぶんにございます。もしよろしければ、私の部屋で……」

　芸げいがない、と水鳥は嘆なげいた。もっと気の利いた言葉で誘さそってはくれないものだろうか。

　水鳥は警備員に身体からだをすりよせる。豊ほう満まんな胸をわざと警備員に押しつけた。さっきから開いた胸に視し線せんが刺ささっているのはわかっていた。そして、ゆっくりと、右手の指ゆび先さきを触れるか触れないかくらいに優しく、警備員の胸むな元もとに這はわせて────。

「ぃいぎいぃあッ!?」

　左腕にもったクロスボウで、警備員の足あし先さきを撃うち抜ぬいた。

「な、なっ……がっ……！」

「ごめんあそばせ。私、あなたみたいな子供は好みじゃなくてよ」

　笑いながら言っても、警備員の目は混乱を呈ていしている。当然だ、クォレルと呼ばれる太い矢で、足を地面に縫ぬいつけられている。ドレスの長い裾すそに隠かくしていた折り畳たたみ式のクロスボウは、まばゆいばかりの銀ぎん色いろを放っていて。

「き、貴き様さま…………ぁ」

「ふふ、誘う前にまず女性の容よう姿しを褒ほめるくらいしていただかないと、とてもとても気乗りしませんわ」

　警備はザルだ、とルカは言っていた。実際その通りだろう。水鳥が先月脱だつ走そうしたなんていう与よ太た話ばなしを、この警備員はあっさり信じたのだから。これでは全体の警備の質もたかが知れている。

「さて、ではそろそろ、終わりにしますわね」

「何者だ……貴様ぁ」

「一いち々いち答えるなんて、面めん倒どうですわ」

　ボウガンの先せん端たんを警備員に向ける。警備員の顔が仮面で見えないのがありがたかった。たとえ命いのち乞ごいをされても惨みじめに泣かれても、顔が隠かくれていれば躊躇ためらいを覚える暇ひまもない。水鳥はいつもの通りに笑って、グリップを握ったのだった。
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　懲ちよう罰ばつ使し徒とのユダ。またの名を、深ふか間ま水鳥。

　エクソシストの序じよ列れつに、末まつ席せきに位置する最低位いがある。そこは『Ｊ』の場所で、裏うら切ぎり者の場所。長らく空くう席せきだったそこに深間水鳥が参さん入にゆうしたのは、ついこの間である。

　聖せいディオニュシウスによって腹部の傷を完かん治ちした水鳥は、本来ならば処しよ刑けいされ、人生を終えるはずだった。それを救ったのは聖ルカの口くち添ぞえと、天あま草くさ教きよう皇こうの一いち存ぞんである。なにしろ人ひと手でが足りない、懲罰使徒として死ぬまで働いてくれとのことだった。そもそも水鳥に拒きよ否ひ権けんは与えられなかった。

　封ふう魔ま弩どレライエ。一いつ見けんただのクロスボウだが、小型の折りたたみ式であることや、全て銀でできていること。拳けん銃じゆうのようなグリップがあるのが特とく徴ちようである。銃の扱いに長たけていた水み鳥どりが、自分で改かい造ぞうし、グリップを付け足したのだ。このクロスボウが禁きん忌きの証あかしであり、水鳥の労ろう役えきの監かん視し者である。

「ハーイ、マイハニー！　さっきのボーイだけど殺さなくていいのカーイ？　グリップで殴なぐりつけるなんて君らしくない。君の肌はだに触ふれるなんて考えられない暴ぼう挙きよだろゥ？」

　ボウガンに取り付けられたスピーカーから、やたら軽けい薄はくな声がする。

「うるさいですわよレライエ。全員生いけどりという命令ですの。あとマイハニーなんて呼び方は鳥とり肌はだがたつからやめてくださいません？」

「オゥ、そんな冷たい目で見られると僕は背せ筋すじがぞくぞくと」

　ガツン、とクロスボウを思いっきり壁に叩たたきつける。それだけで、弩に封じられた悪あく魔まはそれだけで黙だまってくれた。

　そう、悪魔だ。

　昔の話らしい。エクソシストが封じた悪魔を利用することを、数代前まえの教きよう皇こうが考えついた。そうして封じられた悪魔が、このレライエである。その利用法とは、悪魔使づかいに対する懲ちよう罰ばつであった。悪魔召しよう喚かんを犯した罪ざい人にんは、封魔弩レライエを握って死ぬまで国こつ教きよう庁ちようのために労役をする。

　ただの労ろう役えきではない。悪あく魔まレライエを使う代だい償しようは、己おのれの命。そう、深ふか間ま水み鳥どりはクロスボウはもっていても、矢をもっていない。矢を一本、悪魔の力を借りて精せい製せいするたびに、水鳥の寿じゆ命みようは一日削けずられていく。

　そうして己が命をもって、国こつ教きよう庁ちように奉ほう仕しする。それが償つぐないにして罰ばつ。

　懲ちよう罰ばつ使し徒とのユダ。権けん限げんはエクソシストに準じゆんじるが、その扱いは裏うら切ぎり者。軽けい蔑べつされ、晒さらし者も同どう然ぜんにされる。

「さて……厨ちゆう房ぼうは奥、のようですわね」

　深間水鳥は現状に不満はない。

　一度は銃じゆうすら向けたのに、水鳥の死し罪ざいをなんとか回かい避ひしようと、長らく使われていなかった処しよ刑けい法ほうを持ちだしてきたルカには、感謝すらしている。ならば、エクソシストからの冷たい視し線せんなども別に気にならない。聖せいディオニュシウスは境きよう遇ぐうが似ているせいか、なにかとよくしてくれるし。

　深間水鳥は、もうほとんど死んだ。

　あとは裏切り者のユダで良い。

「────全員、その場に止まりなさい」

　厨ちゆう房ぼうに入った瞬しゆん間かん、水鳥はクロスボウを構えた。

「国教庁の者ですわ。少しでも動いたら撃うちますわよ。ご存じ？　クロスボウって甲かつ冑ちゆうも貫かん通つうできますのよ？」

　厨房には、十五人ほどの人間がいた。ずっと地下にいるので時間感かん覚かくがおろそかになってしまうが、今は確か三時頃ごろのはず。やることは夕食の仕込みくらいで、キッチンの忙いそがしさはそれほどでもないのだろう。

　何人かは、手に包ほう丁ちようを持っていたりもしたが。

「そこの貴方あなた」

　手て近ぢかにいる、一番若い男に声をかけた。返事は上ずった悲鳴に似ていた。

「縄なわとかあるかしら？　いえ、布でもなんでもいいわ。とにかく全員縛しばりつけてくださる？　腕と足と目と口を念ねん入いりにね。あ、鼻だけはちゃんと開けておいてね、呼吸できなくて死んでしまっても困りますの」

「あ、あ…………」

「あら、怖くて動けない？　レディを待たせるなんて感心しませんわね。思わず引き金をひいちゃいそう」

　がす、という鈍い音。ボウガンから発はつ射しやされるクォレルが、若いコックの足あし元もとを貫つらぬいた。それだけで弾はじかれたように、コックは水鳥の命令を遂すい行こうするために走った。

　これで、また水鳥の寿命が一日減げん算さんされる。

　全員を縛しばりあげるのにかかったのは、十五分くらいだろうか。最後に水み鳥どりが若いコックを縛りあげて、厨ちゆう房ぼうの人間の拘こう束そくは完了した。

「ふふ、ご苦労さま」

　縛り上げた若いコックに向けて、慰い労ろうのつもりで軽いウィンクと投げキッス。

　もちろん、クロスボウ片手にそんなことをされても、コックは足が震えるだけだったろうが。ウィンクは少し外国人みたいだったろうかと、やってから少し後こう悔かいする。レライエの性格がうつっただろうか。

「ンー、いいねえ。めちゃくちゃビジーなサウンドが聴きこえるヨゥ」

「あら、レライエわかりますの？」

「イエス！　僕はハンターさ。耳がセンシティブじゃないと務まらないんだヨゥ？」

　鬱うつ陶とうしい喋しやべり方のレライエは放っておいて。

　水鳥は、レライエの言葉に従って、厨房の奥へと進んでいった。そこにあったのは巨きよ大だいな檻おり。豚ぶたや鶏とりをいれるには大きすぎる。牛でもいれるような、巨大な檻の中に。

　人間が入っていた。

「目もく標ひよう、発見と」

　ただし、羽があった。

　年は十二歳さい前後か。外国人の少年である。栗くり色いろの髪かみが印いん象しよう的だが、それ以上に腕から先が巨きよ大だいな鳥の翼つばさになっていることが、最大の特とく徴ちようだろう。それ以外は普通の人間──と思いきや、背中、丁ちよう度ど肩けん甲こう骨こつの辺りに、巨大な鳩はとの頭部がくっついていた。まるで、人間の背中に鳥の頭部を無む理りやり埋めこんだような。くちばしが、あたかも角つののように天てん井じようをさしている。

　少年は、怯おびえたように泣いていた。指のない、翼だけの腕をばさばさとはばたかせる。着ている服は単なるボロ切れのようなものだった。その背後で、鳩の頭部がぐげぐごげと苦しげに鳴く。

「おゥ。ハルファスだネェ」

「あら、この悪あく魔ま憑つき、それほど重じゆう症しようではありませんわね？　憑いている悪魔も大したことができるようには見えないけれども……そもそも、喋しやべらず鳴くだけですものね」

「ンー、コイツは口を開くと厄やつ介かいだからネェ。黙だまってるのがグッドだろうさぁ」

　レライエも喋れば十分鬱陶しい。

　水鳥は早さつ速そく、檻の鍵かぎをクロスボウで撃うち抜ぬいた。射しや撃げき訓くん練れんではルカをも上回る腕前なのである。彼女が狙ねらいをはずすことは、まずないと言っていい。

　少年がなにか言ったが、水鳥には扱えない言げん語ごだった。ロシア語だろうか。ルカならばわかるかもしれない。

　いずれにせよ──警けい備び員いんを気き絶ぜつさせ、厨房の人間を拘束したのだ。もう潜せん入にゆう捜そう査さはお終しまいと言っていい。成り行きとはいえ、本当はもう少しパーティーの食事を堪たん能のうしたかったのだが。

　仕方がないので、水み鳥どりはルカと連れん絡らくを取るため、携けい帯たいを取りだした。

「ルカ？　聞こえますか？　どこにいらっしゃるのかしら？」

「みど……いや、ユダか。こっちは今いま倉庫を見てきたところだ。悪あく魔ま憑つきは見当たらない」

「発見しましたわよ、厨ちゆう房ぼうで」

　厨房で？　という、ルカの頓とん狂きような声が上がった。

「申もうし訳わけありませんが、成り行きで十数人拘こう束そくしていますわ。これ以上の潜せん入にゆうは無む理りです、厨房にこもるというのはいかがかしら？」

「それは、もちろん構わないが……なにも、拘束しなくても良かっただろう？　どうせ最終日には外から応おう援えんが……」

「一いつ刻こくを争うのよ、ルカ。最終日までなんて待っていられませんわ、厨房なのよ？」

　携けい帯たい電話の奥で、ルカが黙だまりこむ。水鳥は足あし元もとで不安そうにしている少年を、優しく抱きよせた。羽の感かん触しよくが心地ここちよかった。

「どういうことだ」

「わかりません？　厨房にあるのは調ちよう理り器き具ぐと食材だけでしょう。このオークションがパーティー、それも悪魔崇すう拝はい者しやばかり集めたパーティの形をとっているのは、悪魔憑きを落らく札さつしたら、その落札者が」

　活いけ造づくり、という調理法ほうがある、らしい。

　魚に生きたまま刃はをいれて、その場で解かい体たいするというものだ。もちろん、日本とは違う文化圏けんの話なので、非ひ難なんしても始まらないが──景けい教きよう大たい国こくの日本ではとてもできない、野や蛮ばんな調理法ほうだと思った。

　この、悪魔憑きの少年が、それと同じだとしたら、厨房で檻おりにいれられたのも納なつ得とくできる。

「なるほど、落札した人間が、他の客きやく人じんに振る舞うというわけか」

「でしょうね。まったく、とんでもない話ですわ」

　悪あく趣しゆ味みなグルメである。

　そもそも、悪魔を人間が食ったらどうなるかなど、考えたくもない。食った瞬しゆん間かんに腹が裂さけて内ない臓ぞうが飛びだして惨むごたらしく死んだとしても全くおかしくない、とすら思う。悪魔崇拝者の考えることはわからない。

「わかった、すぐに向かおう」

「お願いしますわね」

　通つう話わはそれで終わり。ふと下を見ると、悪魔憑きの少年が不安そうに水鳥を見上げていた。

「…………長期戦せんに、なりそうですわね」




　カーニバルは、まだ終わらない。

　人の思いを飲みこみ平らげ、あれよあれよと巡っていく。
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　カーニバルの最中さなか、筋きん肉にく痛つうで動けなかったなどというのは、人に話せば笑われそうなエピソードだろう。二日前に行われた、アンドラスの容よう赦しやない訓くん練れんは、九く罰ばつを叩たたきのめしただけでなく、次の日の行動を完かん璧ぺきなまでに封じてくれたのである。

　元々カーニバルへ参加する気のなかった九罰だったが、自じ主しゆ的に引きこもるのと、筋肉痛でベッドの上を強きよう制せいされるのとでは雲うん泥でいの差があった。おまけにアイムも七な罪つみも遠えん慮りよなくでかけてしまうので、家に一人である。

　寂しいというか、情なさけなかった。

　そんなわけで、九罰は訓練の二日後──カーニバルも盛り上がってくる五日目には、きちんと参加しようと決めた。なにも景けい教きよう関連のイベントばかりが目玉ではないので、それらを避けて通れば九罰だって十分楽しめる。身体からだは多少痛かったけれど、七罪やアイムと一いつ緒しよに楽しめるのであれば悪くない。

　まあ、その実じつ態たいはと言うと。

「助かりました、兄にいさんがいてくれて。おかげで昨日きのう買えなかったものも買えましたし」

　大量の紙かみ袋ぶくろを片手に、七罪はニコニコと笑っている。隣となりのアイムも満まん面めんの笑えみだった。居い候そうろうの彼女は私し物ぶつが少ないので、増えるだけでも相当に嬉うれしいのかもしれない。

　筋肉痛を引きずって、買い物の荷物持ちが本日の九罰の役。カーニバルに参加したいと言ったのは九罰自じ身しんなので文もん句くを言うつもりはないが、わざわざ電車で隣町にまで行って、二人のセレクトショップ巡りに付き合わされた九罰は少々疲つかれた。というか身体がかなり重かった。ていうか二人とも買いすぎだと思った。いくらカーニバル記念バーゲンだからって。

　今は隣町から戻ってきたところ。行きつけの喫きつ茶さ店てん『ローゼンクロイツ』で休きゆう憩けい中である。もちろん、足元には山ほどの紙袋。ミルクティーでようやく一ひと息いき、というところか。

「うーん……やっぱあのワンピ買うべきだったかなぁー。可愛かわいかったけど……」

「でもアイム、カーディガンのほうが良い色だって言っていたじゃないですか。あっちのほうが半はん額がくでしたし、お得ですよ」

「んー、そうかなあ。あ、ていうかなっちゃん随ずい分ぶん下した着ぎ買かってたけど、あれは……」

「あ、アイム！　兄さんの前でそういうこと言わないでください！」

「えー、だってブラのサイズ今までより大きく……あ、まさかなっちゃん結けつ構こう成長してたり……」

「きゃー！　きゃー！」

　七罪が悲鳴とともにアイムの口を押さえたおかげで、こっちまで恥はずかしくなるような会話は終了してくれた。下着売り場に行く時は九罰に『あっちで待っていて下さい』なんて言ったくせに、ここでそういう裏うら事情をばらすのはどうかと思う。ただでさえ、満員の店内で大おお声ごえは目立つのだから。

「はあ…………もういいです、全部兄にいさんが悪いんです」

「いや、いくらなんでもそれは責任転てん嫁かじゃ……」

「いえ、兄さんのせいです。なにかというと覗のぞいたり覗いたり覗いたり！　少しは自じ粛しゆくしてください！」

「それ半はん分ぶん以上は不ふ可か抗こう力りよくなんだってば！」

　そしてさらにその半分以上はクラーラのせいだと、ぜひ主張したいところだった。しかし七な罪つみはレモンティー片手に聞こえないふりだった。

「そういえばクバツー、あのお風ふ呂ろのことってなっちゃんには」

　また七罪の機き嫌げんを悪化させそうなことを！

　お風呂？　と七罪が首をかしげる。せっかくイヴが黙だまっていてくれたことを、こんなところで蒸し返さなくてもいいだろう。アイムはわざとなのか天てん然ねんなのか、にやにやと笑っている。

「いや、ほら、疲れたからお風呂入りたいなってね」

「はあ……？　あの、やっぱり兄さん、一昨日おとといの訓くん練れんで疲れているんじゃ……」

　確かに疲れはとれてはいないものの、動けないほどではない。とりあえず誤ご魔ま化かせたのか、七罪の意識は九罰の疲ひ労ろうに向かっていた。

「クバツー、一回の訓練じゃたかが知れてるよー。しっかり身につけたいならまたやんないと」

　ごもっともである。あるのだが──アンドラスの鬼おに教官ぶりを体たい感かんした九罰としては、はいわかりましたと上かみ屋や敷しき邸ていに赴おもむく気にはなれなかった。行くにしても、少し体力を回復したいところである。

　というか、今は休日だから良いものの、あれだけしごかれてしまえば学校なんて行けなくなるのではないだろうか。実際、訓練の次の日に九罰は動けなかったわけだし。

「…………ちゃんと、身についてるのかな」

「ま、剣に関しちゃアンドラスは規き格かく外がいだし？　人に教えられもしないヤツが達たつ人じんなんて名乗れないでしょ？　続けていけばそれなりに効果はあると思うよー？」

　あの、騎き士しを標ひよう榜ぼうする悪あく魔まを思う。

　いけ好かないし、嫌きらいなタイプであるのは間違いない。しかし、剣の腕はまぎれもなく本ほん物ものだった。しかも、アンドラスはあの剣を振るう理由が、とてもとても明確である。くだらない噓うそに翻ほん弄ろうされたりもしたのだが、しかし、それでも。

　アンドラスの剣は、全て上屋敷イヴのために。

　そう思えば、九罰はそこにある種の憧あこがれさえも見ることができた。美しき姫ひめと、それを守る騎士。まるで童どう話わに出てきそうなモチーフだが、実際にそれを見てしまうとなかなかバカにしたものでもないと思う。事実、門を守ると立ちはだかったアンドラスは、その場から一歩さえ動かずに九く罰ばつを圧あつ倒とうした。

　その不ふ撓とう不ふ屈くつぶりでイヴを守れば、かの姫ひめ君ぎみに傷一つだってつけられまい。

　誰だれかを守る強さ。口で言うのは簡単だし陳ちん腐ぷだけれども、しかしアンドラスはそれを持っている。それは九罰には見習わなくてはならないものだった。

　アイムも、そして七な罪つみも。九罰には守らなくてはならないお姫様さまが二人もいるのである。アンドラスくらい強ければ、悪あく魔まだろうがエクソシストだろうが敵ではないに違いない。その強さと、強さに相応ふさわしい精神が。

　純じゆん粋すいに、羨うらやましかった。

「うん、また行くよ。時間見みつけて、イヴさんのところに」

「おおー！　クバツさっすがー！　アタシもちゃんと応おう援えんするからね！」

　アンドラスが何な故ぜあそこまで強いのかはわからないけれど。

　せっかくイヴが気をきかせてくれたのだから、それを利用しない手はないと思った。また身体からだが快調になれば、アンドラスに剣を教えてもらおう。打たれ叩たたかれ地に引きずり落とされるだけだとしても、だ。

「あ、じゃあ私も一いつ緒しよに行きますよ。またイヴさんに聞きたいことができてしまって」

　ニコニコ顔で七罪が言う。彼女も彼女で、イヴのことを好いているらしかった。金もあり美び貌ぼうもあり知性もあり人望もありでは、上かみ屋や敷しきイヴの持っていないものを探すのが難しいように思えてくる。

「ねー、なっちゃん。そういえばいつものあの店行ってないんじゃない？」

「あ、そういえばこっちのお店は全然まわってませんでしたねっ。こっちもセールはやっているはずですし……この際ですから春はる物ものまでまとめて買っちゃいますか？　アイム？」

「わーい、やたー！」

「その前にもう少し休ませてね……」

　まったく元気な姫様方がたであった。

　その時、七罪の服からひょこりと出した顔があった。白く細長い体たい軀く、アイムの使い魔まのバステトであった。最近のお気に入りは七罪の服の中らしく、気がついたら紛まぎれこんでいたりするらしい。

「あれー、どしたのバステト？　なんかあった？」

　主あるじであるアイムが聞いても、バステトは舌をちろちろと見せるだけ。七罪も服の下に侵しん入にゆうされるのは慣れてしまったのか、ちょっとくすぐったそうに笑っているだけだった。

「ん？　そう、ホントに？　うん、そう……あ、もう、すぐにね？　おけおけ」

「どうしたの、アイム？」

「うーん、あのね、知ってるやつがもうすぐこの店に来るって言ってるんだけど、誰だれだろうね？　ほら、バステトには人間の名前とかわかんないからさー」

「ふうん……どうしてわかるの、そういうの」

「赤せき外がい線せん。目で見えなくても、遠くから温度でわかるのよ」

　相変わらず、すごいことをあっさりと言う悪あく魔まである。ヘビには独どく特とくの器き官かんがあって、それで獲え物ものをとらえるという話は九く罰ばつも聞いたことがあった。要よう約やくすれば、それをとんでもなく強化した感覚、ということになるのだろうか。アイムも、彼女特とく有ゆうの『匂におい』で悪魔の存在を察さつ知ちしているが──。

　アンドラスといいアイムといい、結局のところ、悪魔の感覚を人間の常識で理解しようというほうがおかしいのかもしれなかった。

「まぁ、バステトがすぐだって言ってるし。こら、いい加か減げんなっちゃんの服から出なさい」

　怒られると、亀かめのようにバステトが首をひっこめた。どうやら相当に気に入ったらしい。

　そんなわけで、九く罰ばつは何気なく喫きつ茶さ店てんの入口に注目していたのだが──やがて入ってきた人ひと影かげを見て、啞あ然ぜんとした。

「やあ、ここにいたね。随ずい分ぶん探したんだよ」

　注文もせず、まるで待ち合わせでもしていたかのように九罰らの席へとやってくる。

「羽は堂どうにも手伝ってもらったんだが、いや人が多いな。カーニバルの中で人を探すなんて至し難なん、もう二度とやりたくないね」
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　それが、まだカーニバルの仮か装そうでもしていたなら、九く罰ばつも偶ぐう然ぜんの出会いで片づけられただろう。だが生憎あいにく、服装は白のネグリジェ。露ろ出しゆつが多いわけではないが、さりとて街を歩くような服装でもない。悪わる目立ちするその服で、喫きつ茶さ店てんの中の注目を浴びているのも当然と言えた。

　なのに。

　上かみ屋や敷しきイヴが身にまとっているというだけで、ネグリジェすらフォーマルドレスに見えてしまうのは。

「あ、あの……イヴさん。その格かつ好こうは」

「さて、九罰くん。君には貸しがあったね。その貸しを返してもらおうか」

　こちらの話を聞く気はないらしい。九罰も七な罪つみも呆ほうけるしかなかった。

　そもそも──この姫ひめ君ぎみが、丘の上の屋敷から外出するということ自体、意い外がいだった。さすがにずっと屋敷にいるわけでもなかろうが、普通の街を歩くイヴの姿すがたは、それだけで大きな違い和わ感だ。

「ま、詳しい話は人のいないところでしよう。あまり人に聞かれたいものじゃない」

「……場所、変えますか」

　すでに、イヴのペースであることは自覚していた。しかし彼女に逆らって良いことがあるとも思えなかった。親切で人ひと当あたりの良いイヴのこと。なにかを企たくらんでいるなどということもあるまい──多分。

「いや、いい。見れば荷物も多いようだからね。少し待っていたまえ」

　その後。

　九罰らの目の前で起きたことを理解するのには、少々労力がいる。いや、そのこと自体はシンプルな現げん象しようなのだが、それをきちんと受け止めようとすると精神的な疲ひ労ろうが襲おそいかかってくる。そんな光景。

　短く言ってしまえば。

　イヴが人払いをした。それだけのこと。

　喫茶の店長と二ふた言こと三み言こと会話をしただけで、店長は店から客へ退出を促うながしたのだ。カーニバルで満席だった喫茶店が、十分も経たたないうちに九罰らの貸し切り状態へ移行する。もちろん、文もん句くをつける客だっていたが、そんな相手はイヴがなにか囁ささやいただけで青ざめて退たい散さんしてしまった。

「待たせたね。ここの喫茶の開業の時は私がいくらか出しゆつ資ししていてね。いやあ客が協力的で助かったよ」

　協力というより脅きよう迫はくである。

　カーニバルという稼かせぎ時にこんなことをされては、喫茶店のほうはたまったものではないだろう。しかしイヴは平然と澄すました顔で、適当な椅い子すに腰かけた。ネグリジェ姿すがたなのに堂に入ったものである。

　イヴは敵に回さないようにしようと、九く罰ばつは心から思った。

「さて、なにから話したものかな」

「あの……えっと、僕らになにか、用事が？」

　ここまで徹てつ底てい的に、かつ傍ぼう若じやく無ぶ人じんに人を遠ざけては嫌いやでも身み構がまえてしまう。イヴが無む茶ちやを言うとも思えないが──だからといって、イヴが甘い人間ではないことも、九罰は知っているのだ。アンドラスの訓くん練れんのことを考えれば。

「そう、君たち──九罰くんとアイムくんにしか、頼めないことだ」

　アイムにしか頼めないというのならば、そこから導きだせる答えは、決して多くない。戦せん闘とうの悪あく魔ま、火か炎えんによる破は壊かいのエキスパート。地じ獄ごく最高峰ほうを自じ称しようする、屈くつ指しの将しように頼むことなんて。

「アンドラスが反はん逆ぎやくした」

　静せい寂じやくの店内に、よく通るイヴの声。

「屋や敷しきを奪うばわれた。私が幼い頃ころから住み、父から受け継いだ大事な屋敷だ。アンドラスは私に剣を向け、屋敷をもらいうけると言った。準備ができた、とか宿しゆく願がんを果たすとか、意味のわからないことも言っていた。けれど、私はか弱い乙おと女め、あの暗あん殺さつ魔まに力で勝てるわけがないからね」

「いや、イヴさん、ちょっと」

「君たちを一ひと晩ばん屋敷に泊めたね。いや、なに、その恩を返せなんて言うつもりはこれっぽちもない。あれは本当に無む償しようの、親切からの行いさ。ただ、もし君がそれに対して感謝をしているのならば、私は今丁ちよう度ど君たちの力を発はつ揮きできそうな困り事を抱えているよ、ということなんだがね」

　アンドラスが、反逆？

　あの、騎き士しを自称し、振るう剣で主あるじを守る。その仮か面めんに隠かくれた鋼こう鉄てつの意い思しを九罰もひしひしと感じとっていたのに。あの忠ちゆう実じつな悪魔が、反逆だなんて。

「なにかの、間違いじゃ……それ」

「いいや、事実だ。少なくとも、私が今こんな服装で外に出歩いていることが一種の証明となると思うのだがね」

　昨日きのうの夜、なのだろうか。

　いや、よく見れば、清せい楚そなネグリジェは少々汚よごれていた。一晩出で歩あるいたくらいでこうはならないだろう。そうだ、そういえばイヴは荷物を持っていない。この姫ひめ君ぎみがハンドバッグをもつ姿すがたなんて想そう像ぞうできないが──普通、外出する時に財さい布ふや携けい帯たいくらいもつだろう。

　ましてや、一人ならばなおさら。

「最初は羽は堂どうのところに行ったがね、彼には頼めないんだ」

「そーりゃそうでしょ？　アンドラスとフォラスじゃ、真まっ向こう勝負でフォラスに勝ち目なんかないもん」

「無む論ろんそうだろうね。そもそもフォラスは戦せん闘とう向きじゃない。そのぶん、羽は堂どうの腕が発はつ揮きされるわけだけれども──なにせ、風かぜ使つかいだからね。アンドラスは森に棲すむ鳥だから、風を読み取るのはお手の物だ。相あい性しようが最悪なのさ。羽堂は代だい償しよう集めのために何度もアンドラスと戦っていたしね。手の内もバレている。羽堂には任せられない」

　だから、九く罰ばつに。

　全て焼き尽くす灰の白。その破は壊かい魔まを従える、遠とお野の九罰を探していたということか。こんな風ふうに午後にやってきたのは、さっきまで九罰らが隣となり町まちで買い物をしていたせいかもしれない。そうだ、彼女はまず真まっ先さきに、九罰らの家に行ったに違いないのだ。

　今の今まで、当てもなく自分たちを探していたのだろうか。ずっと。

「いやあ、なに、無む報ほう酬しゆうとは言わないさ。君の働き如何いかんでは、それなりのものを用意してある」

　意味深しんに笑うイヴ。彼女は終しゆう始し一いつ貫かんして上から目め線せんで、力を貸してくれとか協力してくれとか、そういう言い方はしなかった──いや、できないのかもしれない。そもそも人になにか頼むということを滅めつ多たにしない女性に思えた。

　この高こう圧あつ的てきな態度も、不ぶ器き用ようさだと言い換えることもできるだろう。

「報酬、って」

「ふむ、そうだね。私が一つだけ知っている、悪あく魔まの代償をキャンセルできる方法を教えるというのはどうだろう？」

　空気が、変わった。

　今までただただ驚くだけだった七な罪つみも、話半はん分ぶんでバステトを手に巻きつけていたアイムも、さすがに目を開いてイヴを見る。対してイヴは平へい静せいと笑えみを崩くずさない。その戦せん慄りつの美び貌ぼうで、九罰をじっと見つめてくる。

　内ない臓ぞうが、すくみあがるような美しさ。

「それ……そんなの、あるんですか。あるならなんで」

「あるにはあるが、反はん則そく中の反則、例れい外がい中の例外、特とく例れい中の特例なのさ。この手しゆ法ほうが使われるのは非常に限定的──先に言っておくが、君とアイムくんの場合も含め、大たい抵ていの悪魔召しよう喚かん者しやはこの方法は使えない。私とアンドラスの場合もね。だから先日屋や敷しきに来た時も、私は伝えなかった。そんなイレギュラーでも聞いておきたいと言うのならば、それなりに働いてもらおうじゃないか」

　九罰には使えない方法だと、イヴは断だん言げんした。

　それならば、九罰が聞いても無む駄だだろうか？　いや、そんなはずはない。そこからなにか手がかりが見つけられるかもしれないし、そうでなくても参考程てい度どにはなるはずだ。悪い話じゃない、と思う。

　それになにより。

　アンドラスが、反はん逆ぎやくだなんて。あれだけ姫ひめを守る騎き士しとなっていたアンドラスが。そんなこと、九く罰ばつには許せなかった。口に出さなかった憧しよう憬けいが、それだけで憤ふん怒ぬと変わる。

（イヴさんになにやってんだよ……アンタ、騎士なんだろう？　自分で散さん々ざん言ってたくせに……）

　勝かつ手てな怒りだとはわかっていたけれど。

　それでも、アンドラスがなんでそんなことをしたのか。九罰は問いただしてみようと思った。

「…………うさんくさいわねー」

　けれど。

　意い外がいにも、バトルマニアの悪あく魔まは嫌いやそうな顔をしていた。戦せん闘とうであれば嬉き々きとして飛びつくはずなのに。今は詐さ欺ぎにでもあったような顔つきをしている。

「代だい償しようの支払いは絶対。引き延ばしはできても帳ちよう消けしになんてできないわよ？　他ならぬ悪魔のアタシが言うんだから。そんなありもしないエサでアンドラスと戦わせようなんて……ねえ、イヴ、ちょっと都つ合ごう良すぎるんじゃない？」

「おやアイムくん。アンドラスが怖いのかい？」

「仕事と報ほう酬しゆうが釣つり合わないって言ってるのよ！　アンドラスはそこらの悪魔とは違うってのアンタが一番よくわかってんでしょーが！　アタシは戦えればそれでいいけど、それだってタダじゃないの！　アンドラスと戦うならそれなりの代償は覚かく悟ごしなきゃなんない──そのツケはクバツにいくっての！　その報酬が噓うその情報じゃやってらんないでしょ!?」

　なるほど、アイムにとってはまさしく詐欺なのだ。考えてみれば、アイムにはデメリットしかない。そもそも、イヴは九罰には使えない方法だと明めい言げんしているのだから。

　けど。

　九罰には、それだけじゃないから。

「……やります。やらせてください、イヴさん」

「いい心がけだね」

　アイムは不満そうに頰ほおを膨ふくらませていた。そうだ、最初から決めていた。アイムの代償を払いたくない、アイムと一いつ緒しよにいたいというのは、自分のわがままなのだ。だから、ここでそのわがままを通させてもらう。

　アイムには、身み勝がつ手てに付きあわせてしまうことになるけれど。

「……兄にいさん、あの」

「大だい丈じよう夫ぶ、ケガなんかしないよ。アンドラスとはもう何度も戦ってるし。次こそ勝てるさ」

　大おお噓うそだった。こんなでまかせは七な罪つみには通用しないらしく、険けわしい瞳ひとみで睨にらみつけてきた。怒られるかもと思ったけれど、結けつ局きよく七罪はなにも言わなくて。

　納なつ得とくしてくれたのだろうか。

「クバツ、でも、アタシの代償については考えてるの？　アンドラスと戦うのは別にかまわないけど、その途と中ちゆうで代だい償しよう切ぎれなんて目も当てられないよ」

「う……」

「ほらー！　なんも考えてないじゃん！」

　アイムは意い外がいに論ろん理り的だ。的てき確かくかつ容よう赦しやない反はん駁ばくは九く罰ばつを容易たやすく追い詰める。しかもそれが、全て自分のためでなく──九罰の不ふ利益を考こう慮りよしてのことなのだから、なおさら九罰には言葉がない。

「アイムくんの代償は、人の魂たましいだったね」

　そこへ助けるように口を開いたのは、イヴで。

「それならば、ないこともない。かなり古いものだが屋や敷しきに…………いや、より正確に言うならばアンドラスが所しよ持じしている」

「魂を、所持……？」

　噓うそというならば、九罰にはこちらのほうが噓のようにも思えた。

　あまりにも都つ合ごうが良すぎるし、なにより魂なんてものをどうやって保ほ管かんするというのだろうか。悪あく魔まならばできるのかもしれないと思ったが、それにしたってできすぎだ。

「それ、本当ですか？」

「物ぶつ証しようは生憎あいにく持ち合わせていない。私ができるのは、これが噓でないと明言することと──そうだね、アンドラスがなぜ人間の魂なんて所持しているのか、その経けい緯いを話すことだけだ」

　もう、誰だれもイヴの物語に口を挟もうとはしなかった。波のごとく歌う彼女に、すっかり酔よわされていた。

「少し長くなるが、始めよう。楽らく園えんの始し祖そを騙かたる、無ぶ様ざまな慰なぐさみ物の昔むかし語がたりだ────」




　私の名は、イヴなどではない。

　漢字で記せば上かみ屋や敷しき慰い撫ぶとなる。名付けたのは父だ。そう、アンドラスを呼びだした、狂きよう気きの悪魔崇すう拝はい者しや。私が屋敷に連れてこられた時、すでにこの屋敷には彼と、彼の世せ話わをする使用人しかいなかったよ。本来の土地の有力者であった上屋敷家は、私の父に乗っ取られたも同どう然ぜんだ。

　悪魔研けん究きゆうに耽ひたるために婿むことなったような私の父だ。上屋敷家の人間は、彼の妻も含めて出て行ってしまったのだと聞いているよ。なにしろ、私の父はこの土地を絶対に離れようとしなかったらしいからね。

　父は、狂っていた。断だん言げんしてもいい。彼が正常な思し考こうを持っていたとはとても思えない。どういうルートを使ったか知らないが、彼は奇き形けい児じをたくさん集めていてね。それを檻おりにいれては、動物のように鑑かん賞しようしていた。ああ、暴ぼう力りよくなどはなかったようだ。なにせ動物は、檻にいれて楽しむものだと──彼は、そう思っていたようだよ。猿さると同じ檻の中で遊ゆう戯ぎする者はいまい？

　そんな男が、私を娘むすめとして迎え入れた。当時赤あかん坊ぼうだった私を引き取って、慰い撫ぶと名付けたらしい。だから私は実の父母を知らないんだ、もっとも得え体たいのしれない狂きよう人じんに自分の子供を渡してしまったような両親のことを、知りたいと思ったこともないけれど。

　最初の七年くらいは、私は普通に育てられていた。といっても、あくまで比較的、普通という意味だが。家に檻おりがあることも、その中に奇き形けいの子供が入っていることも、その当時の私にとっては普通のことだった。ただ、周囲との差が明確に見えてくるような頃ころ──学校に通いだしてからは、だんだんと私の父がおかしいのではないかと感づいてしまったのだがね。

　だから指し摘てきしたさ。そのおかしいことをね。いや、子どもだったから実に無む邪じや気きなものだ。おとうさん、さきちゃんのいえにはおりがないんだって、どうしてうちにはあるの──なんだい、九く罰ばつくん。私にだって幼よう女じよだった頃があるんだよ？

　いやあ、子どもの想そう像ぞう力では、それが暴ぼう力りよくに発展するだなんて思わなかったよ。私の言葉に父は憤ふん慨がいして、実に色々なことをされたが、いや、今にして思えばあの男はもともとそういうつもりだったのだろう。虐ぎやく待たいする口こう実じつを探していたようにも思える。大体、慰撫なんて名前を娘につけていた男だ。慰なぐさみ物にしようとする考えが透すけて見えるじゃないか。

　私は生きていたい。以前、アイムくんと七な罪つみくんにはそう言ったね。そう、私は死が怖いんだ。あの男、私の父はまさに生きた死人だった。言げん動どうも行動も、そこに生物らしい輝きなど何一つない。私はね、あの男のようにはなりたくないんだ。

　それこそ、死んでもね。

　さて、ここで私が受けた様々な辱はずかしめを、君たちに詳しよう述じゆつする気はない。なにせ君たちは前ぜん途と有望な高校生、私の体験なんかを聞かせてその鼓こ膜まくを腐くさらせる必要なんてわずかほどもないんだ。だから、私が最後に受けた恥ち辱じよく──悪あく魔ま召しよう喚かんの生いけ贄にえとして捧ささげられた時のことだけを、話そう。

　父の最大の目的は、悪魔を呼びだし実じつ体たい化かさせることだったようだ。そのためにこの土地に住み、あれだけの蔵ぞう書しよをかき集めた。それなのに、どうしてだろうね。気が狂っていたらしい父は、代だい償しように私を使おうとしたんだ。

　その時、私は十歳さいくらいだっただろうか。下した着ぎ姿すがたで、両手と両足は手て錠じようで拘こう束そくされていた。泣いていたかは覚えてないが、多分無む表情だったろうね。その時とき虐待はエスカレートしていて、私には泣き叫ぶ体力もなかった。確か食事をろくにもらっていなかった気がするから。ああ、記き憶おくが曖あい昧まいなのは、もう意識が朦もう朧ろうとしていたからかもしれないね。

　ただ、複雑な線を描く紋もん章しようの上に、アンドラスが現れたことだけは、はっきりと覚えている。私にとって、それは印いん象しよう的な光景だった。

　出現したアンドラスに、私の父がなんと言ったかは、これまたはっきりとは覚えていない。さあ、よくきたな殺さつ戮りくの悪魔。ここにいる娘が貴き様さまへの生贄だ。存分に血をすすり肉を食らって欲を満たせ。そして私の命めいを聞け──どうかな。想像と思いつきで真ま似ねをしてみたが。いや、私の父はこんな口く調ちようではなかったね。

　いずれにせよそんな意味の事を言ったのさ。そう、アイムくんの言う通りだ。こんな下げ衆すな男を、アンドラスが主人として認めるはずがない。彼の代だい償しようがなんなのかは今もってわからないけれど、たとえ十分な代償があったとしても、そのように居い丈たけ高だかに命令する狂きよう人じんは、アンドラスの空より高いプライドを傷つけただろう。無数の刃やいばで私の父が解かい体たいされるのは、一いつ瞬しゆんだったよ。

　ああ、そうだ。私の父を殺したのは、アンドラスなんだよ。

　もっとも、悪あく魔まに殺される召しよう喚かん者しやは珍めずらしくない。後で検けん証しようしてみたが、どうも雑な召喚儀ぎ式しきだったらしくてね。正しい手て順じゆんを踏めばもう少し上う手まくできたはずなのだが、父はもうそれすらできないほど狂っていたのかもしれないね。ましてや、代償も間違っていた。それはもう、私が代償としてアンドラスに吸収されていないことからわかる。

　覚えているのは、アンドラスが父を殺したあたりまで。その後の記き憶おくは少々あやふやだが、気づけばもう隣となりにアンドラスがいて、私の命令を聞くようになっていた。十歳さいちょっとの小こ娘むすめにアンドラスは忠ちゆう誠せいを誓ちかったんだ。それがなぜなのか、年を経てから聞いてみても彼は多く答えなくてね。あまり触ふれられたくないことだったのだろう。

　だから私は──贖しよく罪ざいだったのだと思うことにしている。

　問もん答どう無む用ようで狂人を殺害した。それはアンドラスの都つ合ごうで、私には関係がないはずだろう。私は、父が死んで泣いた。そうだ、九く罰ばつくん、虐ぎやく待たいされていたのに、だよ。性的なものを含めた暴ぼう力りよくをこの身に受けていてもね。それでもあの人ひと以外に、私には肉親がいなかった。

　暴力を振るうから家族じゃないとか、利益があるから家族でいるとか。肉親とか血けつ縁えんとか家族というものは、そう単純じゃないだろう？　私は、泣き叫ぶ体力などなかったから、開いた涙るい腺せんから流れ落ちる涙をただ感じるだけだった。しゃくりあげもせず、ただ力の抜けた瞳ひとみから滴しずくが垂れるだけだったんだ。そんなことばかり、記憶は鮮せん明めいだ。

　それを見たアンドラスが、贖罪のために一時の忠誠を私に預けても、おかしくないと思うんだ。もちろんそれはきっかけに過ぎないだろうね。十年も一いつ緒しよにいたんだから、もうアンドラスは、私に望んで仕えてくれているものだと思った──思っていたのだけれど、彼は、私に向けて、剣を。

　私の勘かん違ちがいだったのだろうか。だとしたら、それはとても……いや、なんでもない。すまないね、話がずれた。

　アンドラスが贖罪のために私に仕えていたという根こん拠きよは、まだある。

　彼は鳥かごをもっていた。そう、ケージだよ。はは、彼が鳥かごを提さげているなんて想そう像ぞうつかないかな。部屋に置いて、大事にしていたんだ。その中には──私の父の魂たましいが囚とらわれていると、そう聞いている。

　本当かどうかは知らないさ。なにしろ私には魂なんてものが見えないからね。ただ、アンドラスはそれを捨てずに持っていた。私は捨てろと言ったんだ。父の魂たましいなど、鳥かごに押しこめても意味がない。そうだろう？

　囚とらわれた父が、嘆なげいていると思うと、不ふ憫びんでね。

　ああ、勘かん違ちがいしないでくれよ？　父を殺したことで私がアンドラスを恨うらんでいるなんてことはない。むしろ感謝している。私は虐ぎやく待たいから解放されたし、檻おりに閉じこめられていた奇き形けいの子らも自分の家に帰っていったよ。まあ、その故こ郷きようで幸せになれたかは、私は関かん知ちできないことだけれども。

　いずれにせよ、だ。アイムくんの代だい償しようとなる魂は、屋や敷しきの中にある。それを食らえばアンドラスに対たい抗こうしうる力を得ることになると思うのだが、どうだろうね？　人間一人分、それも悪あく魔まと狂きよう気きにまみれた魂だ。さぞアイムくんには相応ふさわしいと思うのだがね。

　いや、私の父も、ずっと囚われたままより、そちらのほうがずっと良いはずだ。

　だから、代償のことは気にしなくていい。屋敷に侵しん入にゆうし鳥かごを手に入れることができれば、の話だがね。




　そう締めくくって、イヴの長い話は終わった。

　七な罪つみが青ざめているのは、イヴの過去を想そう像ぞうしてしまったからだろうか。しかし同情も感かん傷しようも、イヴはおそらく望んでいない。そんなことのために話してくれたわけではないのだ。

　魂がある。

　アイムの代償となる、人間の魂が囚われている。

「鳥かごに囚われたままか。悪魔の代償となって焼しよう却きやくされるか。まあいずれ最さい悪あくな二に択たくではあるだろうが、なに、彼が生せい前ぜんにやってきた悪あつ行こうを考えれば自じ業ごう自じ得とくさ」

　さして悲しくもなさそうに、イヴは言った。九く罰ばつはその意見にそのまま頷うなずくことはできそうになかったけれど、だからといってイヴの父であったという人物に同情する気もなかった。

「ねー、クバツ、どうする？　アタシはそりゃ、クバツが行くって言うなら従うけど、けどさぁー」

　そこまで露ろ骨こつに嫌けん悪お感を呈ていされては、九罰としても頷きがたい。

　けど、代償の問題は解決した。アイムとしても、論ろん理り的に九罰を止める手段はもはや持ちえないのだ。炎ほのおの悪魔のプライドとして、『危険だから』『勝てないから』という理り屈くつは口にできないものだろうし。

「うん、やろう。イヴさん放っておけないし。羽は堂どうじゃ勝てないっていうなら、僕らがやるしかない──そうでしょ、アイム？　僕らが一番、強いんだからさ」

「…………それだけ、アタシ買ってくれてるってことよね。しゃーない、手伝ってあげよっか」

　最後は、間違いなくともに来てくれる悪魔。何度だって思う。それがなにより心強い。だから、アイムに頼るだけの自分にはなりたくないし。

　あのアンドラスを倒せば、少しはアイムに頼ってもらえるかもしれない、ということも思って。

「ふむ、では、実際の作戦を考えようか。屋や敷しきの奪だつ還かんが無む論ろん最大の目的だが、それを阻はばむアンドラスがいる。彼がいる以上、いくら屋敷の中に侵しん入にゆうしても安あん穏のんとして眠れることがないわけだから」

「ふん、手段が目的に変わるわね。アンドラスを倒す──地じ獄ごくに送り還かえすか、せいぜい戦せん闘とう不ふ能のうにまで追いこめば、とりあえずはオッケーってことね」

　それは口で言うほど簡単なことではない。しかし方法が他にないことも事実だ。

「贅ぜい沢たくを言うようだが、地獄に還すという選択肢しはなるべく排はい除じよしてくれないか。なにせ、アンドラスがなぜ私を追いだしたのか、まだ聞いていない。それを聞かずアンドラスのいない屋敷に帰っても、虚むなしいだけでね」

「……ホントはなんかしたんじゃないのー？　主あるじに相応ふさわしくないって言われたんでしょ？　だったらもう見み限かぎられちゃったんじゃない？」

「それなら、いや、その方がいくらかマシというものさ。私のせいだというのならば納なつ得とくがいくが……仮にそうだったとしたら、私がまだこうして生きていることが不ふ可か解かいだ。アンドラスならば、見限ることと殺すことは同どう義ぎだろうからね。なにも言わず首をはねるに違いない」

　確かに、アンドラスの忠ちゆう誠せいは主にのみ。主以外にはまったく容よう赦しやがないのだ。九く罰ばつも二度戦ってまだ生きているのは、単にイヴの来客だったから生かされていたにすぎない。

　今度は違う。

　正しよう真しん正しよう銘めい、加か減げんなしの宿しゆく敵てきとして相あい対たいするのだ。

「あの武ぶ器き…………見えないあの剣だけでも、なんとかしないと」

「ってかあれレイピアよ？　本来は刺さして突いて貫つらぬく武器なんだけど。あれで斬ざん撃げきってさあ、一体どうやってんの？」

　アイムの疑問ももっともで、九罰は剣を握っていた手に刻まれた傷を見る。

　傷きず自体は、決して深くない。おそらくカッターナイフを使っても同じような傷はできるだろう。けど傷口はなぜかぎざぎざとしていて、治りが遅いのだ。小さなかさぶたが痛々しい。

　けど、こんなものは大したことはない。

　アンドラスの一いち撃げきは決して強くないことを、九罰は見抜いていた。脅きよう威い的なのはその手て数かずだ。こちらが一手放つ間に百手返されては、どんな剣けん豪ごうだって勝ち目はない。

（一応……準備だけはしていくかな）

　以前、アイムと相談しておいた作戦が一つある。

　けれど、それがアンドラスに通用するかはわからなかった。なにしろ敵の剣が見えない。あれだけのスピードで繰り出される刃やいばは、もはや盾たての役割も果たすのだ。こちらの攻こう撃げきが通るとは思えなかった。

　つくづく、反則。

「ま、そこはそれ、君たちに任せよう。なにしろ戦せん闘とうの専門家か、生きつ粋すいの破は壊かい魔まなのだろう？」

「え」

「私の考えているのはこうだ」

　イヴが、その白しら雪ゆきのような指をアイムに向ける。

「アイムくんと九く罰ばつくんが、アンドラスを足止めする。これは足止めでいい。危なければ逃げてもいいだろう。それともアイムくんは敵に背を向けたりはしないのかな？」

「ふん、バカにしないで。敗走と撤てつ退たいの違いくらいわかるわよ。戦せん場じようじゃ、退ひくことは別に恥はじでも何でもない──退いた先に勝算があるならね？」

「見事だ。君たちがアンドラスを足止めしている間、私はアンドラスの部屋に忍しのびこむ。鳥かごをもっていこう。代だい償しようの魂たましい、存ぞん分ぶんに食らいたまえ。そうすればアンドラスもなんとかなるのだろう？」

　イヴの提案した作戦は、無む駄だのないように見えるが。

　やはり、戦闘はアイムと九罰任せだった。もっとも、それは当然だろう。九罰はやらせてくれと言ったのだ。イヴは暗に、その言葉を信頼してくれている。

「本当の目的が鳥かごだって、アンドラスに気づかれませんか」

「もちろんそうだ。だが、私が屋や敷しきに入る時間を稼かせぐために、君たちの足止めが重要なのさ。なに、あの屋敷のことは私が誰だれよりも通じている。どういう趣しゆ向こうかはしらないが、アンドラスも知らぬ抜け道があるのさ。中に入ってしまえば逃げきれる。私はその裏うら通路を通ってアンドラスの部屋に忍びこむからね。アンドラスをどう足止めし、どのタイミングで私と合流するかは、君たちに任せよう」

　要するに、こう言っているのだ。

　好きにやれ、なにをしても許す、と。

「ちょっとくらい屋敷ぶっ壊こわしても文もん句くは言わないでよねー？」

「ああ、もちろんだ。修しゆう理りできないほど貧乏じゃあない。必要なら屋敷の半分くらいもっていっても構わないさ」

　豪ごう気きなものである。あそこにあるものは椅い子す一つとっても相当な値段だろうに。

「私としては、もう屋敷に行っても構わないが」

「あ、すいません。準備がありますし……それに、七な罪つみ」

　まさか連れていくわけにもいかない。

　そういえば、さっきから七罪は黙だまっていた。俯うつむいてなにか考えているようだが、とりあえず家まで送らないと。

「一いつ旦たん帰って、アイムと少し打ち合わせしてから」

「では、一時間後にまたこの喫きつ茶さで落ち合おう。よろしく頼むよ」

　イヴが、その手を差しだしてきた。やはり居い丈たけ高だかな態度は崩くずさなかったが、そこに確かに信頼が見えたと、九く罰ばつは思った。それと同時に、この人に下した手てに出られたらそれこそ辟へき易えきしてしまう、とも。

　上に立つ人間、というのはいる。

　それに相応ふさわしい態度、在り方というものがあるし──それをきちんとわきまえているからこそ、九罰はイヴを不快に思わない。どれだけ上からの目線でものを言われても。

　むしろ、清すが々すがしいのだ。

「はい、お願いします」

　だから、イヴの手をしっかりと握り返した。ぞくりとするほど冷たい手。

　手が冷たい人は心が温かいなんて言葉は、迷めい信しんじゃないように思えた。







　準備は万ばん全ぜん。ライターは山ほど服に仕込んできた。

　家に帰った九罰は、アイムとアンドラスの攻こう略りやく法を相談した。まず、以前に使った携けい帯たいのライトは通用しない。目を閉じていても剣けん筋すじがわかると言ったアンドラスだ。もうその方法は使えない。

　バステトは、九罰の切り札の一つだったが──アイムによれば、強壮な白はく蛇じやはすっかり怯おびえてしまっているらしい。なんでも、アンドラスが梟ふくろうだからだとか。

「蛇へびの天てん敵てきの一つが梟。あ、アタシは平気なんだけどね。でも、とりあえず、バステトは今回は無む理り……かな」

　ならば、せめて準備だけでもきちんとしていくしかない。

　まず自分たちがアンドラスに対して持つアドバンテージを考えた。その内の一つが持っている武ぶ器きの量である。アンドラスの剣は一本だが、こちらはライターでいくつだって作りだすことができる。ならば。

　ブレードを何本犠ぎ牲せいにしようと、その数量で圧あつ倒とうしてアンドラスのレイピアを破は壊かいする。どんな騎き士しでも武器がなくては意味がない。

　なるべく多くのライターを収しゆう納のうするために、わざわざ機能的な学園の制服に着替えた。もちろん、あらかじめ考えていた作戦はそれだけではないけれど──当面は、武器破は壊かいで勝利をもぎ取ろう、ということになった。上う手まくいくかは、わからないが。

　九罰にあわせてか、アイムも制服だった。ただ、その顔にいつものご機き嫌げんな笑顔は貼はりついていない。唇くちびるを一文字に結んだ、緊きん張ちよう感のある顔。もっとも、これからアンドラスを相手にするというのに、気楽な表情をされていても困るが。

　イヴは、アンドラスを足止めしている間に鳥かごを探しにいく。その後、屋や敷しきの中で合流して、力を得てからアンドラスを撃げき退たいするのだ。アンドラスがすでに鳥かごを捨てている可能性もあったが、イヴはそれを否定した。

「捨てられるものなら、とっくに捨てているさ。私が命令しても捨てなかったのだから、彼なりの理由があって保ほ管かんしているのだろう。私に反はん逆ぎやくしたからといって捨てるとも思えないね」

　とのことだった。そう上う手まくいくかは、わからなかったけれど。

　最大の懸け念ねんは、七な罪つみ。

　七罪は、家にいろという言葉に素直に頷うなずいた。もっとごねるかとも思っていたので、少々意い外がいではあったが、七罪も一度アンドラスのせいで危ない目にあっているのだ。危険性が身にしみてわかったのかもしれない。

　アンドラスが七罪を襲おそう可能性を考えるが、それはすぐに安心できた。アンドラスは屋や敷しきを奪うばい取って、なにかをするつもりらしい。準備がどうのと言っていた、とはイヴの伝でん聞ぶんだが、それを鑑かんがみればアンドラスが屋敷を空けてどこかに行くことは考えづらい。よくよく家にいるよう言い聞かせていたら、アイムに過か保ほ護ごだと言われてしまった。確かにそうだと思った。

　イヴのことを気にかける。ネグリジェ一枚で二月の街をさまようわけにはいかないから、七罪のもつコートを持っていった。昨日きのうは安いホテルに泊まったらしいが、それだっていつまでもできることではない。いくらイヴの財ざいとはいえ、無限ではないのだから。

　元々は、アイムともっと長くいられる方法を探す。そのために屋敷を訪れたはずだった。アンドラスとのいざこざはあったものの、こんな事態に発展するだなんて思いもしなかった。

　屋敷は取り戻さねばならない。色々と世せ話わを焼いてくれたイヴに、恩返しの意味もある。それに、あの書しよ庫こにはまだ読んでない本がたくさんあるのだ。これからアイムと付き合っていくためには、その知識は必要だろう。

　なにより、九く罰ばつはアンドラスに怒っていた。あれだけ騎き士しとして主あるじの守しゆ護ごをうたっていたくせに──どうして。




「我わが屋敷、立ち入ることは許さんぞ、賊ぞくどもが」

　アンドラスは、屋敷の門に当たり前のように立ち塞ふさがっていた。

　こちらは制服の九罰とアイム、ネグリジェ姿すがたに九罰の持ってきたコートを羽は織おったイヴ。アンドラスは、九罰がおとりとして足止めを。その間にイヴが屋敷の中へ忍しのびこむ。その打ち合わせ通りにいけばいいのだが。

　問題は、九罰がどれだけアンドラスを食い止められるか、だ。

「君の屋敷じゃない。所有権を君に譲じよう渡とした覚えはないよ、アンドラス。私はその屋敷でないと生きていけない。きちんと返してもらおう」

「我が剣に怯おびえ逃げだした薄うす汚ぎたない女がのこのこと。路みちに身を投げだして娼しよう婦ふにでもなれば、その日暮らしくらいはできよう」

　なんて言いい草ぐさだ、と思った。ついこの間まで、驚くくらい恭うやうやしく接していたのに。娼しよう婦ふ、という前ぜん時代的な言葉まで使って罵ば倒とうするなんて。

「生憎あいにく、従じゆう者しやは君だけではないんだ。炎ほのおの悪あく魔まとその召しよう喚かん者しやが、その身を投げだして奉ほう仕ししてくれるという。いや、ありがたいことじゃないか。もう一度私に跪ひざまずきたまえよ、アンドラス」

　そんなこと言った覚えはないわよー！　とアイム。もっとも九く罰ばつもそれに同意だった。ただ協力するだけのつもりが、イヴの中でどれだけ都つ合ごうよく変換されたのだろうか。

「くだらぬ。我わが旋せん風ぷうにて一いつ閃せんする」

「それはどうかな──さあ、いきたまえ九罰くんアイムくん！　あの偉そうな仮か面めん男の鼻っ柱ぱしらを粉ふん砕さいしてやるがいい！」

　得意げに言っている。イヴの性格を考えれば本ほん心しんから言っていてもおかしくはないだろうが──これも罠わな。

　アンドラスの注意を九罰に引きつける。ここまで言われては、プライドで構成されているようなアンドラスのことだ。その意識の大半は九罰に行く。その隙すきに、イヴは屋や敷しきに侵しん入にゆうするのだ。

　もっともアンドラスは、屋敷に侵入するイヴに気づくだろうが。

　それはそれでいい。イヴを追わせないために、九罰がいるのだから。文字通りの、足止めである。

　九罰は両手でそれぞれライターをつかむ。すぐ隣となりのアイムは、目を合わせただけで頷うなずいてくれた。大だい丈じよう夫ぶだ。準備はできている。

　アンドラスはレイピアを構えた。空気を裂さくおぞましき鋼はがね。

「来いよ」

　短く告げる挑ちよう発はつが、始まりだった。

　地を蹴けるアンドラス。黒き外がい套とうをはためかせ、仮か面めんの騎き士しが肉にく薄はくする。それを迎げい撃げきするは高熱の双そう剣けん。既すでに悪あく魔まと同どう化かした九罰は、見えない一いち撃げきを交差させた剣で受け止めた。

「む、う…………ッ!?」

　そう、受け止めたのだ。

　アンドラスの剣は確かに早すぎて見えない。けれど、目では無理でも──同化した九罰ならば、耳で捉とらえることは可能だった。

　これが、作戦の一つ。

　空気を裂くレイピアの音。それは、ほんの一いつ瞬しゆんの短い音。けれども、同化し感覚が鋭えい敏びん化かしている今ならば、その音からアンドラスの剣けん筋すじを読み取ることはできる。そのまま、ブレードで挟みこみ、レイピアの動きを止める。

「貴き様さま、ァ……我が剣をッ……！」

『いいよクバツ！　そのままへし折っちゃえ！』

　アンドラスは、レイピアを突きだした状態で固まっている。二に刀とうで強ごう引いんに挟まれたレイピアは、微び動どうだにしていなかった。剣を引き戻せばよさそうなものだが、そんな動どう作さは隙すき以外の何物でもなく。

　そこを狙ねらわない九く罰ばつではないのだから。

「油ゆ断だんしてるからこうなるんだって！」

　渾こん身しんの力を込める。ぶっ壊こわれろと心で叫んだ。

　金属を削けずる耳みみ障ざわりな音。挟みこんだレイピアは、高熱のブレードの衝しよう撃げきで粉ふん砕さい──とまではいかなくとも、せめて真まん中なかから折れるはずだった。それくらいの膂りよ力りよくが、今の九罰にはある。

　が。

　手ごたえはなかった。一いつ瞬しゆん前まえまであったはずのレイピアは、すでにアンドラスの手に。

「噓うそだ、ろっ!?」

　引き戻す動作は見えなかった──そもそも、それなりに重いブレードで両側から挟みこんでいるのだ。いかにアンドラスが高速とはいえ、その状態で普ふ段だん通りに剣を扱っているとは思えない。

　九罰の剣を通り抜けて、文字通り通過して、金属の束そく縛ばくから逃げだしたようにしか。

「我わが屋や敷しきに、そうか、あの小こ娘むすめが入りこむ手て筈はずか」

　仮か面めんで視線は見えないが、殺さつ気きの行き先は痛いくらいにわかる。たった今門を開けて中に入ろうとしているイヴに向けられていた。

『クバツ！　イヴを守らないと！』

「わ、わかってるって！」

　両腕をしならせて、アンドラスの足元へ二本の剣を投げつける。それが地に刺ささる頃ころには、九罰はすでに新しい剣を作りだしてアンドラスに突とつ撃げきしていた。

「お前の相手は、僕だってのっ！」

　瞬まばたきする間に閃ひらめく、超高熱の陶すえの凶きよう器き。しかしそれは、アンドラスのたった一本の剣で防がれる。万の猛もう攻こうが、九罰の二本の剣に打ち勝つのだ。

　初しよ手ての一いち撃げきは、なんとか捉とらえることができた。けれど、それだけだ。今九罰を襲おそう無む数すうの刃やいばは、視覚だろうが聴ちよう覚かくだろうが剣けん筋すじのわずかも読み取ることはできないのである。

「……良かろう。我が邪じや魔まをしたこと、後こう悔かいさせてくれる。あの小娘など後に始し末まつすればいい。アイム！　その小こ僧ぞうが壊れるほどの全力を以て来い！　我が敗退はそれ以外にはありえんぞ！」

『んな無む茶ちや苦く茶ちやができるわけがないでしょーが！　ったく全力ガチバトルしか頭にないんだから…………クバツ、一いつ旦たん時間稼かせぎ！』

　慎しん重ちようなアイムの意見は、おそらく正しい。なにしろ打だ開かい策さくがないのだ。例の鳥かごを得るまでは代だい償しようも少ない状態。というか、代償があっても安心はできない。頼みの綱つなのバステトはアンドラスに怯おびえてしまって、協力してくれないのだから。

　いや、そんなことは今はいい。

　イヴは、すでに屋や敷しきの中に入っていった。ならばアンドラスの攻こう撃げき圏けん内ないに飛びこんで、切り刻まれるなど愚ぐの骨こつ頂ちよう。

「しっ……！」

　後退しながら投げつけるブレードは、地に刺ささり空を貫つらぬいてアンドラスの動きを阻そ害がいする。だが、足元に刺さった剣程てい度どでは、アンドラスは苦にもならないらしい。

　跳ちよう躍やくした。

　アンドラスが、助じよ走そうもなしで高く跳ねた。

「我わが剣の前に飛び道具などと小こ賢ざかしい！　騎き士しは剣の打ち合いのみによって勝敗を決するものだ！」

「は、は……鳥かよ、お前！」

　陽光を背に、梟ふくろうの悪あく魔まが落ちてくる。そうだ、こいつは悪魔。正まさしく人間ではない──鳥で間違いあるまい。

　九く罰ばつはブレードを投げつけた。空中では姿し勢せい制せい御ぎよもままならない、というのは地を這はう人間の理り屈くつだろう。アンドラスは外がい套とうをひるがえすようにして都つ合ごう四本のブレードを避けていく。避けられないはずだった一本は、ブーツで蹴けりつけて地に刺さる。

　その落下する様さま、大たい砲ほうの弾たまに似る。

「く、うッ!?」

　地をえぐる梟の爪つめは、無数に刻まれる銀の閃せん光こう。

　九罰は、落下しながら攻こう撃げきするアンドラスから辛からくも逃れる。この騎士は、確かに自分で言うように飛び道具など使わない。攻撃範はん囲いさえ見抜いてしまえば、見えない剣でも避けられるのだ。

　問題は。

　アンドラスはその移動の速度も、ずば抜けていることで。

「我が剣、貴き様さまの鮮せん血けつで研といでやろう！　小こ僧ぞう！」

　次々と投げつける熱剣をかいくぐって、仮か面めんの騎士が肉にく薄はくする。距離をとるより早く、アンドラスの剣が九罰を襲おそう。

「が、く…………ッ！」

　鋭い痛みは全身に。二の腕、腹、頰ほお、太もも。真しん紅くの線が九罰の表ひよう皮ひを疾しつ走そうして、その痛みを伝えてくる。一秒にも満たない時間で四か所も。一いち撃げきの傷が浅いとはいえ、こんな攻撃が百二百と続けば動きが鈍るのは目に見えていた。

　九く罰ばつはアンドラスのさらに後方に下がる。

「ああ、もう、しつこいなぁ！」

　九罰に張りつくように、アンドラスが追いすがった。時間稼かせぎもなにもない。そもそも、アンドラスが時間稼ぎを受け入れてくれるような相手ではないのだ。初しよ手てから全力手て加か減げんなし、最短時間で勝敗を決するつもりだ。

　相手がどれだけ弱かろうと。

　全力にて徹てつ底てい的に叩たたきのめすのが、騎き士しの礼れい儀ぎとでもいうように。

「くそ！　鬱うつ陶とうしいんだよ」

　両手の五ご指しの間にライターを挟みこみ、全部で八本の熱剣を作りだす。至し近きん距離から、ありったけの力をこめてブレードを投げつけた。

「我わが身で直じき々じきに手ほどきをしてやったというのに……この程度か！」

　鉄のぶつかりあう音。ブレードの一本を落とすのに、何度レイピアで打ちつけたのだろうか。何人もの鉄てつ琴きん奏そう者しやががむしゃらに楽器を叩きつけているような、そんな音がした。

　全て落ちる。障しよう害がいにもならない、とでも言うように。

　けれどそれで十分だった。九罰が屋や敷しきに逃げこむには。たとえ一いつ瞬しゆんだろうとアンドラスの動きを止めることができたならば。

　九罰は跳ちよう躍やくする。助じよ走そうをつけて、屋敷の門を飛び越える。アンドラスほどではないにせよ、同どう化かした九罰にもこの程度のことはできるのだ。

「敵に背を向けるか！　いかに相手が強かろうと、立ち向かうが騎士の武ぶ勇ゆうというのに！」

　その敵がお前じゃないか、と九罰は思った。それとも騎士道には弱い者いじめをしろとでも書いてあるのだろうか。屋敷に入りこんでから、九罰は振り返らずに駆かける。

　武ぶ器き破は壊かいは失敗した。ならば、しばらく戦せん闘とうを控えて、アイムと打開策を考えるしかない。でなければ、あの見えない猛もう攻こうに殺される。そう直感していた。扉とびらを開け、豪ごう華かな調ちよう度どの廊下を駆ける。アンドラスの追う気け配はいはまだないが、彼だって門もん扉ぴを飛び越えることは可能なはず。

　こめかみに、ぬるりとした感かん触しよくを感じた。いつの間にそんなところを攻こう撃げきされたのだろうか。まったく自覚がないまま、目に侵しん入にゆうしようとする血を必死で拭ぬぐう。

　ああ、でも、確かにそうだ。

　これは、アイムの言葉を借りるならば敗走なのだ。なにか考えがあって退ひく撤てつ退たいではなく、明確に不利だから、負けたくないから逃げる。ただの逃とう走そうなのだ。だって九罰には。

　頭の中に、何一つの勝算もなかったのだから。




　九罰は、客室の一つに逃げこんだ。

　あらかじめ決めていた、イヴと落ち合うための部屋。他にも客室はたくさんあり、使うあてなどないはずなのに、まるで明日あしたでも来客があるかのように清せい掃そうされていた。そういえば九罰らが泊まった時も突とつ然ぜんだったのに、部屋はきちんと用意されていた。

　だが、今はそんなことはどうでもいい。清せい潔けつなシーツを血で濡ぬらすことも厭いとわずに、九く罰ばつは身体からだをベッドに預けた。同どう化かを解とくと、身体からアイムがすり抜ける感かん触しよくがある。同時に身体の重さが二倍に跳ねあがった気がした。

　全身が重い。数日前にアンドラスにつけられた傷も、たった今いま作られた傷も九罰を苛さいなむ。動きがいつもより悪いのは、おそらく筋きん肉にく痛つうがまだ残っているからだ。こうなると、日ひ頃ごろの運動不足が本気で恨うらめしくなってくる。

「うん、アンドラスは来てないね…………ぅあー、もぉー、ちょ、クバツー？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　部屋の扉とびらに耳を寄せていたアイムが、今度は狼ろう狽ばいした様よう子すでベッドに駆かけ寄る。大丈夫だよと答えてあげたかったのだが、正直そんな元気もなかった。まだ整わない荒い息を繰り返すだけ。

　これから、どうしようと思った。

　イヴはまだ来ていないようだ。アンドラスも知らない抜け道を使うという話だったが、もしかしたらそれは案あん外がい時間のかかるものなのかもしれない。イヴは大丈夫だと言ったが、もし万まんが一いちアンドラスと鉢はち合あわせでもすれば命の保ほ証しようはない。

　上う手まく合流できたとする。彼女がもう鳥かごを得ているのならば、早くアイムに魂たましいを食べさせなければ。けれど、問題はまだある。代だい償しようを得たからと言って、アンドラスは簡単に倒せる相手ではないのだから。

　一応、考えがないわけではない。

　しかし、それがアンドラスに通用するとは思えないのだ。ブレードを投げても、近づいて斬きりつけても、アンドラスには通用しなかった。一いち撃げきも浴びせていない相手に、どうすれば勝てるのか。

　九罰は寝た体勢のまま、切り裂さかれたこめかみを撫なでる。やはり切り口は全て同じだ。ぎざぎざとした皮ひ膚ふの感触が指を刺し激げきする。あのレイピア、見えない高速の刃やいばは、やはり怖い。

（…………ん、なんか、おかしいな）

　アイムの話によれば、レイピアという武ぶ器きは刺し突とつするもののはず。

　刃があるかは見えなかったが、少なくとも攻こう撃げきが斬ざん撃げき主体になるとは思えない。武器というのは、その性能と使用者の技ぎ量りようがずれていたら効果を発はつ揮きしないのだから。アンドラスの動きは見えないが、自分の傷を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　アンドラスは、刺さす、突くといった攻撃を一切していない。

　ならば、彼は見えない速度で斬り裂く動どう作さを行っていることになる。

（でも、それなら…………そうだ、全然おかしいじゃないか）

　威い力りよくは重量と速度に比例する、ということくらいは九罰にもわかる。

　あのレイピアがどれほどの重さかはわからないが、残ざん像ぞうが見えないほどに速く動いているのだとすれば──こんな、浅い傷ですむものだろうか？　少なくとも、そんな速度の刃やいばならば、腕や首は切断されてもおかしくない。

　そう考えたら、むしろ自分がまだ生きていることが不ふ思し議ぎに思えてきた。

　手て加か減げんなど、アンドラスがするはずがない。九く罰ばつだって必ひつ死しに抵てい抗こうしていたけれど、まだ生きている。ならば、なんだ？　まだ自分の首と胴どうがつながっていることには、なにか明確な理由が────。

「ねえ、クバツ……」

　考えに没ぼつ頭とうしていて、気づかなかった。

　アイムが心配そうな顔で、覗のぞきこんでいた。ずっと黙だまっていたから、話せないほどの怪け我がだと思われたのかもしれない。まだ、全ぜん然ぜん戦える。だって。

　この手も、この足も、まだ動くじゃないか。

「もう、やめない？」

　だから。

　アイムがそんなことを言った時、自分の考えとの落らく差さで、すぐに意味を了りよう解かいすることができなかった。なんのことはない。勝かつ手てに、アイムも同じように思っていると勘かん違ちがいしてしまっていたから。

　その言葉が、意い外がいで。

「え？　あ、アイム？」

「まだ、やるの？　無む茶ちやだって……どうして、そこまでするの？　だって、イヴは関係ないじゃん。ここまでして、クバツになんの得があるの？　イヴ放っておいて帰ったっていーのに。なんで……こんな、クバツが危ない目に……」

　強気な炎ほのおの悪あく魔まが、こんな消極的なことを言うなんて思えなかった。

　確かに、アイムは最初からこの戦いには否定的だった。元々、情が深いぶん酷こく薄はくなところもある少女だ。イヴなど関係ないと言い放つのは──九罰はもちろん、そんな風ふうには思えないけれど──まあ、納なつ得とくができる。

　けれど、戦せん闘とうに関しては一流を自認するアイムなのだ。積極的かつ自信満々な言動に支えられて、あの神しん父ぷの悪魔も、風かぜ使つかいの正義漢かんも撃げき退たいした。それなのに、今まで戦った中でもかなりの強敵、アンドラスを前にこんなことを言うなんて。

「アイム……僕はさ、イヴさんも見捨てられないし……あんなアンドラスだって許せない。それだけだよ」

「噓うそ！　噓つき！　どうせイヴのでまかせにつられてるんでしょ！」

　でまかせ──というのはおそらく。

　イヴの言っていた、代だい償しようを支払わなくていい方法のこと。九罰はイヴが噓を言うなんて思っていなかったが、アイムは違うようだ。確かに、その報ほう酬しゆうも九罰を動かす理由ではあるけれど。

　それは、自分が勝かつ手てにやっていること。

　自分のわがままを、アイムのためにやっているんだなんて偽ぎ善ぜん的な言葉で隠かくす気は、九く罰ばつにはなかったから。

「仮に本当だったとしてもさ！　クバツには使えないってイヴも言ってたじゃない！　だったらクバツがここまでボロボロになることなんてないわよ！　いっつも無む茶ちやして危ない目にあうんだから！」

「でも、アイム……」

「こないだだって、大事なことずっと黙だまってたくせに！」

　それは、先月までのこと。

　九罰は彼女に言わなくてはならないことを、ずっと黙っていた。それはいくつかの事情があったせいだが、けれども九罰の中の加か虐ぎやく心がそうさせたというのも、間違いのないこと。

　でも。

　それは、許してもらったことではないのか。

「今……それ、言うんだ。アイム」

　確かに、強ごう引いんな方法で許しを勝ち取ったことは認めよう。けれど、だからといって一度許してもらったことをこんな風に蒸し返すのは、それこそ卑ひ怯きようではないのだろうか。

　だから、九罰は声を荒げて。

「僕は！　イヴさんだって見捨てるわけにはいかない！　アンドラスだってさ、あれだけ偉そうなこと言っときながらイヴさんに剣を向けるのも納なつ得とくできない！　イヴさんが僕らのとこに来たのなんでだよ！　簡単だろ、僕らしかアンドラスを倒せないからだよ！」

　こめかみから血を流し、ベッドに横たわっている状態でそんなことを言っても、説せつ得とく力などないかもしれない。けど、黙っているわけにはいかなかったのだから。

「は……クバツ!?　そんな、納得できないなんて理由でアンドラスと戦ってたの!?　忘れちゃダメだよクバツ！　アンドラスは暗あん殺さつの悪あく魔ま、剣を振るうのに、人を殺すのに理由なんてない！　だってそういうヤツら、そういう化ばけ物ものなんだから！」

　やめろ。

　化け物だなんて言うな。それが言葉の綾あやだとしても、罵ば倒とうと憤ふん怒ぬの裏側に自じ嘲ちようを塗ぬりこめるのはやめろ。アイムは、九罰のよく知っている女の子は、決して化け物なんかじゃない。ちょっと、人間と違うだけだ。

　守ってあげなくちゃいけない、女の子なのだから。

「僕は……アンドラスと戦うよ」

「クバツ」

「戦わなくちゃいけないんだ！　アイツ、強かったんだから！　誰だれより強かったのに、ただイヴさんを守るためだけに戦ってた！　それなのにこんなことするなんてさ！」

　だから、戦う。戦って勝って、アンドラスを乗り越えたなら。

　その時自分も、アイムや七な罪つみを守る強さを得られる気がした。あの反はん逆ぎやくの騎き士しに立ち向かい勝つには、そんな強さが必要なはずだから。

「意い地じっぱり」

「どっちが」

「いいよ、もう知らない！　アタシ悪あく魔まだから、召しよう喚かん者しやには従わないといけないもんね！　勝かつ手てに同どう化かでもなんでもすればいいでしょ！　でももうアドバイスとかしてあげないから！　ボロボロにされて反省しなさいよ！」

　死んでしまえ、とは言わなかった。

　ならばきっと、この悪魔はそこまで怒っているわけではないだろう。九く罰ばつがアンドラスに叩たたきのめされるか、でなければ──なんとか勝てた時に、きっと機き嫌げんを直してくれる。そう思った。

　ならば、自分の考えるべきことは。

　アイムのアドバイス抜きで、どこまでやれるか。それを考えることだけだ。今度こそ、一人。もちろん同化はしてくれるだろうが、アイムの言葉がないというのは、存ぞん外がいに厳きびしい。戦せん闘とう時のメリットというよりも。

　支えがないような、気がして。

　でもそれでいいのだ。だって、アイムを守るなら彼女の力を借りるだなんて論外なのだから。成長するつもりならば、少しずつでも甘えを捨てていかないと。

　アイムはもう九罰のほうを見ていなかった。それはもちろん怒っているせいもあるのだろうけれど、わずかに扉とびらのほうに警けい戒かいを向けているのもわかった。アドバイスしないとか言っておきながら、きちんとアンドラスが来ないかを注意しているのである。

　九罰は思わず笑いそうになってしまった。けどそうすると、この猫ねこみたいな悪魔に無言でひっかかれてしまうと思った。

　やがて、客室のクローゼットの中から、静かにネグリジェ姿すがたのイヴが現れた。

　一体抜け道とやらがいくつあるかはわからないが、彼女の手にある鳥かごを確かく認にんした時、九罰はほっと息を吐いた。

　この屋や敷しき内ならば、アンドラスさえイヴは出し抜くことができるのだと思った。




「いいんだね」

　抜け道というのが狭く埃ほこりっぽい場所だというのは、イヴの姿を見ればわかった。美しい髪かみにわずかながら埃の塊かたまりがまとわりついている。それでも高こう貴きさを失わないイヴの姿に、九罰は啞あ然ぜんとする他ない。

「なにが……ですか？」

　彼女は片手に鳥とり籠かごをもっていた。高そうな装そう飾しよくが施ほどこされたもので、とても実用品ひんのようには見えなかった。実際、硬そうな棘とげまでついており、本物の鳥を中に飼かうのは難むずかしそうに見える。

　九く罰ばつには中になにも入っていない空の鳥籠に見えるのだが──アイムには、中にあるものが見えているのだろう。やはり無む言ごんを貫つらぬいていたが、じっと鳥籠を覗のぞきこんでいた。

　まるで本当に、中に籠の中に囚とらわれた鳥を見ているかのように。

「アイムくんに、魂たましいを与えてもいいんだねと聞いている」

　そのイヴの問いがどういう意い図となのか、九罰にはわからなかった。

　父親の魂だから、アイムに与えるのを躊躇ためらっているのかとも思ったが、それにしては質問がおかしい。そんな風ふうに戸と惑まどっていると、イヴは少しだけ笑って。

「覚かく悟ごを聞いているんだ。九罰くん」

「え、っと……」

「君が良しと言えば、アイムくんは迷いなく籠の中の魂を食らうだろうさ。けれど、九罰くん、それは君が悪あく魔まに人を喰らえと命じたことに他ならない。良いのかな、君は、アイムくんのために人殺しをする覚悟はあるのか、と問うている」

　同じようなことを前にも質問をされたな、と思った。

　それは、この屋や敷しきにある書しよ庫こでのことだ。そうだ、これ以上深入りをする覚悟はあるのかと聞かれた。あの時ととてもよく似ているが──多分、内ない包ほうする意味は全く違う。

　こう答えるのが、九罰には精せい一いつ杯ぱいだった。

「もう、死んでいる人です」

「ほう」

「この魂は、もう殺された人じゃないですか。なら、それを殺しても、人殺しになんてならないんじゃないですか」

「…………ま、合格点というところか。言葉のあげ足取りなきらいはあるけれどね。けど君の言う通りだ。死者を殺すことはできない。死者に与えることができるのは、ただ嫌けん悪おと敬けい意いのみだ」

　イヴの質問の意い図とは、わからなかったままだけれど。それでも彼女の機き嫌げんを損そこねるような解答ではなかったらしい。もし別の答えを返していたらどうだったか考えると、少しだけぞっとした。

「さあ、アイムくん、主あるじの許可も降りた。存ぞん分ぶんに味わって吸いつくすがいい。君の大好物だろう？」

　やはりアイムは無言。しかし鳥籠をあけて、中に手をいれた。なにかを摑つかみとった。九罰にはなにも見えないままだが、それはかごの中で暴あばれる鳥を強ごう引いんに摑まえているように見えた。

　そのまま、無言。

　アイムは動かなかった。ただじっと、自分の手の中にあるものを見つめるだけだ。その目がどんなものを見ているのかはわからないけれど、様々な感情が去きよ来らいしているような気がした。笑ちよう嘲しようか憐れん憫びんか軽けい蔑べつか悲ひ哀あいか同情か崇すう敬けいか、でなければ。

　自じ嘲ちようか。

「んぐっ」

　そんな、なにかの儀ぎ式しきめいた沈ちん黙もくののち。アイムはそれを飲みこんだ。丸まる飲のみだった。

「ん、んくぅ…………んむ、んは……げほっ」

　今度は、喉のどを押さえて嚥えん下げしていく。それはものを食べるというよりも、なにか粘性のねばつく液体を流しこんでいるようだった。頰ほおが軽く上気しているのは、何な故ぜだろう。陶とう酔すい感も含んだ、潤うるむ瞳ひとみは。

「食事は、快かい楽らくの一つ。そういうことさ」

　囁ささやくイヴ。息の上がり、紅こう潮ちようした顔のアイムを見て浮かんだ感情を見み抜ぬかれてしまったかもしれない。自分の魂たましいを与えた時も、アイムはこんな。

　扇せん情じよう的な表情を？

「は、はぁー……はあっ、は…………！」

「あ、アイム？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「はっ……ひ、久しぶりだよぉこれぇ……！　苦にがくてねばっこくて喉にからむぅ……はぁっ……！　あ…………？」

　肩で息をしていたアイムが、いきなり我に返ったように横を向いた。顔はまだ赤い。

「なっ、く、クバツ！　も、もう口きかないって言ったでしょー！」

「あ、うん……ごめん」

　さっきまで陶酔していたアイムの言葉は、半なかば独り言のようなものだったが──それよりもむしろ、快楽のために忘ぼう我がした表情を見られた照れ隠かくしのほうが、大きかったように見えた。

「すまないね。いや、なんというか、なかなか捨てられないものを君たちに押し付けたような気がしてしまうな」

「イヴさん？」

「まったく、俗ぞく悪あくに過ぎる人間だったが、それでも救きゆう済さいはあるべきだ。死後もどこにも行けずに囚とらわれたままとなるよりは、アイムくんの糧かてとなるほうが、きっと現げん時点での最さい善ぜんの解放だろう──少なくとも、私はそう信じたい」

　イヴはそう言って笑う。なにを思っているのか、表情からは窺うかがえない。それを悟さとられるのは、イヴ自身も望んでいないのではないかと思った。

　そうだ、今はそれを考えるべきではない。アンドラスと戦うことだけに、脳のう神経を集中させろ。

　これで、おそらくは互ご角かく。九く罰ばつはアンドラスの武ぶ器き、あの見えないレイピアのことを思し考こうした。ブレードでも捕つかまえられなかった、あの細さい剣けん。もし、もし九く罰ばつの推すい測そくが正しいのだとすれば。

　念のために用意しておいた、『作戦』が使えるかもしれない。

　けれど、あくまで推測だ。本当に通用するかは実際やってみないとわからない。羽は堂どうの用いる風の砲ほう弾だんもきかなかったというのならば、九罰の秘ひ策さくも無に還かえるかも。それに、安やす々やすと『作戦』を使わせてくれるような相手ではない。隙すきを見せれば、不ふ可か視しの連れん撃げきが九罰を襲おそうのだから。

「では、九罰くん。次はアンドラスとの再さい戦せん、というわけなのかな」

　九罰は頷うなずいた。いずれアンドラスが九罰を探し当てるのは自明だろうが、できるならアドバンテージを得てみたい。戦せん闘とうが終しゆう始しアンドラスのペースなのだから。ちょっとくらいはこちらが主しゆ導どう権けんを握ってみてもいいのではないか。

　九罰はライターを握った。アイムが反応して、こちらに寄ってくるが──やはり無む言ごん。表情もどこか憮ぶ然ぜんとしていて、とても協力的とは言えない感じだった。けれど、ライターを見て傍そばに来てくれたのならば、一応力を貸してくれるつもりではあるのだろう。

　ならば。

　あとは九罰が、どこまでできるか。

「さて、ではアンドラスを探しに行こうか。どこにいるか知らないが、うろついていればすぐに見つか」

　イヴの発言が断だん線せんしたのは。

　アイムが彼女を押し倒したからだった。そうして、九罰はここで悔くいることになる。どうしてここで動けなかった。危き機きを察さつ知ちできなかったのだと。

　まるでイヴを狙ねらうように、壁から生はえた短たん剣けんを、予測できなかったのかと。

「ふん、外したか」

　短剣はそのままに、壁越しから聞こえる声。安あん堵どなど愚おろかしい。この屋や敷しきの内で、悠ゆう々ゆうとできる時間などあるはずがなかったのだ。一秒でも早く、警けい戒かいの態たい勢せいに入るべきだったのに。

　その点、アイムは食事に我を忘れながらも、警戒を怠おこたっていなかった。本当に、自じ己こ嫌けん悪おで焼き尽くされそう。もう助言をしないと断言したアイムに、自分は無意識で頼ってしまっていたのだから。

　イヴの身に迫った危険に、気付けなかった。

「我わが邸ていをうろうろとする害がい獣じゆうどもめが。見つけるのにも労ろう力りよくがいる。あまり疲れさせないでもらいたいものだが」

「ふん、鍛きたえ方足りないんじゃないの。そんな程度で疲れるなんてさ」

　苦しまぎれの皮肉に、アンドラスは肩をわずかに震わせ嘲ちよう笑しようした。それはそうだ、つい先日訓くん練れんされていた側の人間が、鍛え方が足りない、など。そんな事を言われても、アンドラスはバカバカしくて怒る気にもなれまい。

　壁かべ越ごしに攻こう撃げきしたのは、小こ振ぶりの短たん剣けん。壁越しにも十分な鋭さを誇ほこるそれは、確かに怖い。だが。

（……でもやっぱりこいつ、レイピアを使っていない！）

　ストックの武ぶ器きとして短剣を持っていたのは意い外がいだったが──それは、九く罰ばつの推すい測そくを補強する結果となった。壁を貫つらぬくならば、甲かつ冑ちゆうさえ穿うがつというレイピアの方がはるかに強きよう靭じんなはずなのに、わざわざサブウェポンの短剣を使ったのだ。

　ならば。

　例の『作戦』、いけるかもしれない。

　九罰は素早く距離をとった。傍かたわらには無む言ごんのアイム。既すでにイヴも立ち上がっている。その瞳ひとみにあるのは、警けい戒かいと、そしてわずかな悲ひ哀あいか。

　アンドラスが、悠ゆう々ゆうと部屋に入ってきた。壁に剣で穴を開けたくせに、入る時はご丁てい寧ねいに扉とびらからだった。やはり、この悪あく魔まのレイピアには、壁をぶち壊こわすような爆ばく発はつ的な破は壊かい力はないのだ。

　ただただ、月光のように、静かに流りゆう麗れいに殺す。

「ふん、お前、自分の剣一ひと振ふりに全てかけるとか言ってなかった？　予備の剣もってんじゃん」

「短剣は我わが得え物ものではない。騎き士しの作さ法ほうとして左マ手ン用ゴのー短シ剣ユをもっているだけだ」

「……僕らがここにいるって、よくわかったね。こそこそと後でもつけてきたの？　だったら随ずい分ぶんとみっともないと思うけど」

「我が誇ほこりはそのような無ぶ様ざまを許さん────全ての部屋に順に短剣を突きたててきた。それだけのことだ」

　啞あ然ぜんとした。アンドラスの行動は、無む論ろん、敵を逃さない最良の方法だろうが。けれど、非効率も辞さないその潔いさぎよさに、呆あきれてしまった。

　容よう赦しやがない。それが、よくわかった。

　九罰はライターを握る。点火と同時に、アイムが身体からだの内に滑すべりこむ感覚があった。今度はこちらも全力だ。両手に握る、あわせて二に刀とう。

　白い髪かみを振り乱し、九罰が構えた。

「これで終わりにしたいんだけど、いいかな」

「ふん──それは我が台詞せりふだ、小こ僧ぞう。しかも見たところ、鳥かごから代だい償しようを得たか。あのくだらぬ男でも喰らわねばならぬとは、アイムも堕おちたものだ。もう逃げるなよ、いい加か減げんに終わらせる」

　アイムは、何も言わない。けれど、熱ねつ剣けんを作成したりと、無言のサポートはしてくれている。頭の中に直接響ひびき渡る彼女の声がないのは、確かに少し心細かったけれども。

　イヴは、部屋の隅すみに避ひ難なんしていた。戦せん闘とうの邪じや魔まにならない位置に、かつ九く罰ばつを挟んでアンドラスから距離をとっている。せめて彼女に危き害がいが及ばないようにしなければ。

「いいよ、やろう」

　先に動いたのは、アンドラス。

　九罰は双そう剣けんで迎え撃うつ。まだレイピアの武ぶ器き破は壊かいは諦あきらめていなかった。再び、聴ちよう覚かくで、アンドラスの剣けん筋すじを予測する。もっとも、九罰の予想通りならば──またすり抜けられるはずだったのだが。

　けれど、今度は。

　レイピアをとらえることすらも、叶かなわなかった。

「九罰くん！」

　制服を切り裂さくレイピア。いや、引き千ち切ぎるという表現が最も適当かもしれなかった。右肩から袈け裟さに降りる鋼はがね。制服の下の皮ひ膚ふにも鋭い痛みと、赤い鮮せん血けつが奔はしる。

　傷は深くない。痛いけど、致ち命めい的なものではまったくない。

　濃のう紺こんに消える朱しゆを垂れ流しながら、九罰はさらに距離をとった。

「どうしてくれんのさ、制服ぼろぼろなんだけど！」

　アンドラスはどうでもいいとばかりに、更さらに見えない剣を走らせる。

　空を裂く音の感覚で、わかった。アンドラスの剣は明らかに速くなっている。ただでさえ速いのに、ますます。もはや九罰には、速くなっているくらいしかわからなくて──見えないことに変わりはないのだから、大差はないのだが。

　今まで手て加か減げんをしていた、というわけではないはずだ。おそらく、アンドラスの身体からだがようやくトップスピードになったということで。それは逆に言うなら、さっきまでの戦闘は彼にとってウォーミングアップ程度でしかなかったということになる。

「な、め、るなあぁっ！」

「稚ち拙せつ」

　けれど、と思った。けれど、まだだ。今まで戦った相手の中で、アンドラスが一番強いわけではない。そうだ、こいつは。

　ルカより弱い。

　得え物ものを扱う速度こそ速いが──ルカの場合は、そこに必殺の威い力りよくと、鉄壁の鎧よろいがあった。アンドラスはどうだ？　高速の剣に惑まどわされるな。一いち撃げき、一撃でいい。アンドラスに、鎧や盾たてという明確な防ぼう御ぎよ力はないのだから。

　剣を振るうが、それは外がい套とうにかすりもしなかった。けれど、アンドラスには鉄壁の鎧があるわけではない。未いまだ一撃も当てられないけれど、それは逆に考えることもできる。当ててしまえば、こちらのペースに持ちこめるのだ。

「くそ、当たれよ！　当たれ！」

「我わが前にその程度の実力で立つか、もういい」

　アンドラスが体勢を沈めた。無む論ろん、熱ねつ剣けんは空を裂さくだけだった。反はん撃げきが来る。見えない剣を警けい戒かいして、九く罰ばつはもう一方の剣を水平に防ぼう御ぎよ体勢を整えるが。

　来たのは。

　ブーツの踵かかとで内ない臓ぞうを震わせる、サイの突とつ進しんがごとき一いつ蹴しゆうだった。

「がっ────────あッ！」

　腹部に突き刺ささる硬質な衝しよう撃げき。半分はアンドラスの蹴けりで、もう半分は内臓を潰つぶされない回かい避ひ策として自ら後方へ吹き飛んだ。圧迫された肺から洩もれる空気が、九罰の喉のどを犯す。

　飛ばされたのは、外。

　高価そうなガラス戸を粉こな々ごなにして、九罰は部屋の外へと投げだされた。姿し勢せい制せい御ぎよもままならないまま、硬い雪のようなガラス片とともに。

　ここは二階。

　九罰は空中で双そう剣けんを薙ないだ。ともすれば傷口に入りこもうとするガラス片を弾はじき飛ばす。そのまま、切きっ先さきを地に向けて──。

「ふっ！」

　タイミングをあわせ、中庭に剣を突き刺さした。着ちやく地ちの衝撃を少しでも殺すため。アイムと同どう化かしている状態ならば、二階くらいの高さから飛び降りるくらいはなんとでもなるのだ。

　部屋に残ったはずのアンドラスも、躊ちゆう躇ちよなく飛び降りてきた。さすが梟ふくろうの悪あく魔まというべきか、高所からの着地に一切の乱れはなかった。部屋から心配そうにこちらを窺うかがうイヴの姿すがたも見えた──アンドラスは、イヴには一いち瞥べつさえ向けなかったようだけれども。

　ここまで、九罰が劣れつ勢せい。

　けれど、大だい丈じよう夫ぶだ。アンドラスの見えない剣けん筋すじを見て確信が持てた。やはり、九罰の予測通り。これなら例の『作戦』も十分に活用できるはずだ。

　以前、アンドラスにぼろぼろにされた中庭。

　たかだか木の枝の恨うらみだが、数時間も続けて徹てつ底てい的に痛めつけられた。その訓くん練れんの効果が出るどころか、今はそのせいで身体からだが重いのだ。新旧の細かい傷とあわせても、相当に厳きびしい。

「……沈めてやるよアンドラス。この剣で、お前を倒す」

　剣の切きっ先さきを向けた、宣せん戦せん布告。

　しかしそれを、アンドラスは肩で笑った。

「我が剣に勝てると思うのか小こ僧ぞう。騎き士したる者は剣と誇ほこりを持たねばならん。我が誇りに、貴き様さまごときが勝るのか」

「なにが誇りだ。お前のどこに誇りがあるんだ」

　アイムはただなにも言わない。そうだ、これは九罰の戦いなのだ。アイムはただ力を貸してくれるだけ。ならば、アンドラスに言わなくちゃいけないことがあるのは、九罰のほうなのだ。

「お前、確かにバカみたいに強いけどさ。騎き士しなんだろ。騎士はお姫ひめ様さま守るもんだろ。主あるじ守るのが騎士の務めじゃないのかよ。それをなにやってるのさ。誰だれに剣向けたのか、お前わかってるのかよ」

「………………貴き様さま」

　お姫様を守る騎士になりたかった。

　でも、実際の自分は少し違った。九く罰ばつはたとえば悪あく魔まを守る悪い魔ま法ほう使いだ。憧あこがれの結けつ晶しようは、本当にお姫様を守る騎士はこの屋や敷しきにいた。何者も寄せつけない気け高だかき門番として。

　それが反はん逆ぎやくしたのなら。

　憧れの瓦が解かいの、とどめくらいはせめて自分が。

「お姫様に剣向けといて、なにが誇りだ！　お前はイヴさんから大事なものいくつも奪うばってるじゃないか！　そんなの、名前もないただの反逆者だろ！」

「我わが誇りの在り方が貴様などにわかるか、小こ僧ぞう！」

　アンドラスが声を荒げた。大気を震わせ、露あらわにした怒ど気きを隠かくそうともしない。

　わかるわけがない、と思った。イヴからたくさんのものを奪っているくせに。イヴの父や、屋敷だけじゃない。イヴの気高い在り方や、お姫様からの信頼まで、一いつ挙きよにズタズタにしたくせに。

　それが、どうしても許せなかった。

　お姫様を守る騎士の行為では、ないはずなのだから。

「大たい食しよくは大たい罪ざいが一。ベヒモス様の司つかさどる、水と殺さつ戮りく。死ね小僧、我が剣の糧りよう食しよくとなれ。我が名はアンドラス。高き梢こずえより命を簒さん奪だつする、頂点の捕ほ食しよく者だ！」

「……ふん」

　いつもの台詞せりふを言ってくれるアイムは、今日きようは沈ちん黙もくする。

　そうだ、これは自分だけの戦い。だったら決め台詞だって自分が言わなくては格かつ好こうがつかないだろう。これから双そう剣けんを携たずさえて、九罰は梟ふくろうを狩しゆ猟りようするのだから。

「なにが頂点だよ。偉そうに言うよね。神様にでもなったつもり？　だったらさ──」

　そうして、終幕が下りるのだ。

「神様みたいに殺してやるよ」




　遠とお野の七な罪つみが、大人おとなしく従じゆう順じゆんな少女だという認にん識しきには誤りがある。

　生き真ま面じ目めで素直、聡そう明めいだからそう見えてしまうだけだ。たとえ兄である九罰がなんと言おうと、一度決めたらやり通す意思の強さをすら持っている。それは時に危地であろうと、必要と思えば進んでいく向こう見ずとなって現れるのだ。そういうところはやはり兄妹、九罰と似ているのだ。

　今まさに。

　七な罪つみはなんの具体的な考えもないままに、上かみ屋や敷しき邸ていへと向かっていた。少なくとも、家にじっとしているなんてできなかった。九く罰ばつもイヴも心配だし、なにか自分にできることがあれば、関わりたかった。

　空は曇どん天てん。今にも雨が降りそうな天気だ。だけども、傘かさなど邪じや魔まになるだけなので持ってきていない。

　九罰が、自分を遠ざけた理由はよくわかる。もちろん危険だからだ。けれどそれならば、九罰だって危険なはずなのだ。いや、九罰にはアイムがいる。まだマシかもしれない。でも、それならばイヴは？

　そう考えたら、いてもたってもいられなくなった。

　アンドラスに勝つとか、そういう血なまぐさい考えは七罪にはない。ただ、九罰もイヴも無事でいるために、自分になにかできるのではないかと思った。特に九罰は意い地じになって猛もう進しんする傾向がある。その時、強ごう引いんに連れて帰るのは自分の役目だ、と思っていた。

　自分のことを棚たなにあげている自覚は、七罪にはなかった。

　それに、と思う。懐ふところに触ふれれば、細長い肉の感かん触しよくがある。服の下に忍しのんでいるのは、アイムの使つかい魔まであるバステトだ。あの仮か面めんの騎き士しが怖いらしいバステトだったが、『戦ったりなんてしません。ね、お願いバステトちゃん』と両手をあわせたら、するすると服の下に入りこんできてくれた。

　最近は、主あるじであるアイムより七罪の服の下がお気に入りのようである。

　こうして、心強い使つかい魔まをともなって、七罪は上屋敷邸へ来たのである。一応の自じ衛えい策を用意したのは、さすが七罪というべきか。

　森の中を慎しん重ちように進む。彼女が警けい戒かいしてるのはアンドラスだけでなく、九罰もだった。おそらく九罰にバレてしまえば、問もん答どう無む用ようで怒ど鳴なられてしまうだろう。七罪は、まずイヴに会おうと考えていた。そうすればなにか手伝いができると思っていたから。

　そして、屋敷の前まで来た。門には鍵かぎがかかっていたが、バステトが炎ほのおを吐いて鍵を灼やききってしまった。

「ありがとうございます、バステトちゃん。鍵はかかってるってことは……中にはいないんでしょうか？」

　そんなことはありえないと思いつつ、七罪は門を抜けて屋敷に入る。鍵をかけたのはイヴ本人で、九罰やアンドラスが門を跳び越えて中に入ったなどということは、七罪にはなかなか想そう像ぞうできないらしかった。

　中に入れば、広い屋敷。今まさに、中庭では九罰とアンドラスが互いを挑ちよう発はつしあっているところであるのだが、この広大な空間では物音一つ七罪に届かない。

　勇んでやって来たのはいいものの、さっそく途と方ほうにくれてしまう七罪だった。

　とりあえず、まず最初にイヴの部屋へ進んでみようと思った。先日、この屋敷に宿しゆく泊はくした際、七な罪つみとアイムは深夜にイヴの部屋に招かれていた。内容は女性同どう士し独特の、とりとめも他た愛あいもないようなものだったが──その時の記き憶おくを頼りにして、イヴの部屋を探す。確か一階だったはず。

　その時だった。

　視し界かいの端はしで、なにか黒い影が見えたような気がしたのは。

「…………え？」

　気づいた時には、すでに手をひかれていた。

（え、きゃ、なに、なに!?）

　強い力で引かれていく。突然の行為に及んだ暴ぼう漢かんの姿すがたを見ようとしたが、すぐに目を手で覆おおわれてしまった。意い外がいなことに、その白く細い手は女のもののように見えた。力が強いと思ったのは、単に七罪の体力不足なのだろう。

「あ、あのあの、あのあのあのあのあの、あの……！」

　か細い、どもった声だった。七罪のような、はきはきとした喋しやべり方ではない。いかにも自信がなさそうなその声は、こちらまで不安になっていくような気がした。

　相手の、そんな声で逆に七罪が落ち着いてしまった。

「こ、こっち、こっ、こっちなら、こっちならあん、安全、安全ですから……！」

「あの、貴女あなたは……？」

「い、い、いいい、イヴ、イヴ様の下もとで、し、しよ、使用、し、使用人をして、しています…………さ、ささ、ささ、笹ささ崎ざき、こな、こ、小こ波なみと、申します」

　使用人、と聞いて思い浮かぶのは、食事のとき。

　そうだ、イヴもメイドが一人いるのだといっていた。まるで魔ま法ほうのように、食べ終えた皿がさげられ、新しい食事が持ってこられていた。七罪もそのメイドの姿を見てみようとしたのだが、まるでこちらの視界を完全に把は握あくしているかのように、巧たくみにその姿を見せてくれない。

　今だってそう。

　まるで見られるのを怖がっているように、七罪に五ご指しの目め隠かくしをしている。

「あの、わかりました。逃げたりしないですから」

「は、ははははは、はい。すす、すすすみません、ら、らん、乱暴なことを、ことをして。あああ、あの、あの、あのこっち、です」

　手を引きながら目を覆おおうというのは、かなり難むずかしいと思うのだが。気け配はいは七罪の目の前にあるから、おそらく向かい合わせのような状態なのだろう。案内の速度も遅い。

　目隠しはそのまま。けれど少しだけ、手を摑つかむ力は緩めてくれた。

「あ、あああ、アンドラス、さんは、その……今、とても機き嫌げんが悪くて、そそその、無む闇やみに近づくと、ああ、あぶ、危ないです、から……」

　その言葉が、ずしりと七罪の心に沈む。それはつまり、今アンドラスと真まっ向こうから戦っているはずの九く罰ばつが危ないということではないのか。

　七な罪つみが一つ思ったのは、足音。奇き妙みようなことに、足音が随ずい分ぶんと多いのだ。七罪の分と、笹ささ崎ざき小こ波なみと名乗るメイドの分。その他にも聞こえてくる。それが不ぶ気き味みで、七罪はすこしだけ背せ筋すじが冷たくなった。

　このメイドは、信用してもよさそうだけど。

　やがて、どこかに到着したらしい。小波の指し示じで、七罪は床に座らされた。もういいですよという言葉と同時に、目を覆おおっていた手が取り外される。

　そこは、厨ちゆう房ぼうのようだった。意い外がいと現代的なシステムキッチンがあるかと思えば、部屋の端はしにはピザでも焼けそうな巨大な窯かまがある。

　がちゃりと音がしたと思えば、出口らしい扉とびらが閉ざされた。最初に思ったのは、監かん禁きんされたということで。

　以前に似たような経験をした七罪は一気に青ざめた。

「小波さん!?」

「あ、ああああの、あのすいません。姿すがた、見られたくないので、か、かぎ、鍵かぎは閉めてないですけど、でも、あの、あのできれば、開け、開けないでもらえると。ここ、こここ、ここに、私、ちゃ、ちゃん、ちゃんといま、いますから……」

「私！　兄にいさんや、イヴさんのとこにいかないと！」
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　扉とびら越ごしの小こ波なみは、答えない。そうだ、彼女だって危険だからと七な罪つみをここに連れてきてくれたのだ。別に七罪に危害を加えたいわけではない。けれども。

「ああ、ああの、あの、あん、アンドラスさんは、その、その……ここには、厨ちゆう房ぼうの近くにいれば、その、そそその、なにもしない、と言いました。あの、だから……」

　七罪は必死で考えていた。自分になにかできることはないか、と。

　小波は、自分が強く言えばここを出してくれる気がした。アンドラスの味み方かたのようには思えない。けれど、屋や敷しきを出なかったということは、イヴの味方をする気はないのだろうか。そういえば、イヴは不自然なまでにこのメイドについて言げん及きゆうしていなかった気がする。

　何な故ぜ、なのだろう。

「イヴさんは、今、辛つらいはずなんです」

　だから七罪はそう言った。兄を助けたいだけではなかった。

　今のイヴがなにを思っているか、この姿すがたを見せない従じゆう者しやに伝えないといけないと思った。だって、小波はさっきも言っていたじゃないか。イヴ『様』の下もとで、使用人をしているのだと。

　この人は、まだイヴの味方のはずなのだ。

「信頼していた人に裏うら切ぎられて、辛いのはイヴさんのはずなんです。小波さん、なにか知っているんじゃないですか？　どうしてアンドラスさんがイヴさんを裏切ったか、もしかしたらなにか聞いているんじゃ」

「………………あの、あああ、あの私、私」

「知っているんですね」

　自分は、なにかできることがあると信じてここに来た。

　同じだ。小波にだって、なにかできることがあるはずだ。

　今のイヴは、小波を必要としているに決まっている。ずっと一いつ緒しよにいたのではないだろうか？　七罪はそんなことは全然知らないけれど、イヴがメイドに言及する時──そっけないほどにわずかしか語らなかったはずだ。今ならばわかる。その理由が、小波が姿を見せたがらないからだということが。

　イヴは小波を大事にしていたから。あまり見ないであげてくれなんて言ったのだ。

「イヴさんに伝えてあげて……いえ、なんなら私が行きます！　教えてください！　なんでもいいんです！　イヴさんはなんでもないような顔をしていたけど、でも本当は寂しくて、不安なはずなんです！　なにか、アンドラスさんのことを伝えてあげれば……いえ、本当はそんなのもいらないんです！　小波さんがイヴさんの傍そばに行ってあげるだけでも、いいんです！」

　勝かつ手てな事を言っている、と思った。なにも知らないくせに、なんて反論されても仕方がない。イヴの心を勝手に代だい弁べんし、姿を見せたがらない小波に対し言いたい放題なのだから。

　けど、噓うそじゃないと思った。そう信じたかった。

「ああ、あの、ああああの、私」

「小こ波なみさん」

「は、はな、話します。アンドラスさんが、どうしてこんなことをしたのか…………私、私だって、こんなことおかしいと、思っていました。けど、けどその、私は屋や敷しきから出られないし……そそ、そそそれに、ごめんなさい。わた、私、イヴ様にも、あんまり、顔は見せ、見せなくて。だから、だからその、つた、伝えるのはできれば、七な罪つみさんが」

　はい、と七罪は頷うなずいた。どうして姿すがたを見せないのか、どうして屋敷から出られないのか、そんなことを詮せん索さくする気はなかった。

　闇やみはある。触ふれられたくない心のウィークポイントは、誰だれにだってある。イヴだって、七罪のその闇に踏みこんだとき、軽く笑って謝ってくれた。既すでに、七罪は小波の闇に触れてしまったのではないかとすら思う。無ぶ遠えん慮りよに好き勝かつ手て言ってるのだから、怒られて当然だ。

　けれど、小波は応こたえてくれた。

　ならば、それを伝でん令れいするのは自分の役目だ。もう、九く罰ばつの足手まといは嫌いやなのだ。イヴにアンドラスの真意を伝えてあげるだけでも、彼女の心はいくらか楽になるはず──いや。

　たとえ楽にならずとも、イヴならば教えてくれと言うと思った。

「……ありがとうございます、小波さん」

　まだ顔も見ていないけれども。

　きっと、とても素す敵てきな人なのだろう。七罪はそう確信できた。




　重苦しい曇どん天てんから、雨が降りだしてきた。

　もっとも、九罰もアンドラスもそんなことは気にしない。アンドラスの外がい套とうは、水を吸えば相当に重くなるようにも思えるが──彼の剣けん技ぎが、雨くらいで鈍るとも到とう底てい思えなかった。

　もちろん、九罰が両手に構えた熱剣とて、雨くらいで威い力りよくが落ちることはあり得ない。むしろ刃やいばを叩たたく雨は次々に蒸じよう発はつし、白い蒸じよう気きを作りだしている。黙もくして語らずとも、貸してくれているアイムの力は絶大なのだ。

　怖いのは、足場だ。

　移動しにくい泥寧ぬかるみができる前に、短期間で決着をつける。九罰の頭にはそれしかなかった。

　初しよ手ては、やはりアンドラス。この悪あく魔まに防ぼう御ぎよなどない。敵より早く、敵の百倍の猛もう攻こうを浴びせれば必然的に勝利する。そんな理り屈くつを本気で信じていそうだった。

　雨の中、打ちあう鋼はがね。

　しかしそれは、やはり九罰に不利だった。何度目の戦せん闘とうかもう忘れたけれど──それでも、アンドラスの剣は全く見えない。見えなければ防ぎようがない。もちろん、百も二百も放たれる剣けん閃せんの何割かは防ぐことができるが、そんなもの、適当に剣を構えていたら当たったというだけだ。

　狙ねらって防いだものではない。

　だから九く罰ばつの傷は加速度的に増加していく。数えるのも億おつ劫くうなほどの傷は、すでに九罰の制服をぼろぼろにしていた。一いち撃げきの威い力りよくが低いせいで、制服でもある程度ダメージを軽減してくれるのが、唯ゆい一いつの救いか。

　そして、こちらの攻こう撃げきは当たらない。まったく、無ぶ様ざまなほどにかわされる。誰だれが見ても勝敗が明らかだった。いずれ九罰が、無数の傷から大量の血を流し、地に倒れるのは明白だった。

「どうした、その程度か。我わが剣に勝つといった以上、それなりの反はん撃げきをしてもらわねばつまらぬ。我が沽こ券けんにも関わるぞ」

「は、ぁ……っ！　うるさい、なぁ！」

　すでに息が上がっていた。二月の雨は氷のごとく。ただでさえ全身傷だらけなのに、氷雨ひさめに身体からだを打たれては──息も絶え絶えとなるのも当然だった。他方のアンドラスは息があがるどころか、一向に苦しそうな様よう子すも見せてくれない。雨がどうしたといわんばかりだった。

「剣で、勝つって、言っただろうが！」

「ではそれを果たせぬまま、敗退するがいい」

　ざぐん、という、肉をえぐる音が響ひびいた。九罰の右ももを、ひときわ深く斬ざん撃げきが入りこんだ。

「───────────ッ！」

　冷たい雨に消えいる、九罰の悲鳴。

　もしこれが晴天下の戦せん闘とうであれば、九罰は不利にはならなかっただろう。零れい下かの痛みではあったものの、足をとられるほどではない。しかし、激しく地をうつ雨はすでに危険なまでの泥濘ぬかるみを作りだしていた。こうなる前に終わらせたかったのに。

　痛みで力の抜けた足は、泥どろの上でまで不動の姿し勢せいを保てない。

　けれども、それで終わりではない。倒れこみそうになる九罰。その顔面に贈ぞう呈ていされたのは、鋭く思いアンドラスの膝ひざだった。

　たまらず、両手のブレードを取り落とす。

『クバツっ！』

　沈ちん黙もくを守っていたアイムが、初めて口を開く。

　そこからは一方的だった。倒れることなど許さないとばかりに、アンドラスが九罰の髪かみをつかんで引きあげる。喉のどに細剣を突き刺さすかと思ったが、代わりにやってきたのはレイピアの柄つかだった。硬い金属で何度も殴おう打だされていく。

　ちくしょう、と思った。せっかくブネにやられた顔の痣あざが治ったばかりだというのに。

「我が誇ほこり、侮ぶ辱じよくした罪は重い。まだ終わらせんぞ、小こ僧ぞう」

　恨うらみさえこもっているような声。いや、実際アンドラスは怒っているのだとようやく知った。散さん々ざん彼の誇りを傷つけるような発言をして、ましてや剣けん士しであるアンドラスに向かって、剣で勝つなどと挑ちよう発はつしたのだ。

　それを、この誇り高い悪あく魔まが許してくれるはずがなかった。

　レイピアの柄つかで殴なぐるのは、顔だけに収まらなかった。体たい幹かんまで浸しん透とうするような鋭い殴おう打だが繰り返されていく。その度たびに、九く罰ばつは無ぶ様ざまなやられ役の声をあげて、血の混じった唾だ液えきをまき散らした。

『クバツ、クバツごめんね！　アタシが、アタシがもう知らないなんて言ったから──嫌いや、嫌だよぉ！　ねえ、ねえもうやめよ！　アンドラス、アタシの、アタシの負けでいいからぁ！　だからお願いもうやめてよぉ！』

　アイムの声はもう泣いていた。けれど同どう化かしている今では、アイムの声はアンドラスに届いていない。アイムはそんなことすら忘れて、梟ふくろうの騎き士しに懇こん願がんしていた。

（今……なんて、言った…………？）

　九罰は、朦もう朧ろうとした意識の中でアイムの言葉を反はん芻すうする。

　全身に響ひびきわたる打だ撃げきも気にならない。だって、今アイムはなんと言ったのだ？　プライドの高い炎ほのおの悪あく魔まが、負けでいいと言った。決して負けを認めることのない悪魔が。

　自分の負けだと言ったのだ。

　おそらくそれは、九罰などには想そう像ぞうもつかない屈くつ辱じよくのはずだ。そうだ、ルカと戦った時もフォラスと戦った時も、アイムは決して負けたなどと言わなかった。精々が引き分けだ。それは実際の勝敗よりも、敗北を口にできないアイムのプライドによるものだ。

　だから。

（それは、そんなことは……言っちゃいけないだろ！　アイム！）

　アンドラスが、ゴミのように九罰を投げ捨てた。実際、身体からだは傷と痣あざでボロボロで、息も絶え絶えだった。同化して耐久力が高まっていなければとっくに死んでいる自覚があった。

　なにしろ、立てない。

　ただ、最さい期ごをもたらすためにゆっくりと歩んでくる捕ほ食しよく者を、なにもできずに見上げるだけだ。

「我わが前にその程度の実力で立ちふさがったこと、精々後こう悔かいしろ小こ僧ぞう」

「アイム」

　もうとどめだとばかりに、アンドラスはレイピアを振り上げる。

　けれど、そんなことはどうでもよかった。まずは今こうして共にある、炎の悪魔に言いたいことがあった。

「さっきの、取り消して」

『え…………なに、なんのこと？　なに言ってるのクバツ？　ねえ、今ヤバいの見えてる？　ねえ、お願いだから』

「さっき言ってたこと、取り消してよ。あんなこと言うアイムじゃないでしょ。負けたなんて言わないでよ」

　右手で探り当てるのは、ライターだ。ただし、いつも使っているようなものではないけれど。

『ねえ、クバツ、なに言ってるの？　もう、もうアタシわかんないよ、一体どうし』

「ごちゃごちゃうるさいなあ！　いいからさっさと取り消せって言ってるんだよ！　もう負けたなんて言わないでよ、まだ僕ら、負けてないだろう、アイム────！」

『ま、まだっ……』

　そうだ。それでいい。訳わけがわからないまま呟つぶやく声でも。それで彼女の誇ほこりが守れるならば。

　レイピアが落とされる前に、九く罰ばつはライターを取りだした。その銃じゆう口こうをかざす。
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『まだ、負けて、ないっ────！』

「なんッ!?」

　アンドラスがなにか言う間もなかった。

　至し近きん距離で開放される光と熱。たまらず吹き飛んだアンドラスは、さっきまでの九罰のように地に転がった。外がい套とうで燃え上がる火は、すぐさま降りしきる雨に鎮ちん火かしていった。

「き、さま」

　距離は、二十メートルは確保できただろうか。

　ならば、問題ない。アイムが混乱したままでも作りだしてくれた炎ほのおの弾だん丸がんは、きちんとアンドラスを迎げい撃げきしてくれた。そう、九罰が今使ったのは、高熱のブレードではない。

「飛び道具だと、貴き様さまァ────────ッ！」

　ライターの種類に、長めのバレルとグリップ、それにトリガーを取りつけたようなものがある。主として台所用品ではあるものの、手を近付けなくとも火をつけることができるため、多目的に使用される。またの名を、点てん火か棒ぼう。

　最初にこれに目をつけたのは、アイムだった。形が銃じゆうに似ているから、なんとか利用できるのではないかと言った。その結果がこれだ。

　ライターでブレードを作りだすように、この点火棒をライフルと化す。先せん端たんから撃うちだされるのは、着ちやく弾だんと同時に爆ばく発はつする弾だん丸がんだ。

「その用よう途とは、重要じゃない……。形が同じなら、同じ意味を与えられる……だっけ？」

『う、うん。そう。銃に似ているなら、機能だって銃と同じにできる。それに火か器きだって、アタシの領りよう分ぶんだから』

　アイムはまだ、若じやつ干かん混乱しているようだった。もう、口をきかないなんて言っていたことはすっかり忘れている。

　これが『作戦』。九く罰ばつはこの新兵器を使う機会を、ずっとうかがっていたのだ。

「貴き様さま……誇ほこりはどうした、騎き士しの用いるべき剣はどうした！　飛び道具などと、卑ひ怯きようの最たる武具ではないか！」

「僕は……騎士じゃないから」

　悪い魔ま法ほう使つかいだから。

　九罰は痛みの中、よろよろと立ち上がり、アンドラスへと弾丸を放った。九罰の動どう作さがいくら緩かん慢まんでも、距離の開いたアンドラスはその隙すきを狙ねらえない。こちらに向かう前に、ライフルの射しや撃げきがそれを阻はばむのだ。発はつ射しやと同時の着弾。アンドラスの剣が見えないように、九罰ですらこの弾丸は見えない。それほどの速度。

　そうして、身体からだに弾丸を食らい、また再び二人の距離が開く。

　アンドラスは、弾丸を防げなかった。さっきからレイピアを振るっているものの、弾丸一つ落とすことはできなかった。当然だ、このライターの先端はとてもとても小さいのだから。そこから撃ちだす弾丸は、よほど狙いをつけなければ防げまい。

　それに。

「その武ぶ器きじゃ……この銃じゆう弾だんは、防げないよね」

「！」

「おかしいと思ってた。だってさ、レイピアって刺し突とつと貫かん通つうで戦うんだから。でもお前、壁を貫つらぬいて攻こう撃げきするのにわざわざ別の武器使って、レイピアは使わないんだもん。じゃあもう……レイピアじゃないんだよね、それ……」

　そもそも、九罰の身体にできた傷からしておかしいのだ。

　ぎざぎざとして、なかなか癒ゆ着ちやくしない傷きず痕あと。いくらレイピアに刃やいばがついていようと、こんな傷にはならないだろう。まるでやすりで肌はだを削けずったようなものなのだから。

「お前のその剣、ひっかいて攻撃するんだ」

「…………」

「形状記き憶おく合ごう金きんとかってあるじゃん。ああいうのみたいに、すぐ曲がるけど元に戻るみたいな。そんなに柔らかいならさ、剣けん筋すじが見えない理由もわかるんだ。お前のそれ……鞭むちみたいな、剣なんだろ。刃は筋すじをたてて斬きってるんじゃない、しなりを利用してひっかいてるんだ」

　おそらく、アンドラスの武ぶ器きの表面には、細かい凹おう凸とつがある。まさしくやすりのように。柔らかい刀とう身しんとあわせ、アンドラスはそれを鞭のようにふるう。九く罰ばつの身体からだに形けい成せいされた傷は、斬ざん撃げきではなくひっかき傷なのだ。それならば傷きず口ぐちの説明も十分にできる。

　しなる鋼こう鉄てつを、アンドラスが得意の速度で振り回せば──それはもう、視し認にんできぬ千の刃やいばの完成だ。武器破は壊かいが失敗した理由も、そこにある。

「それが、それがわかったところで！」

「うん、だからさ……」

　九罰は、手にしたライターのトリガーを引く。ライフルによく似た形状のそれは、先せん端たんから高初速の弾だん丸がんを放つ。

「そんなに柔らかい剣なら、狙ねらいはつけられないでしょ……？　いや、つけられても……弾はじかれるのは、剣のほうだ」

　着ちやく弾だんと同時に、アンドラスの右肩で火が上がった。普通の人間なら腕が千ち切ぎれそうなものだが、そこは悪あく魔まと言うべきか、自分の身体で爆ばく発はつが起きても、五体は無事であるらしい。無む論ろん、相当の衝しよう撃げきは受けているはずなのだが。

　鞭ならば、狙いはつけられない。いや、大まかな狙いくらいはつけられるだろうが、もともと慣性を利用した武器だ。その精度はいくらか落ちる。だからこそ、アンドラスは高速でレイピアを振るう。手て数かずさえ多ければ、どれか一いち撃げきくらいは狙った先に当たるだろうと。

　けれど、相手は見えぬ弾丸。いかにアンドラスといえ、着弾までに十じつ手て放つのがせいぜいだろう。たとえアンドラスがその技巧をもって弾丸を当てたとしても、よく曲がる刀身は、初速の上乗せされた弾丸を防げない。

　弾丸を落とせない。

「武器、変えろよ……その武器じゃ、僕に勝てない……！」

　けれど、九罰とて余よ裕ゆうがあるわけではない。点てん火か棒ぼうで作りだしたライフルは確かに強力だが、それを扱う九罰は体力も精神も限界だ。雨のヴェールに隠かくれるアンドラスは、狙うだけで精いっぱい。

「我わが銘めいは暗あん殺さつの悪あく魔ま……！　いいか小こ僧ぞう、我が剣はいかに早く、いかに時間をかけずに相手を殺すか、それを追求した武器だ！　その答えがこの剣、見えぬうちに削けずり殺す我が得え物ものだ！」

　剣に固こ執しつする騎き士し。

　その姿すがたに、愚ぐ直ちよくさはない。己おのれが武器で勝てるのだと、確たる根こん拠きよで信じていた。

　更さらに弾だん丸がんを放つ。アンドラスがいくら攻こう撃げきしたくとも、間合いの外から一方的にやられてはどうしようもない。着ちやく弾だんと同時に、またアンドラスは後方へ吹き飛ばされる。

　このライフルは確かに強力だが、おそらく通用しない相手も多い。

　羽は堂どうのような風を使った防ぼう御ぎよや、柴しば燐りんのようなページを壁として使う敵であったなら、効果はなかったはずだ。アンドラスが、防御を捨てた剣けん士しだったからこそここまでの効果を発はつ揮きすることができた。

　それに。

　敵はやはり、アンドラスなのだ。

『噓うそっ!?　かわ、された!?』

　アイムが驚きの声をあげる。

　防げないならばかわせばいい。この梟ふくろうの騎き士しは、今までずっとそうしてきたはずなのだ。おそらく九く罰ばつの姿勢、目線、銃じゆう口こうの位置などから、どこを狙ねらっているかを一いつ瞬しゆんで推すい測そくしたのだろう。まだ五発も撃うっていないのに。その判断力と応用力は驚きよう嘆たんすべきだった。

「飛び道具など！　あのいけ好かぬ賊ぞくの小こ僧ぞうも使っていたがな！　奴やつが我わが剣に敗退したのを忘れたか！」

　それは羽堂のことを言っているのだろう。カラーギャングを賊と評するのがいかにもアンドラスらしい。確かに、アンドラスにただただ飛び道具を使っても勝ち目は薄いかもしれない。

　けど、このライフルが、アンドラスの苦にが手てであることに違いはない。

「そう、じゃ、二丁ちようで……！」

「！」

　もう一つ用意しておいた、予備の点てん火か棒ぼうを取りだした。これで弾たま数かずは単純に二倍される。もちろん、弾を撃うちだすのには代だい償しようが必要だが──それはたった今、アイムが補ほ充じゆうしたばかりだ。

　二丁拳けん銃じゆうから放たれる、嵐あらしのごとき連れん弾だん。もはや九罰に容よう赦しやはない。アンドラスも、いくつかの弾丸は避けることができるものの。

　次第に、追いつかなくなってくる。

「小僧、貴き様さまァ……！　誇ほこりはないのか貴様には!?　剣で勝つと言っておきながら、その言げんを翻ひるがえしあっさり銃を手にするなどと！　いかな蛮ばん族ぞくでも貴様よりは崇すう高こうな誇りをもつぞ！」

　それでも、まだ立っているアンドラスは立りつ派ぱだった。弾丸による爆ばく発はつをいくつも受けながらも、決してその膝ひざを地につけようとはしない。まだ九罰を間合いにとらえようと狙ってくる。

　ああ、確かにこの騎士は誇り高い。けれど。

「僕らの誇りは、負けないこと」

「!?」

「なに偉そうに言ってるんだよ！　お前、その誇りで誰だれかを守れるのか!?　剣を掲かかげた誇りで、一体誰を守るつもりだったんだ！　なあ、答えろよアンドラス！　お前、守るべき人に剣向けてたじゃないか!?　よくまあ、そんなことしておきながら誇ほこりを語れるよね！」

　そうだ、九く罰ばつは負けられない。

　守るべき姫ひめがいるのだ。そのためには強くなくてはならない。そのためには負けていられない。決して敗北を口にできなかったアイムのようにだ。自分たちは、負けちゃいけないのだ。

「僕らの誇りは、負けないことだ。そうでしょ、アイム」

『戦せん場じようではね』

　呼びかけに、答えてくれる炎ほのおの悪あく魔ま。

　頼らない、アドバイスはいらないと思ったばかりだけど──やっぱり、すぐ傍そばで囁ささやいてくれるこの声は、貴き重ちようだと思ってしまった。

『戦場では、剣にこだわって勝ちを逃すようなヤツは、愚おろか者って言われるのよ。卑ひ怯きようでも何でもない、相手によって一番有効な武器を選択するのは正せい道どうだよ、クバツ──アタシたちは、最強なんだから！　最強でいなくちゃいけないんだから！』

　そうだ、アイムが強いなら。自分も強くなくては。

　でなければ自分が、ただの足手まといになってしまう。アイムが弱いわけではないのに、自分のせいで負けを宣せん言げんするような結果になってしまう。さっきのようにだ。

「よかろう、小こ僧ぞう！　負けないことが貴き様さまの誇りと言うならば！」

　アンドラスが剣を構えた。しなる鋼はがねの、残ざん虐ぎやくなるやすり。そうだ、冷静に考えれば、あの武ぶ器きは下へ手たな剣よりよほど残ざん酷こくなものじゃないか。拷ごう問もん器具に似る、皮ひ膚ふを削けずる悪魔の剣。

「我わが剣をもって、貴様の誇りを暗あん殺さつする！」

　かっこいいな、と思ってしまった。

　さっきはバカにしたけれど、やはり九罰はまだどこかでアンドラスに憧あこがれているのだ。誇りを貫つらぬき、剣一本であらゆる敵を薙なぎ倒す騎き士し。自分もそうなりたかった。

　けれど。

　それでも──いや、だからこそ。イヴを裏うら切ぎったことが、どうしようもなく納なつ得とくできないのだ。

　九罰はライフルを撃うった。続けて四発。一度撃てば次に射しや撃げきには二秒弱のタイムラグがあるけれども、二に丁ちよう構えている場合は絶えず撃ち続けることができる。右を撃てば次は左のライフル、という風ふうに。それだけでタイムラグはなくすことができるのだ。

　けれど。

　最初の二発を、アンドラスは回かい避ひした。それだけで驚くべきことだったが、けれども九罰にはまだ予想できた。続けて弾だん丸がんを放つけれど──次にアンドラスが見せたのは、確かに最強の剣けん士しに相応ふさわしい挙きよ動どうだった。

「！　ッ!?」

　梟ふくろうの騎士は、弾丸を防いだ。その狙ねらいのつけにくいレイピアで。剣の切きっ先さきで起きた爆ばく発はつは、しかしアンドラスの体にはなんのダメージも与えはしない。

　狙ねらいをつけて炎えん弾だんをはじいたわけではない。おそらくは、わずかの時間に彼のできる限界数すうの刃やいばを放ったのだ。高速の剣けん士し、その名に違たがわぬ千の刃で、見えぬ弾だん丸がんを切り刻んだ。

　暗あん殺さつの悪あく魔ま、その深しん淵えんの片へん鱗りんを見た。

「うっそ、だろ!?」

　続けてトリガーを引く九く罰ばつだったが、間に合わない。アンドラスの移い動どう速度も並ではない。弾丸三発をやり過ごし、足を止めずに肉にく薄はくすれば。

　すでに、九罰はアンドラスの間合いの中にある。

「死ぬがいい小こ僧ぞう！　我わが誇ほこり、その身に受けろ！」

「……言った、だろ」

　けれど。

　だからといって、アンドラスの必ひつ殺さつの距離が、九罰にとっての苦にが手て距離だということになりはしないのだ。

　迷いなくライフルを捨てる。ここまでアンドラスを追い詰めた武ぶ器きを。代わりに手に取るのはいつものライターだ。慣れ親しんだ武器。

　もし、アンドラスが快調であれば、それでもアンドラスの勝ちだっただろう。得意の高速を持って、今度こそ九罰を再さい起き不能にしたに違いない。けれど、アンドラスは炎弾によりかなりのダメージを受けていた上、先ほど弾丸の一つをその得え物もので落とすという、奇き跡せきのような技をやってのけたのだ。

　それが、アンドラスの身体からだに負ふ担たんとならないはずがない。

「剣で、勝つってさ────ッ！」

　ここにおいて、初めて。九罰はアンドラスの速度を上回った。

　一いつ瞬しゆんで作りだした熱剣が、アンドラスの左胸に突き刺ささる。仮か面めんの騎き士しは声をあげることもせず、ただ最後までこだわりつづけた剣を地に落とした。降りしきる雨の中、勝敗は完全に決した。

　剣を引き抜けば、アンドラスは力なく泥寧ぬかるみに沈んだ。

　けれど、九罰だって立っているのも限界だった。力の抜けた足が、九罰の半身を強ごう引いんに泥どろへと引きずりこむ。アンドラスから引き抜いた剣を支えに、ようやく気き絶ぜつを防いでいるようなものだった。

　ここまで爽そう快かい感のない勝利は、初めてだった。




「お前さ……なにがしたかったの？」

　九罰の問いに、アンドラスは無言だった。降りしきる雨のなか、泥にまみれてなお、矜きよう持じは失わないということだろうか。左胸に風穴が開いているのに、まだ肩で息をしているのは不ふ思し議ぎな光景だった。

「我わが命めい運うん…早々に断つがいい…終わらせろ。小こ僧ぞう」

　いつの間にかイヴの姿すがたは消えていた。九く罰ばつが投げ出された部屋に視し線せんを戻して見ても、誰だれもいなかった。戦せん闘とうに集中していたせいでイヴにまで気が回らなかったが、それにしても消えてしまうなんて。

「アイム……どうしようか？」

『んー。このまま放っておいたらなにするかわかんないし。生なま首くびをイヴへの手て土産みやげってことでいいと思うけどなあ？』

　それはさすがのイヴでも嫌いやがりそうだった。ましてや信頼していた従じゆう者しやの首だというのなら、なおさら。

「待ってくれ！」

　そこへ、声がかかった。ようやく登場の姫ひめ君ぎみ。

　なんのことはない。部屋からこの中庭まで、屋や敷しきを通って遠とお回まわりしてきたのだと気付いた。イヴは普通の人間だ。二階の部屋から中庭に飛び降りるような芸当ができるはずがないのだから。

「待ってくれ。聞きたいことがある」

　雨の中、傘かさもささず。けれど顔には焦あせりばかりが浮かんでいた。それはそれで、イヴには似つかわしくない意い外がいな表情だったけれども──さらに驚くべきことは。

　イヴの後ろにいた、九罰の妹だった。

「は、あっ!?　七な罪つみ!?　な、こ、家で待ってろっていったじゃないか！」

「来ちゃいました」

　えへ、と舌をだす七罪。それを可愛かわいいなどと思っている場合ではない。ここはアンドラスの守っていた死地なのである。兄の言いつけをこんなにあっさり破られては、文もん句くの一つも言いたくなる。

「七罪くんを責めないであげてくれ。彼女のおかげでアンドラスの真意が知れた。彼女と……あと、小こ波なみのおかげでね」

　小波？　と心しん中ちゆうに疑問がわいたが、それを聞く暇ひまはなかった。イヴはアンドラスに駆かけ寄って、すぐさま膝ひざをつく。服が汚よごれることなどどうでもいいとばかりに。

「小波……あの従者め。屋や敷しきから出られぬと同情してやったのが我が間違いだったか。迂う闊かつに話すのではなかった」

「馬鹿者」

　イヴは、今まで見せたことのない無表情でアンドラスを罵ば倒とうした。

「君は、それでいいだろうさ。逆ぎやく賊ぞくの誹そしりとともに、炎ほのおの悪あく魔まに敗退して綺き麗れいに消えることができる。でも、私はどうなる？　私は君がいないとダメなんだ、アンドラス」

「我わが意など貴き様さまにはわからん、失うせろ小こ娘むすめ」

「もうやめてくれ！」

　悲ひ痛つうな声だった。聞いただけで涙が出そうな、そんな声。九く罰ばつには訳わけがわからないままだったけれど──それでも。

　イヴが今にも泣きそうだということはわかった。

「アンドラス。君が愚ぐ直ちよくだということはよくわかった、だからもういいんだ」

「我が言げんが聞こえなかったか。立ち去れ」

「君は、自ら認めた者に剣を向けるようなことはしない、そうだろう？　君が一度認みとめた相手だ。どのようなことがあっても付き従うと決めた。それを貫つらぬき通すのが君の誇ほこりだろう。どんなに堕おちても、君はそれだけは変わらないはずだ」

「我が行いに口を出すなど、身の程ほどを知るがいい」

　雨は冷たかった。横たわるアンドラスが、水と泥寧ぬかるみに汚よごれるのをよしとしているとは思えなかった。そうしているだけで、彼にとっては屈くつ辱じよくなはずなのに。

　吐と息いきのように、イヴが続ける。

「以前のように、我が主あるじと呼んでくれ。君がなにをするべきか、全て知っている。そんな演技はもう無意味だ。だから……お願いだ、アンドラス。消える時は、私の騎き士しでいてくれないか……」

「我が主。……そこまで、仰おつしやるのでしたら」

　言った。アンドラスが再び、イヴのことを主と呼んだ。

　イヴがアンドラスの手を握った。降りしきる雨の中、これとよく似た光景を九罰は見た記き憶おくがあった。ああ、そうだ、あの時は雨じゃなくて雪だったけれども。それでも。

　自分が一度死んだ時と、よく似た光景だった。

「アンドラスはね」

　冷たい声で、イヴが話す。

「色々適当なことを言って、私たちを煙けむに巻いた。けれど、その反はん逆ぎやくの理由を聞いてみたらシンプルだったよ。彼は自らの代だい償しようは覚えていない。けれども、その代償が底を尽こうとしていることはわかっていたそうだ。なにを補給すればいいかわからないのに、制限時間だけが迫ることは理解していた。その時、彼が真まっ先さきに心配したのはなんだと思う？　本当にバカバカしい話だが、私の名めい誉よを心配したそうだ」

　淡たん々たんとした声。違う、上かみ屋や敷しきイヴの声は、もっと鷹おう揚ようとして、尊そん大だいさの中に温かみがあったはずだ。こんな声は、まるで。

　凍とう土どのような。

「なにが名誉だ！　君は私を、悪あく魔まの代償一つ払えない無能の主人という誹そしりから守るために、こんなことをしたのかい！　一体誰だれが、今時、そんな時代錯さく誤ごな理由で私を責めるんだ！　アンドラス、もちろんそれは君には我が慢まんできないことだったろうがね！　私はそんなこと望んではいなかった！　まったく望んでいなかったんだ！」

　それでわかった。アンドラスが守ったのは自分の誇ほこりではなく、主あるじの名めい誉よ。

　代だい償しようの枯こ渇かつしていたアンドラスだが、しかし主に汚お名めいは着せたくなかった。主が、従じゆう者しやの面めん倒どうも見られない愚おろか者という非ひ難なんをこうむるのは、この忠ちゆう義ぎの騎き士しにとっては耐えがたいことだったのだ。

「この愚か者は、自分が反はん逆ぎやくすればいいと考えたんだ！　逆ぎやく賊ぞくとして討うたれれば、代償のことなど関係なく自分は消える！　私にとってすれば、反逆した従者を許す義ぎ理りなどないわけだからね！　けれどそう思っていても、アンドラスに勝てるような相手はなかなか現れなかった──そうだ！　アイムくん、君たちが来るまで、この騎士はそんな理解できない考えを持ち続けていたんだ！」

　そう、アイムが現れたから。

　暗あん殺さつの悪あく魔まに対たい抗こうできる、放ほう火かの悪魔。アンドラスにしてみれば、ようやく自分を敗退させてくれる敵が来たと、さぞ喜んだことだろう。アイムが来たからこそ、アンドラスは反逆することを決めたのだ。

「なんだかんだと理由をこじつけて、アンドラスは君たちの力を測っていた。先ほどの戦いだって、手て加か減げんはしていないだろうが、さりとて彼が全力を出したというわけでもない。絶ぜつ妙みようのバランスで、君たちに負かされたんだ。逆賊の汚名を背負って、けれどもそうすれば私は、不ふ忠ちゆうの従者に裏うら切ぎられた悲劇の主ということになる」

「我わが主」

　誰だれがレッテルを張るわけでもない。誰がイヴを非難するわけでもない。

　ただ、アンドラス自身が許せなかったのだ。主が汚名を着てしまうかもしれない状況があることそれ自体が、アンドラスには耐えがたい恥ち辱じよくだったのだ。万まんが一いちにでも、そんな状況を作りだしたくはなかったのだ。

　理解できなかった。

　理解なんてできなかったけれど──でも九く罰ばつは、そんな身み勝がつ手てな理由で命を投げ捨てようとした人間を一人、知っている。それは、命を捨てる本人にとっては正当すぎる理由なのだ。

　だって、それは九罰本人だから。

　ここで横たわるアンドラスは、間違いない。アイムのためなんて勝手な理由で、七な罪つみもルカもアイム自身も泣かせてしまった、九罰自身なのだ。

「我が主……不忠を、お許しください」

「なにが不忠だ！」

　だから、イヴが慟どう哭こくするのも当然だった。いつの間にか嗚お咽えつをもらして、口からでるのは罵ば声せいに似た悲鳴だった。

「アンドラス、私が君きみを、どれだけ大切に思っているか……そ、そんなっ、勝かつ手てなことは許さないぞ……！　君がいなければ、私は父と同じ、死んだままの抜け殻がらとなっていたはずなんだ！　君がっ、君がいなければっ！　君の死に触ふれなければ、私は死の怖さも知らずに、生きた屍しかばねとなっていたんだっ！」

　涙がアンドラスの胸に落ちた。九く罰ばつも、七な罪つみもアイムも、なにか言うことなんてできなかった。だって、なにを言っても仕方がないだろう？

　代だい償しようがなにかわかれば、今からでも間に合うことは知っていた。けれどもダメなのだ。だって、アンドラスは代償を覚えていないのだから。もしイヴが代償を聞いていたならば、なにがなんでも用意するはずなのだから。物も知識も有り余っているイヴならば。

　けれど、なにを渡せばいいのかわからなければ。

「死の影のように、私の従じゆう者しやでいてくれ、アンドラス！　でなければ、私は…………戻ってしまうんだ。あの、檻おりと召しよう喚かん陣じん、身体からだの痛みと意識の混こん濁だく、そして父の罵ば声せいがこだまする、あの地下室に！」

　もう、仮か面めんの騎き士しは答えなかった。答えられないのだと思った。

　氷雨ひさめ降る。二月の冷たさが肌はだに凍しみる。イヴの嗚咽はやまない。ああ、自分が死んだ時も、こんな光景だったのだと、九罰は今いま更さら後こう悔かいした。こんな風ふうにアイムや七罪も泣いていたに違いないと思った。

　気け高だかいはずの姫ひめ君ぎみが、恥はじも外がい聞ぶんもなく泣いていた。

「わ、笑うなら……笑いたまえよ……」

　雨と涙、そして泥どろで汚よごれてなお。上かみ屋や敷しきイヴの美しさは衰おとろえていなかった。いやむしろ、白い肌はだが無ぶ粋すいに穢けがされているからこそ──なお光り輝き、見る人の肌を粟あわ立だたせる。

「私は……意い外がいと、泣き虫なんだ……」

　笑えるはずもない。なにか言えるはずもない。

　そうだ、九罰がアンドラスを非難する資格なんてまったくない。だって、自分は同じことをしたのだから。それが正しいと信じていたけど、それを傍はたから見てしまえば単なる愚ぐ行こう。自分が命を投げ出せば、アイムを救えるなんて、どれだけ自分は馬鹿だったのだろう。

　今のイヴのように、アイムが泣いていたのだとしたら。

　それは、自分のせいだ。なにが守るだ。全然守れていなかったじゃないか。アンドラスが反はん逆ぎやく者なら、自分もアイムを裏うら切ぎっていたことになるじゃないか。

　自分がやったことは、綺き麗れいなだけで。

　最低最悪の、選択肢し。

　雨に打たれて、九罰は渾こん身しんで悔くいた。悔いたってどうしようもなかった。前向きな気分になんてなれなかった。ただただ、陰いん鬱うつな思いで立ち尽くすだけだった。

　暗い雲は、涙みたいな雨を落とすだけだった。
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　すでに、厨ちゆう房ぼうに立て籠こもってから数日が経過していた。

　オークションの会場は、すでにパニック状態だった。聖せいルカとユダ──深ふか間ま水み鳥どり。二人もエクソシストが紛まぎれこんでいたことも、無む論ろんパニックの一因ではあるのだろう。けれどそれよりも、この会場が外部からの介かい入にゆうで閉ざされていると判明したことが、最大の原因なのである。

『天の国の鍵クオ・ヴアデイス』。粗そ悪あくな模も造ぞう品ならば、その用よう途とは精々が厳げん重じゆうな施せ錠じようくらい。けれどオリジナルであれば、いかな扉とびらも区切り、ある種の結けつ界かいを作りだせる。この会場のメインエントランスが施錠され、自分たちが袋ふくろのネズミなのだと気付いた時、オークションの会場は完全に恐きよう慌こう状態へと陥おちいった。

　そしてそのパニックに含まれる攻こう撃げき性は、考えるまでもなくルカと水鳥に向かう。外からの援えん軍ぐんが来るまでの間、二人はその攻撃性から身を守っていた。いや、それだけではない。今回の任にん務むの目的である、悪あく魔ま憑つきの少年までも守らなくてはいけないのだ。

　聖ルカと水鳥は厨房の入口となる廊下に、バリケードを作りだしていた。これはルカが包ほう丁ちようなどで壁材や柱を粉こな々ごなにして積みあげただけのものである。防ぼう御ぎよ面としては心こころ許もとないが、そこにユダによるボウガンの乱らん射しやが重なれば、容易に厨房までは入りこめまい。

　食料は十分あった。なにしろ厨房だ。もっとも、カエルやナメクジ、それに昆こん虫ちゆうの類たぐいなど、とても食べる気にはなれない食材もいくつかあったわけだが。全員ではないにせよ、オークションの参加者の何人かはこんなものを食べるつもりだったということなのだろう。

　ルカも水鳥も、ほとんど睡すい眠みんをとっていない。普通ならば交代で敵を迎げい撃げきすればいいのだろうが、なにしろオークションに集まっているのはほとんどが一般人なのだ。これでは、悪魔とその力を借りている者だけに作用するルカの光の鎧よろいはほとんど意味をなさない。結果として、厨房を狙ねらってくる警けい備び員いんと一部のオークション参加者は、水鳥と封ふう魔ま弩どレライエによって撃げき退たいされることになる。

「くそ、埒らちがあかないぞ！　一体どれだけでてくるんだこいつらは！」

　バリケードに身体からだを隠かくして、ルカが毒づく。水鳥としても、それは同意見だった。ルカも光の鎧が使えない代わりに、包丁やナイフ、フォークを投とう擲てきして敵を迎撃していた。投擲武ぶ器きというのは、敵に使えば投げ返される危険があるわけだが──大した技術のない警備員に投げ返されたところで、ルカも水鳥もかわせないはずがなかった。

　ルカと深間水鳥は、同じ町の出身というだけではない。二人ともエクソシストを目指し、ともに修しゆう練れんしあった仲でもある。結局正規のエクソシストとなれたのはルカだけだったが、それでも射しや撃げきだけは水鳥の成績がずば抜けていた。今でもその腕は衰おとろえてはいない。

　素人しろうとの投擲など、当たれと言われても反はん射しや的に避けてしまうだろう。

「ほら、あの人たち食料がほとんどないでしょう？　さすがに食べ物が厨ちゆう房ぼうにしかないなんてことないでしょうけれど、ここ数日空腹のはずですわ。だから私の矢で一度怪け我がをしている人間も、食料目当てにまた何人か向かっていますわよ」

「くそ！　殺せないというのが面めん倒どうだな！　全員生いけ捕どりとは……！」

「ルカ落ちついて？　オークションのどの参加者が、どういう風ふうに邪じや教きよう組織と関連しているかわかっていないのですわよ？　下へ手たに殺してしまって、組織まで糸をたぐれなかったらいい笑い物ですわ。なによりエクソシストの名前に傷がついてよ？」

　わかっているとルカはイラついた調子で返答した。そうだ、ルカの苛いら立だちはそこにこそあるのだ。別にルカとて好んで虐ぎやく殺さつを行いたいわけではないだろうが──この状況で、敵の命にまで配はい慮りよしろという条件は少々厳きびしい。もっとも、そんなことを言いながらも投とう擲てきしたナイフはきちんと致ち命めい傷しようにならないように、参加者の腕を貫つらぬいたのだが。

　警けい備び員いん数人がバリケードに向かってきたので、水み鳥どりはすぐさまクォレルを作りだす。全部で七本の鋼こう鉄てつの矢に相当するのは、水鳥の一週間分の命。少々惜おしいと思わないわけではないが、そんなことを言っている場合ではなかった。

　作りだした矢は、一本だけボウガンに装そう塡てんされる。残りの矢は水鳥の周りに、まるで手て品じなのように宙へ浮いている。

　水鳥の場合、悪あく魔まの力を借りているのだから、なにも発はつ射しやの機き構こうをボウガンに頼ることはない。宙に浮いたクォレルは、指先一つで敵へと殺さつ到とうするだろう。ボウガンはあくまで、大まかな照しよう準じゆんをつけるものであり、悪魔レライエを封じるための器うつわでしかないのである。

「審判の七、黙示の終末judgement」

　短く英語の単語を。ルカに倣ならって呟つぶやいてみた。同時に、警備員たちの足に向けて、クォレルが突き刺ささる。

「nice shoot!」

　スピーカーから軽けい薄はくな声。悪魔レライエの、外人じみた賞しよう賛さんだった。少しズレた褒ほめ方の気もしたけれど。

　足の甲こうを床に縫ぬいつけられた警備員たちは悲鳴をあげるか、でなければ豚ぶたのような声をあげてその矢を抜き取ろうと奮ふん闘とうするだけだった。どちらにしても、狭い廊下でそんなことをしていては、後ろの人間は警備員に阻はばまれてバリケードまで近づけない。

　そう、狭い廊下も、ルカたちに有利に働いているのだ。オークションの参加者は少なく見積もっても三百はいるが、こちらは二人。けれど、この狭い廊下ならば、なんとか五対二の戦いに持ち込める。

「今、何時だ……水鳥」

「そろそろ日付が変わりますわ。もう六日目も終わりね」

　翌日はカーニバルの最終日。『告マ解ルのデ火イ曜グ日ラ』だ。その日には『天の国の鍵クオ・ヴアデイス』が解除され、外からの援えん軍ぐんがオークションの参加者を一いち網もう打だ尽じんにする手て筈はずである。けれども、体力的にも精神的にも、そろそろルカと水み鳥どりの二人には疲れが見え始めていた。ろくな休息もとらずに、今日きようまで戦い続けているのだから。

　長時間立てこもり戦い続ける訓くん練れんも、もちろん二人は受けている。けれどだからこそ、彼らプロフェッショナルは己おのれの限界に敏びん感かんだ。援軍が来るまで持ちこたえられるかどうか、微び妙みようなところだと言えるだろう。

　水鳥は、ドレスの裾すそをひかれた。動きにくいのですでに仮か面めんもとり、長いドレスは引き裂さいて短くしてある。少々もったいなかったが、それは仕方無い。

　裾をひいたのは、救きゆう出しゆつした悪あく魔ま憑つきの少年だった。不ぶ気き味みに鳩はとの悪魔と融ゆう合ごうした少年だが、この二日間、彼は懸けん命めいに言うことを聞いてくれていた。今だって、水鳥の命めいで厨ちゆう房ぼうの奥から飲み物をとってきてくれたのだ。

　警けい備び員いんらにボウガンを構えたまま、水鳥はジュースを喉のどに流しこんだ。やたら美お味いしいそれは、このオークションがいかに金持ちどもの集まりであるかをよく教えてくれた。

「ありがとう、あ、頭をあげてはダメですわよ。バリケードの下に隠かくれていなさいな」

　ゆっくりとした英語でそう言ってやると、少年はこくりと頷うなずいた。未いまだにこの悪魔憑きの少年の国こく籍せきは不明だ。日本語はわからず、英語ならば理解はできるようだが、話すことはできないらしかった。せいぜいが断片的に聞き取れる、というくらいらしい。

　一番良いのは、ルカと水鳥、そしてこの少年だけが会場から抜けだすことだ。そうすれば、このオークション会場は犯罪者どもを閉じ込めた監かん獄ごくに早変わりしてしまう。けれどそんな手て品じなみたいなことができるわけがない。警備員の迎げい撃げきで手いっぱいなのだ。

　まったく、ろくでもないカーニバルとなったものだと、水鳥は思う。

　せめてもの救いは、ドレスで着飾ることができたことくらいか。けれどそれすら、隣となりの相あい方かたにとってはデメリットでしかないだろう。ドレスなど動きにくいと思っているに違いない。

　水鳥は溜ため息いきをつきながら、再びボウガンを構えた。

「油ゆ断だんするなよ」

　ルカに言われるまでもなかった。何な故ぜなら、矢の一本一本が彼女の寿じゆ命みようなのだから。命を摩ま耗もうさせる戦せん闘とう中では、油断などしたくてもできないと思った。
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　カーニバルの最終日は、驚くべき熱狂に包まれていた。

　一週間騒さわぎっぱなしなのだから、それも当然と言える。これが終われば四し旬じゆん節せつと呼ばれ、しばらく贅ぜい沢たくを禁じられる期間となるのだから、ここまで騒げる日はイースターまでの一カ月ちょっと、まったくないということになる。四旬節は、たとえば九く罰ばつの学校では中間テストが存在するなど、確かにあまり嬉うれしい期間ではないのだ。

　最終日の熱狂ぶりは、上かみ屋や敷しき家けの客室にも聞こえてきた。なにもしなくてもカーニバルの喧けん噪そうが、九罰のいる部屋を侵してくるのだ。あの中に知り合いもいるのだろうかと思うと、ちょっと不ふ思し議ぎな気分になった。

　九罰は、あの後、気き絶ぜつするように眠ってしまったらしい。

　当然だ。アンドラスとの戦せん闘とうで、九罰の疲ひ労ろうはピークに達していたのだから。全身は斬ざん撃げきと打だ撃げきによって、無数の傷と痣あざがあった。目を覚ました時には包ほう帯たいが巻かれていたが、それはアイムと七な罪つみが交こう替たいで身体からだに巻いてくれたらしい。ありがたいと思う反面、服を脱ぬがされたのかと青ざめたが──幸いと言うかなんというか、包帯が巻かれていたのは上半身だけだった。

　目を覚ませば、七時。普通は、翌日の朝七時だと思うだろうが、日付を見て驚いた。アンドラスの決けつ着ちやくをつけた日から、二日経過していたのである。九罰は二十四時間以上、こんこんと眠り続けていたことになる。身体も精神も本当にギリギリだったということが、目覚めてからよくわかった。

　ただ、ぐっすり眠っていたせいか、目覚めは快適だった。

「あ、起きた起きたー」

　なんて嬉しそうに言ってくれたのはアイムである。彼女は簡単に、九罰が眠ってしまったことや、七罪と一いつ緒しよに傍そばについていたことを話してくれた。二人がつきっきりで看かん病びようしてくれたと思うと、身体の痛みも悪くないように思えた。

　その後、イヴに報告してくるねーと、彼女は部屋を出て行って。当たり前のように次に入ってきたのは。

　朝の目覚めに相応ふさわしくない、陰気な男であったのだ。

「──────で」

　部屋の隅すみに立つ男に声をかける。正直、爽さわやかな目覚めの今、視し界かいに入れたくない相手ではあるのだった。

「なんでお前がいるのさ、アンドラス」

「我わが任は我が主あるじが不自由なきようその身に仕えること。言こと伝づてだ、目覚めたならば部屋に来いと主の仰おおせだ」

　いやお前死んだはずじゃん、という思いは伝わったようだった。ふん、と鼻を鳴らして言葉を続ける。傲ごう岸がん不ふ遜そんは以前のままどころか、ますます強きよう烈れつとなっている気がした。

「我わが命運は確かに尽きるはずだった。だが貴き様さまが気き絶ぜつした後のことだ。我が体に力が満ちるのを感じた。枯こ渇かつした代だい償しようの回復だ」

「なんだそれ……一体どういう」

「我が主あるじが、消費した力に勝る代償を下さったに決まっているだろうが。それで思いだしたよ、忘れていた我が代償を」

　そんなことはわかっている。大事なことは、代償なんてイヴもアンドラスも知らなかっただろう、ということで。イヴはなにを差しだすべきかもわからなかったというのに、一体どうやって代償を支払ったというのか。

「我が代償は、涙だ」

「涙…………？　ねえアンドラス。僕よく知らないけどさ、お前結けつ構こう強力な悪あく魔まなんだろ？　それなのにそんな代償でいいの？」

　確かに、アンドラスが消える間ま際ぎわ、イヴは泣いていた。雨に輝くその涙も、やはりぞっとするくらいに美しかったことを覚えている。けれど。

　アイムとアンドラスは戦せん闘とうに関しては五分だという。片や人の魂たましいを食らい、片や涙で事足りるというのは、九く罰ばつにもおかしいということがわかった。釣つり合いがとれていないのだ。

「ふん、我が代償がそれほど簡単に得られるわけがないだろう。涙といえど条件がある。肉親が死別した時に流す涙、ということだ」

　どういうことだ、と問う前にアンドラスが口を開いた。珍めずらしく饒じよう舌ぜつだと思った。

「我が肉体が実体化した時、不ふ遜そんにも呼びだした男はなにを代償とするべきかも知らぬ愚ぐ物ぶつであった。無む論ろん、我が誇ほこりはそんな男を許さない。すぐさま肉片に昇しよう華かさせたが、我が主は心優しき御お方かた。その身を傷つけた義ぎ父ふが死んだだけで、泣いていてくださった。結果的に、それは代償を支払うこととなったのだ」

　泣いたのか。

　イヴはよく覚えていないと言った。けれども、アンドラスがこうしてここにいる以上、それまでなんらかの代償は支払われていたはずだ。それが、イヴが父が死んだ時に流した涙だという説明は、可能だろう。

　けれども、イヴの話では、アンドラスを召しよう喚かんした男はイヴに虐ぎやく待たいを加えていたはずだった。普通に考えるなら、アンドラスに感謝こそしても、涙を流すというのは。

（…………いや）

　それでも、イヴにとってはたった一人の肉親だったはずだ。

　ならば、ただただ喪そう失しつ感のみに打ちひしがれ、涙を流してもおかしくないと思った。

「我が身体からだはそれで十年以上も実体化し続けた。無む論ろん、我が主も我自身も代償を知らなかったのだから、なぜそうしていられるか疑問ではあったがな。血のつながりは問題ではない、ただ一人の肉親と死別した際の涙が流れたということが、重要なのだ。それは十年も我わが身体からだを留まらせる、死の悲ひ嘆たんなのだから」

　そうだ、死別の涙が代だい償しようだというのならば。

　アンドラスを呼びだし使し役えきすることと、家族を失うということは同義だ。

　それは、ある意味アイムよりも悪あく魔ま的。なにしろ、ただ家族が死ねばいいわけではない。それによって召しよう喚かん者しや自身が悲しまなくてはいけないのだ。アンドラスを使役したくば、不本意に家族の一人を死にさらさねばならないという──そういう、シナリオ。

　九く罰ばつには無理だ。

　イヴだって、父が死ぬのを望んでいたわけではないのだろう。おそらくは。

「ん……待てよ。だったらおかしいじゃん。お前、イヴさんの家族でも何でもないじゃん。なんでお前が死んで泣いたからって、それが代償になるのさ」

「我が代償には、思いも寄らぬ抜け道があった。血のつながりは問題ではないと言っただろう。要は、肉親と死別することに分類される喪そう失しつ感があれば良い。我が主あるじは………つまり、俺おれを」

　口ごもるアンドラスだったが、その先は言わなくてもわかった。いくら九罰が察しが悪くとも、それくらいは見抜けてしまった。

　イヴは、アンドラスが消えるとするならば、肉親の死と同じような涙を流す。それだけのこと。血のつながりがない者同士が家族になるためには──教会で誓ちかうのが最も正道だろう。イヴはつまり、アンドラスをそう思っているということだ。

　それよりも、アンドラスが自分のことを俺と呼んだのが、九罰には意い外がいだった。アンドラスはこういう一人称しようをほとんど使っていなかったのだから。自分のことを語る時も、全て連体詞に変換していた。

　そこに。

　アンドラスの、なんとも言えない嬉うれしさがこもっている気がした。

「だが……我が身体は未いまだ快調でない。貴き様さまから受けた傷も癒いえるのに時間がかかる。まったく、卑ひ怯きようを通り越して卑ひ小しようだな、貴様は」

　散々罵ば倒とうされているが、九罰は気にしなかった。なにしろその相手にアンドラスは負けているのだから。彼がなにを言おうと負け惜おしみにしか聞こえないのである。

　それより、も。

「イヴさんが呼んでるって？」

「我が主が、約束通り貴様に代償を支払わず済む方法を教えるという。アイムには今さっきすれ違った時に伝えておいた。もっとも、貴様には使えぬと再三言ってあるがな。それでも良ければ、主の書しよ斎さいに案内してやろう」

　行かないわけがなかった。今回の戦せん闘とう、半分はアンドラスを許せない九罰の行いだが、もう半分はそれが目当てなのだから。まだ軋きしむ身体からだをひきずって、九く罰ばつはアンドラスの後をついていく。

　それに、と思う。

　イヴとアンドラスのように、悪あく魔ま本人が考えもしない抜け道があるかもしれない。アイムだって気付いていないそれ。もし、見つけられたならば。

　残りの代だい償しようなど気にもせず、アイムと一いつ緒しよにいられるかもしれないと、思った。




「やあ、来たね」

　イヴは、いつもと変わらぬ調子でそう言った。数日前に泣いていたことなどおくびにもださない、気け高だかい姫ひめ君ぎみ。だからこそ、アンドラスがその忠ちゆう誠せいを誓ちかうのだ。彼女から代償をもらったからとか、そんな義務的なものではなく。

　ただただ、イヴが己おのれが主あるじに相応ふさわしいと。

　その梟ふくろうのごとき厳げん格かくな瞳ひとみで見出したから。

「怪け我がは大だい丈じよう夫ぶかな。復帰おめでとう。いや、とりあえず急ぎで話そう。こちらも時間がないのだからね」

「ねえ、ちょっと待ってイヴ」

　隣となりのアイムが声をあげた。この狭い書しよ斎さい、デスクに腰かけるイヴと、アイムと九罰がいる。そしてもう一人、九罰の初めて会う人物がいた。

　九罰は、沈ちん黙もくする他なかった。

　部屋に浮ふ遊ゆうするのは獣けものの匂におい。荒い息いき遣づかいと、わずかに轟とどろく唸うなり声。そこにある音は間違いなく野犬のものだ。この書斎に、その野性的な感覚は余りに不ふ釣つり合いだった。

「その……隣にいる人、誰だれなの？」

「うむ。何度も会って──は、いないのか。ただ食事のときに給きゆう仕じをしてくれていたじゃないか。君たちは見えなかった、より正確に言うならば意い図と的に彼女から意識をそらされていたのだろうがね」

　九罰は、そのメイド服の女性を見た。

　わずかに俯うつむいた顔を。震える唇くちびるが緊きん張ちようを示しているのはわかる。メイド服はきちんと着ていて、この少女がイヴのもう一人の従じゆう者しやだということもよくわかった。どこか儚はかなげで、町ですれ違うくらいならばその薄はく弱じやくな印いん象しようで逆に印象に残ってしまうような、そんな少女。

　でも、それは問題ではない。

　問題は──そのメイドの、右足。スカートから本来ならば細い脚きやく線せんが露あらわになるはずの部分から、いかにも恐ろしげな猛もう犬けんが覗のぞいていることだ。まさかスカートをあげるわけにはいかないからよくわからないが。

　九罰の見たままを描びよう写しやするならば。

　彼女の右足がそのまま、犬の背中に融ゆう合ごうしているように見えた。

「さあ、小こ波なみ。自己紹介を」

「はははは、はい、はい、イヴ様。も、もう、申もうし訳わけあり、ありません。さささささ、笹ささ崎ざき、こな、小波、笹崎、小波と、いいま、いいます。この子、あの、この子は、グラシャラボラス、といって、その、あの、えっと、あく、悪あく魔まです」

　自己紹介を終えて、小波が一礼する。同時に、右足にくっついている犬がひと声鳴いた。明らかなる異い形ぎようだ。こんな人間見たことも聞いたことも──いや、そもそも人間と呼べるのだろうか？

「ふん。おかしいと思ってた。アンドラス以外にも、屋や敷しきからは悪魔の匂においがしてたからね。でも、妙みように匂いが薄いから、一体誰だれがいるかなんてわからなかったけれど──まさか、人間と一体化してるなんて」

「『悪魔憑つき』と呼ばれる、まあ障しよう害がいの一種さ。まだ具体的な原因は解明できていないらしいけれど。言わなかったかな。私の父が、異形の子供らを集めて檻おりにいれていた、と。彼女、小波はそんな風ふうにして集められた一人でね。帰る場所もないというから、家事全般を任せて屋敷に置いている。まあ、なんというか、幼おさな馴な染じみにして従じゆう者しや、というところかな」

　左足は普通なのに、右足は狂きよう犬けんと化した女性。

『悪魔憑き』なんて、九く罰ばつは聞いたこともなかった。隣となりのアイムだって怪け訝げんそうな顔をしているから、悪魔にとっても珍めずらしい現げん象しようだということは容易に知れた。迂う闊かつに近づけない。

　犬の悪魔が、今にも嚙かみつきそうな顔で睨にらんでいるからだ。

「悪魔憑きの特とく徴ちようとして、日光を嫌きらうことがあげられてね。だから小波は外に出ないんだよ。グラシャラボラスは召しよう喚かん者しやを透とう明めいにすることができるといわれるが、これはフォラスくんのように空気の圧力を変化させ、視覚的に透明にすることではない。周囲の人間の意識に働きかけて、その視線の先を操そう作さして姿すがたを見られないようにする、心理的な『透明』さ。まあもっと簡単に言うならば、いることに気づかせないとでも言うのかな。君たちが彼女の姿を見ることができなかったのも、そういう理由だよ」

　それは、それはわかったけれど。

　ならば、なぜわざわざ彼女は姿を見せたのだろう。イヴの話では、姿を見せることを嫌う女性のように思えた。その理由も、犬と化した右足を見せられては納なつ得とくする他ないが──ならばこそ、何な故ぜ。

「あの、イヴさん。僕は……例の代だい償しようを支払わない方法を聞かせてもらえると」

「わからないかな」

　イヴが笑った。理解の鈍い子供に教えようとするその表情だったが、けれど嫌いや味みはまったくなくて。

「小波こそがその方法だ。なにしろ先天的に身体からだが一体化している。いいかい、九罰くん。笹崎小こ波なみとグラシャラボラスは二つで一つの生の形かたちだ。小波は、グラシャラボラスに代だい償しようを払わずに、彼の力を行使することができるんだよ。なにしろ、自分の身体からだなのだからね」

「…………あ」

　なるほど、と思った。

　小波が、わざわざでてきてくれた理由が、それだったのか。なるほど確かに、身体が一体化しているのならば代償を払う必要はあるまい。外から得なくても、力は自分の内にあるのだから。

　至し極ごく、単純な話。

　でも、これでは。

「これは……使えないわね、クバツ」

　アイムの言う通りだった。最初に九く罰ばつが屋や敷しきを訪れた時、イヴがこの方法を何な故ぜ黙だまっていたかもわかる。これでは、まったくと言っていいほど使えない。先天的なものならば、まさにこれは例外中の例外であろう。

　ほとんど、ルールの外側にある方法じゃないか。

「はは、そんな顔をしなくても。まだ諦あきらめる気はないんだろう？　まだまだ君たちの模も索さくは始まったばかりだと、私などは思うのだがね」

　それは、確かにそうかもしれなかった。

　さっきも思った通りだ。イヴとアンドラスの場合のように、どこかに抜け道があるかもしれない。暗あん殺さつの悪あく魔またるアンドラスが、この屋敷で血と肉とは無む縁えんの生活を送っているように。

　アイムだって、それができたって良いはずだと、九罰は思って。

「書しよ庫こは使っても構わない。電話の一本でもくれれば、来訪を歓かん迎げいするよ」

　微笑ほほえむイヴ。つい先日、アンドラスを失いそうになって号ごう泣きゆうしていたことなど、微み塵じんも感じさせない表情だった。

「さて、本題だがね」

「え？」

　あっさり言われたので、つい聞き返してしまった。

「なにを驚いているんだい。単に悪魔憑つきのことを話すだけならば、小波をここに呼ぶ必要なんてないじゃないか。彼女は人に姿すがたを見られるのを嫌きらうからね。それでも小波をここに呼んだのは、彼女が当事者の一人だから、というか」

　びくり、とメイドの肩が震えた。一方、九罰もアイムもまったく訳わけがわからないままである。そんな風ふうにしていると、イヴがなにか取り出した。よく見てみれば、それは手紙のようだった。

「私の父に宛あてられた手紙だ。主に悪サ魔タ崇ニ拝ス者ト同士の会合や闇やみオークションなどの招しよう待たい状じようだね。私の父は邪じや教きよう集団とも関わりがあったらしくて、未いまだにこういったものが来たらしい。まったく、本人はもう十年以上前に死んでいるというのにね」

「それが……どうかしましたか」

「これをね、小こ波なみが隠かくし持っていたんだ」

　イヴは更さらに、いくつかの封ふう筒とうを取り出した。小さいものもあれば、かなり大きな書類のようなものまである。招しよう待たい状じようだけでなく、次に行う闇やみ会合の企き画かく書しよを送っては、意見を聞いているものまであるらしかった。

「私の父は、連れん中ちゆうのスポンサーのような存在だったらしい。有り余る財ざいを出資して、こんな悪あく辣らつな会合に協力していたんだ。単なる招待状ばかりではないね。これなど見たまえ、次の会合の食事のリストだ。はは、お嫌きらいなものはございませんか、だそうだ。笑えてくるね、本人は死んでいるというのに」

「どうして、こんなに」

「死んだとは思われていないのだろうさ。私だって詳しいわけじゃないが、十年くらい音おと沙さ汰たがなくても不ふ思し議ぎじゃない世界なのだろう。まったく、戦時下の革かく命めい家かにでもなったつもりだろうか？」

　その例えはあながち間違っていないのだろうと思った。地下に潜ひそみ、目的を粛しゆく々しゆくと進めていく。違いがあるとするならば、行われているのは不ぶ気き味みな会合だ、ということで。

「ああ、あのあの、イヴ様、ごめ、ごめんなさ」

「そう怯おびえないでくれ、小波。確かに私に隠してこれらを持っていたのは良いことじゃあないが、だからといって君を咎とがめる気もないよ。郵ゆう便びん物のチェックを君に一いち任にんしていたのは私だしね。それに、最後にはこうして、きちんと私に見せてくれたじゃないか」

「えっと、あああの、それは、そのう……七な罪つみさんが」

　七罪がどうしたのかは、それ以上言わなかった。まさか強制したわけでもあるまいが、なにか小波にとって考えを変えるようなことでも話したのか。というかいつの間に七罪と小波が会っていたのだろう。

「でもさー、イヴー。これヤバくない？」

「そう、ヤバいのさ。闇オークションの情報まであるとなるとね、一刻も早く国こつ教きよう庁ちように連絡しなくてはならないが──なにしろ我わが家には、悪あく魔まが棲すんでいるからね。エクソシストに感づかれるのは少々問題だ。こんな幽ゆう霊れい屋や敷しきの噂うわさまである洋館だからこそ、今までアンドラスと生活することができたのだからね」

　そう言って、魔ま女じよは意味深しんに微笑ほほえんだ。もしかすると、丘の上の幽霊屋敷という噂はイヴが積極的に広めているのかもしれない。そうすれば、怖いもの知らずの子供以外はこんなところに来たりしないだろう。

　誤ご解かいだった。九く罰ばつは、アンドラスがイヴを守っているのだと思っていた。

　実際はその逆だ。イヴが、アンドラスや小波を守っている。その大洋のごとき慈じ悲ひで以て、こうして様々なものを守しゆ護ごしているのだとしたら。

　さすが上かみ屋や敷しきイヴ。そう思わずにはいられない。

「小こ波なみもそう思ってくれていた。国こつ教きよう庁ちように連絡すれば、私やアンドラスの身が危ないのだ、とね。だから私からこの招しよう待たい状じようのことを隠かくしていたのさ。けれど、それなら捨ててしまえばいいものを、彼女は愚ぐ直ちよくにも持ち続けていた。なぜだかわかるかい？」

「あ、わかるわかるー♪」

　アイムがご機き嫌げんに、ひときわ分ぶ厚あつい紙の束たばを掲かかげた。ぱっと見ただけでは、どこの会社にも置いてありそうな企き画かく書しよである。しかし、中身を開けてよくよく読んでいけば、悪あく魔ま憑つき、オークション、儀ぎ式しき、召しよう喚かんなど、不ふ穏おんな単語が狂きよう気き乱らん舞ぶするろくでもない書類だった。

「仲間だったから、でしょー？」

「その通り。自分と同じ悪魔憑きを見捨てられなかったからだ。たとえばそれは、小波の同どう胞ほうが売買されるオークションの企画書だね。まったく、私に伝える気はなかったくせに、それらを丁てい寧ねいに手元に残しておいたんだから、小波の優ゆう柔じゆう不ふ断だんは可愛かわいいばかりだ。九く罰ばつくん、日付はいつになっている？」

　九罰は素早くページをめくった。

「開かい催さい期間は……えっと、カーニバルの期間です。今日きようが最終日になってます」

「そうかい。九罰くん、君は確かエクソシストに知り合いがいたはずだね」

　聖せいルカのことだろうか。九罰はイヴにそんなことまで話したかなと思ったが、すぐにそうではないのだと気付く。ブネの事件も、羽は堂どうの事件も、この姫ひめ君ぎみはアンドラスを通じて事件を裏から確かく認にんしていたはずなのだ。ならば、ルカがしばらくは遠とお野の家けに出入りしたことも知っているだろう。

「本題と言うのは、それだ。九罰くん、君の方からエクソシストに連絡をとって、これらの情報をリークしてほしい。ここに集まっているのは、私の父のような薄うす汚ぎたない連れん中ちゆうばかりだ。彼らに、神しん聖せいなる裁さばきをぜひともお願いしたいところなのだがね」

　イヴの自じ嘲ちようの笑えみは、自分もその裁きの対たい象しように入るかもしれないという思いからだったろうか。

「えー？　イヴ自分でやんないのー？」

「臆おく病びようでまったく申もうし訳わけない限りだが、私はやはりこの屋敷が国教庁に感づかれるのが怖い。九罰くんの携けい帯たいから連絡すれば、私たちの存在を一言も出さずにこの情報を流せるはずだ。情報の出で所どころは黙もく秘ひしてしまえば良い。そこまで教える義理などない、とね。九罰くん、あくまで対等の立場として情報を渡してやるのだという気き概がいでいたまえ。なめられてはいけない」

　ご丁てい寧ねいに指導してくれた。本当にこの姫君は世せ話わ好ずきだなと思ってしまう。

　断る理由などなかった。悪魔憑きと言うものがどういうものかわからないけれど、散さん々ざん世話になったイヴの頼みだ。ルカと連絡をとるだけでそれが果たせるのならばお安いご用である。

「ふーん？　良いんじゃないクバツ？　あのエクソシストどもに恩を売れるなら、それはそれで」

　アイムが打だ算さん的に笑う。恩を売るというのとはちょっと違うけれど、ルカや柴しば燐りんには（色々な意味で）厄やつ介かいになっているのだから、ここで純じゆん粋すいに彼らの役に立つ事をするのも悪くないと思った。

「あの、条件があります。いいですか」

「ほう？」

　その申し出が意い外がいだったのか、イヴの声は興きよう味み深そうだった。そして穏おだやかに笑い、聞こうじゃないかと返してくれる。

「アンドラスと、また訓くん練れんをさせてください。あの一回だけじゃ、全然足りない。もっと強くならなくちゃいけないんです。それに、七な罪つみにもまた勉強を教えてあげてください。あの書しよ庫こで勉強するのは、七罪にも絶対に良いと思いますから」

　それは、偽いつわらざる本ほん音ね。

　アンドラスの厳きびしい訓練を続ければ、いつかあの騎き士しの高みにたどりつける気がしたから。

「…………いつでも歓かん迎げいしよう」

　それを、上かみ屋や敷しきイヴは、笑って受け入れてくれたのだった。




　開かい口こう一番、電話にでたルカは不ふ機き嫌げんの極きわみだった。

『九く罰ばつか。斬きるぞ』

　いきなりの酷ひどい言葉に、早さつ速そく九罰の気分は落ちこんだ。というか切るではなく斬るであるという辺りがルカの暴力性を端たん的てきに示している。この状態で情報のリークなど可能なのだろうか。

「ちょ、ちょっと待ってください。役に立つ情報を持ってきたんですけれど！」

『黙だまれ！　この非常時にお前と電話などしている暇ひまはない！』

　よくよく聞けば、ルカの声が切せつ羽ぱつまっていることに気付いた。電話口の奥からは悲鳴のようなものが聞こえた気がした。気のせいだろうか。少なくとも室内で静かにくつろいでいた、なんてことはなさそうである。

　イヴはこちらを静かな視線で見つめてくる。一方のアイムは携けい帯たいに耳を近づけて、会話を聞きとるのに腐ふ心しんしていた。アイムの白い髪かみが九罰の肌はだにさわさわと触ふれて、それが少し熱い。

「なんか、邪じや教きよう集団が関係してるっぽい闇やみオークションの情報なんですけれど！」

　しばらくの沈ちん黙もく。それで、ルカの顔色が変わったのは電話越しでも想そう像ぞうができた。

『ますます聞けんな！　そんな情報を一体どこで手にいれ……いや、そもそもだ！　どうやって我々がオークションの会場にいることを突き止めた!?』

「は────？　あ、いや、え、もうオークションの会場にいるんですか？　悪いんですけど、どうやって手に入れたかは言えないんです」

『そんな情報を信用しろとでも言うのか、九罰！　交こう渉しようしたいならばもっと頭を使え！　私たちを陥おとしいれる罠わなではないとどうやって証明する!?』

　オークションの会場にいると言った。

　ということは、すでにエクソシストはこの企き画かく書しよの内容を突きとめて、捜そう査さを行っていたということだろうか？　それならば九く罰ばつの持つ情報は意味をなさないことになる。ルカの強気な態度も当然だろうと思った。

　すでに持っている情報を下した手てにでてまで受け取る理由などない。

『わかったな、それではこれで……あ、っ、おい！　なにをする気だみど』『お久しぶりですわね九罰くん、お元気だったかしら？』

　いきなり聞こえてきた覚えのある声に、九罰は絶ぜつ句くした。

「え、え、あ!?　は!?」

『ごめんなさいね。申もうし訳わけないけれど困っているのですわ。貴方あなたに混乱なんてしている暇ひまはなくてよ？　目を覚ましたいなら今すぐ電話越しにボウガンの矢を撃うちこんであげるけれども』

　やりかねない、と咄とつ嗟さに思った。

　どうして、ここにいる。ブネと共に宝石をかき集めた、聖せいジョージ学院の修しゆう道どう女じよ。エクソシストに連行されたはずなのに。

「水み鳥どりさん!?」

『闇やみオークションの情報と仰おつしやいましたわね？　私たちも今、潜せん入にゆう捜そう査さを行っていますの。ただ、ちょっと八方塞ふさがりになってしまいまして。現在、オークションの会場内で籠ろう城じようの状態なのですわ。九罰くん、そのオークション、どこでやっているかおわかりになるかしら？』

　九罰は、企画書のページをめくって会場を読みあげた。どこかの企き業ぎようの地下のようだが、九罰の知らない地名だった。首しゆ都と長なが崎さきの近辺なのだろうか？

『わかりましたわ。私たちの潜入したオークションと同じということで間違いなさそうですわね』

「はい……あの、水鳥さん。今って」

『一言で答えるなら、このオークションから脱だつ出しゆつしたいのですわ』

　話が早くて助かる、と思った。ルカがどんな顔をしているかはわからないけれど、悪あく魔ま使づかいの力を借りるなんて、と思っているに違いなかった。どうして深ふか間ま水鳥がいるかは不明だが。

「見取り図はあります。けれど……その会場は、地下室みたいですね。やはり出口は一つしかないみたいです」

『そんなことはわかっている！　その出口は我々が施せ錠じようした！　それ以外の脱出の方法を聞いているんだ！』『ちょっとルカ、落ち着きなさいな』

　ところどころ交じるルカの声が鼓こ膜まくに痛い。九罰は若じやつ干かん顔をしかめながらも、続きを話す。地下の施し設せつの見取り図は、ただの案内程度ではなかった。まるで建築のための設計図のように、事細かに様々なことが書いてある。これだけでも、イヴの父がどのような存在だったか知れようというものだ。

　悪あく魔ま崇すう拝はいの会合。そのスポンサー。

　それが悪魔に惨ざん殺さつされているなど、笑うに笑えまい。

「大だい丈じよう夫ぶです。その厨ちゆう房ぼうには、業務用のエレベーターがあるんです。食材を運ぶためのものみたいですが、一応外とつながっています。警けい戒かいのためかはわかりませんが、それは内側からしか動かせないみたいです」

『エレベーター？　おかしいですわね、そんなものがあれば他の客もとっくに逃げだしているでしょうに？』

「えっと…………ああ、ありました。普通の招しよう待たい状じようには、そのエレベーターのことは書いていないみたいです。移動用じゃなくて、本当に品物を外から持ってくるためだけのものらしいですね」

　水み鳥どりが黙だまりこむ。そんな、普通の招待状に書いていないようなことをどうして九く罰ばつが知っているのか。なにも言わなかったが、そんな疑問が伝わってくるようだった。噓うそは言っていないし、ましてや罠わななどではないのだが。

『ルカ、見て来て下さる？』

　電話越しでは向こうの様よう子すは断片的にしかわからない。怒ど号ごうのようなものが聞こえた気がする。あまり考えたくないが、もしかしたら戦せん闘とうの真まっ最さい中ちゆうなのかもしれなかった。

『今、ルカが確かく認にんしていますわ──七な罪つみさんはお元気かしら？』

「え、えっと……はい、元気です」

『そう。それだけ聞ければ十分ですわ』

　水鳥はなにも言わなかった。電話越しにどんな表情をしているのか、想そう像ぞうもつかなかった。何な故ぜルカと一いつ緒しよに行動しているのか訊たずねようかとも思ったが、水鳥がなにも言わない以上、深く聞くべきではないのかもしれない、とも思う。

『あったぞ、九罰。確かに業務用エレベーターだ』『使えそう？』『残念なことにな！　パスワードを入力しないとまったく動かないようだよ！　九罰！　なにかわからないか！』

「ぱ、パスワード、ですか？」

　慌あわてて見取り図を確認してみる。小さい文字だったが、確かになにか書いてある。内容の吟ぎん味みもせずに、そのまま読み上げた。

「えっと……『操そう作さには、神であり悪魔であるものの名前を入力してください』と書いてあります」

　言いながら矛む盾じゆんする言葉だと思った。なんだこれは。いかにも敬けい虔けんなルカが怒りそうな『ふざけるな！』怒号が予想通り過ぎて驚かなかった。

『神であり悪魔である、だと!?　それは我々に対する冒ぼう瀆とくか!?』『落ちついてルカ。書いてあるのはそれだけですのね、九罰くん？　そう……では仕方ありませんわ。考えてみるしかなさそうですわね』

　携けい帯たいを挟む沈ちん黙もく。こんなところで謎なぞかけが出てくるとは思わなかった。助けを求めてアイムを見るが、こっちもこっちで困っていた。

「悪あく魔まで神……？　えっと、えっとバアル、アスタロト、アスモデウスにアラストル様だってもちろんそうだし……オリジナルが神格だって言うなら、アタシだってそうだし……あーもう、わかんないよー！」

『役に立たんなそこの悪魔は！』『ちょっと、レライエ？　貴方あなたもわかりませんの？　本当に無能というか……何を喜んでますの』

　向こうも向こうで混乱しているらしい。レライエ、という聞きなれない言葉が気になったが、今はそんな場合ではないはずだ。アイムは、候こう補ほこそたくさんあがるらしいが、決まりはいないらしい。もちろん九く罰ばつだって、悪魔の名前の心当たりなどない。

「ラプラス」

　その時だった。

　黙だまっていたイヴが、口を開いた。感づかれたくないと言っていた、彼女が。

「おそらくラプラスの悪魔だ。スペルならLaplace。数学者によって提てい唱しようされた架か空くうの存在だ。神であり悪魔であるというのなら、こいつしかいない。無む論ろん、地じ獄ごくにもいないさ。なにしろ、全ての因いん果がを観測する究きゆう極きよく概がい念ねんを、そう名付けただけなのだからね」

『なんだ、誰だれかいるのか？』

　ルカが耳ざとく問うた。これを恐れて、イヴは今まで黙っていたはずなのに。

「だ、誰もいないですよ、それより……」

『ふん……？』

　イヴとて黙っていられなかったのはわかる。今は、それが裏目にでないことを祈るしかなかった。誤ご魔ま化かすようにして、ラプラスの悪魔というものをそのまま繰り返す。

『そう、ありがとう。あとはこちらでやりますわ』

「水み鳥どりさん、あの、いけそうですか？」

『ふふ、少しは数学の勉強もしなくてはいけないかしら？　聞いたことがあるだけですけれど、間違いなさそうですわね。あとはこちらでなんとかしますわ』

　相変わらず、鳥が鳴くような美しい声だと思った。急いでいるのか、そのまま電話が切れてしまう。

　情報を渡せたのは良かったけれども。

　なんだか、想定とは違う様よう子すであった。

「大だい丈じよう夫ぶかい？　なにやらとりこんでいたようだが？」

「ええ……えっと、まあ、多分」

　アイムが隣となりで、ルカなら大丈夫だってーと言った。確かにあのエクソシストならば、多少の危地はどうにでもするに違いない。以前は敵だった深ふか間ま水み鳥どりが、なぜかルカと一いつ緒しよに行動しているのが疑問だったが。

　捜そう査さしているということは、ルカの助じよ手しゆにでもなったのだろうか。

「それより、あの、イヴさんの声、聞かれたかもしれません」

「そうか……すまないね。せっかく君の力を借りたのに、無に帰してしまったかな。黙だまっていることができなくてね」

　世せ話わ好ずきが、ここにきて悪い方向に。ルカが気付かなかったことを祈るしかない。あそこでルカと水鳥を見捨てるわけにもいかなかったのだから。

　悪いことはしていないと、信じるしかなかった。

「ありがとう九罰くん、まったく君には世話になりっぱなしだな。小こ波なみも、これでいいね？」

「は、ははははは、はい」

「では、この話はこれで終わりだ。小波、部屋で着替えるから、手伝ってくれたまえ」

「あれー、イヴどっか行くの？」

　髪かみをかきあげながら、イヴが立ち上がる。それから、なにをのんびりしているんだと笑いかけてきた。

「今日きようは、カーニバルの最終日。たらふく飲んで食べる、大食らいの火曜日じゃあないか。望むならともに街に出よう。今日くらいは騒さわいで楽しまなければ損だからね」

　さんせーい、とアイムが言う。九く罰ばつはまだ怪け我がも残っていたけれど、やはり街に出たいなと思った。カーニバルが得意になったわけではないが、イヴやアイム、七な罪つみと最終日を回るならば、楽しめないわけがないと思った。

「お金は私がもとう。今回の事件、九罰くんには手をわずらわせたからね。いくらでも、好きなだけ食べてくれたまえ」

　イヴの、その随ずい分ぶんと豪ごう儀ぎで高こう貴きな言葉に、真まっ先さきに喜んだのはアイムだった。お祭り大好きなのは、いかにもこの炎ほのおの悪あく魔まらしいと思った。




　結論から言うならば。

　上かみ屋や敷しきイヴはまた再び、遠とお野の九罰の手を借りることになる。それも一月もしないうちに。悪魔憑つきは、四し旬じゆん節せつの頃ころに、再び屋敷にこびりついた因いん縁ねんを再燃させてしまうのだ。

　その、聖せいと魔纏まとう毒医の影を、まだ誰だれも想そう像ぞうすらしていなかったのだが。




「そうか……ああ、すまん。そうだな……」

　国こつ教きよう庁ちようの、オフィスの一つ。

　エクソシスト・聖せいディオニュシウスの部屋は、モニターとカルテで埋もれていた。素人しろうと目めにはなんのためのものなのか、まったくわからないような器具が散乱している。そんな中で、備え付けの電話で会話をしているのは部屋の主あるじ。

「……ふん、黙だまれ盲もうの聖せい者じやが。オークションで捕つかまえた悪あく魔ま憑つきは俺おれが診みる。いつもの施し設せつに放りこんでおけ」

　悪魔憑きの研究の第一人者・聖せいディオニュシウス。彼のもつ孤こ児じ院いんでは、世界でも症例の少ない悪魔憑きの子供らを集めて、日々治ち療りようを行っている。口は悪いものの、その行動は賞しよう賛さんされるべきものだ。

「……ああ、例の悪魔使いだな」

　声は低く。低く。

「わかっている……十年以上前だ。ああ、その通りだよ、こちらで調べがついている。上かみ屋や敷しきという、地元の名士の家いえ柄がららしい。ああ、そうだ、またあの街だ。オークションの情報を得たというなら、そこで接せつ触しよくをしたんじゃないか？　ふん、あの小こ僧ぞうが。上う手まく立ちまわったつもりか？　ろくな隠いん蔽ぺいもしていないくせに。助言をしていたというのならば、おそらく上屋敷慰い撫ぶだろう」

　なにかが、うごめく音がした。いや、骨の軋きしむ音のようにも聞こえた。このオフィスの中で、あきらかにディオニュシウス以外の存在がいた。それはモニターの裏で身体からだをくねらせて、静かにその存在を主張する。

「ああ、俺が出る」

　背はい徳とくの黒こく医いは、静かに宣せん言げんした。

「悪魔憑きは俺の専門だ。それに、ルカ、貴き様さまには今回世せ話わになった。借りはもう作らない。丁ちよう度ど、国こつ教きよう庁ちようでも仕事はなくなってきた。ああ、今度こそ、俺が行く」

　電話は、それで終わる。聖ディオニュシウス、国教庁の医い療りよう業務を一手に引き受けるこの男は、濁にごった瞳ひとみで部屋の隅すみを見た。

「行くぞ、ブエル」

　己おのれが悪魔に、号ごう令れいを。

「標ひよう的てきは、笹ささ崎ざき小こ波なみ──上屋敷の家で囚とらわれてから、唯ゆい一いつ行方ゆくえのわからなかった、悪魔憑きだ」




　祭りは終わり、四し旬じゆん節せつ。耶や蘇その苦難の四十日。

　たとえカーニバルは終わろうと、狂きよう宴えんの食しよく欲よくは止まらない。毒を食らい皿まで食らい、禁きん欲よくであるべき四旬節を侵していく。

　終わりなき欲望に、歯止めなどかかるはずもないのだ。










　　　　　あとがき




（BGM　「王おう的てき血けつ族ぞく」by ALI PROJECT）

　裸ら々らイヴ新しん世せい紀きでも未来のイヴでもなく、あえて王的で。




　お知らせします。三巻のあとがきは特とく殊しゆ印刷技ぎ術じゆつを使用しており、お金をだして本を購こう入にゆうした方かた以外には見えない仕し様ようとなっております。それではどうぞ↓























































　手て抜ぬきのあとがき？　はて、覚えがありません。あ、クレームとかは編へん集しゆう部ぶではなく私に直接どうぞ。




　では、最後にこの本にかかわってくださった方に感謝を。

　編集Ｍさんは理由は伏せますが落ち込んでいるようです。ファイトです！　Ｍさんの功こう績せきはそれくらいじゃ消えません！　あと麻ま薬やく中ちゆう毒どく者しやに間違えられたネタは笑うに笑えませんでした。とにかくお身体からだに気をつけて。

　絵え師しの戌いぬ角ずみさんも、かっこ可愛かわいいイヴをありがとうございます！　お忙いそがしい中なか本当に感謝です。こないだ戌角さんの絵を真ま似ねて自分もアイムを描いてみたら、本当に地じ獄ごくにいそうなクリーチャーができました。戌角さんあってこそのアイムだと実感しました。

　そのほか、何気なくいつも格かつ好こうのネタをくれる家族、なんだかんだで俺おれの本をネタに盛り上がる教きよう授じゆとゼミ仲間。そしてなによりもこの本を買ってくださった皆みな様さまへ、最大限の感謝を。

　それでは、次じ巻かんで会えたら会いましょう。さて、会えるかな？
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折おり口ぐち良よし乃の

１９８８年10月16日生まれ。とてもとてもアリプロが大好きなアリカ教信者。あとがきでは二巻からＢＧＭにアリプロの各曲を（勝手に）採用。アリカさまがこの本を御手にとってくださることを信じて今日も文章を書きつづる。著者近影は切り取ってアンドラス召喚にでも使ってください。
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イラスト／戌いぬ角ずみ柾まさき

年明けに腰を寝違えてからまだ治っていません。10代の頃はすぐに治ったのに……年をとったなあと軽く凹みつつ。
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九く罰ばつの悪あく魔ま召しょう喚かん術じゅつIIIトロア
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